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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　鉛なまりを仕し込こんだ靴くつ底ぞこが石いし畳だたみを踏ふみ鳴ならす。


　祭さい壇だんで眠ねむる王は、夢ゆめの中でその足音を聞きいていた。


　まるで子こ守もり唄うたのように足音はリズムよく鳴り続け、やがて止まる。


「久しぶりだな」


　突とつ然ぜん声こえをかけられ、王はゆっくりと目をあける。


　王の足もとに、ひとりの小さな男が立っていた。


　小男は頭からすっぽりかぶったフードを外す。


　すると、白髪しらが混まじりの髪かみを無造作に後ろに撫なでつけ、顎あごに無精ひげが浮うかんでいる男の顔かおが現れた。


　王にとって、それは見慣れぬ顔だった。


　だが、男はまるで旧知の人物に接するように、王を見上げて口を開いた。


「もう、千年にもなるが……お前にとっては昨日きのうのようなものか」


　銀色に輝かがやく剣けんを手に持つ男は、皮肉げに顔を歪ゆがめて、告げる。


「一度は世界を震しん撼かんさせたお前も、こうなってしまえば哀あわれなものだな」


　王は考える。


　この男は、我のことを知っていると。


「暴れたいか？」


　男の呟つぶやきは、まるで悪あく魔まの囁ささやきのようだ。


　一度肯こう定ていすれば、すべてをなくしてしまう。


　そんな危あやうさがある。


　だが、何を迷う必要があるのか。


　壊こわすために生まれてきた王にとって、失う物など何もなかった。


　王の意思が伝わったのだろうか、男はこれ以上ないほど邪じや悪あくに笑う。


「なら、解放してやろう」


　男が取とり出だしたのは、一冊の本だった。


　封ふう印いんの書と呼ばれる、精せい霊れいの〈真しんの名な〉が書かれた禁書。


　それを開いて、男は笑う。


「死すべきために、もう一度世界に現れ出いでよ、精霊王」


　これは、六ろく芒ぼう世界とは異なる世界で行おこなわれた儀ぎ式しき。


　だが、男の行動は世界を震撼させることになる。


　この日、魔ま法ほう帝てい国こくと名高い一大国家、アルデ＝バランは暗黒の世界に包まれた。




第一章　囚とらわれのふたり







　今から千年前、世界は一度終しゆう焉えんを迎むかえた。


　かつては六ろく門もん世界と呼ばれていた世界を、〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟という災さい厄やくが襲おそった。


〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟は、土、水、火、風、聖、魔まの六つの元素エレメントを乱した。


　元素エレメントの調和で成り立っていた六門世界は崩ほう壊かいする。


　多くの命と刻まれていた歴史は、永遠に失われてしまった。


〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を生き残った人々は、その事実に涙なみだし、同時に決意する。


　世界をもう一度、蘇よみがえらせようと。


　人々の想いと努力により、世界は新たに生まれ変わった。


　六ろく芒ぼう世界という名を与えられ、徐々に復ふつ興こうの道を歩んでいる。


　だが、世界に再び風が吹ふき荒あれだした。


　──これは過去であり、現在の話。




　少年の視界は、真っ暗だった。


　今が夜なのか、それとも昼なのか。


　目を開いているのか、閉じているのか。


　それすらも、わからないまま少年は闇やみの中をたゆたっている。


　ふと、ちゃぷちゃぷという湿しめった音が少年の耳に入ってきた。


（あぁ、そうか。俺は幽ゆう霊れい船せんの沈ちん没ぼつに巻まき込まれて、海に沈しずんだのか……）


　ならば水の音がするのは当然のことと、少年は考える。


　不思議と身体からだは暖かく、死に対する恐きよう怖ふはなかった。


　否いな。


　自分はもうすでに死んでしまっていて、この世の者ではないのかもしれない。


　死後の世界は暖かいのか、と少年はボーっとする頭で考えた。


　そのとき少年の暗転した視界に、まるで走そう馬ま灯とうのように過去のできごとが映し出される。


　崩れていくボロボロの幽霊船の上で、少年はとある少女を救おうとした。


『アッシュ！』


　少女の声とともに、腕うでの中にあったぬくもりが離はなれていく。


　夜の闇に舞まう少女の長い黄金の髪が、ひどく美しかったのを鮮せん明めいに覚えている。


『いや！　アッシュ！　アッシュ──！』


　自分の名を呼ぶ少女の声は、悲鳴にも似ていた。


　だからこそ、死んでも後こう悔かいしてはいけない。


　そんな想いに囚とらわれたアッシュは、ふと息苦しさを感じた。


　ちゅぷっという水気をおびた音が、再び聞こえてくる。


　同時に口の中に違い和わ感かんを覚える。


　ザリザリとした感かん触しよくの小さななにかが、舌の中を所ところ狭せましと駆かけ回っている。


　幽霊船とともに海の中へと沈んだのだ。


　口の中に小魚が入り込んだのかもしれない。


（って、苦しい？）


　呼吸ができず、ボーっとする頭のため思考が追おいつかなかった。


（生きている……）


　ここにいたり、アッシュはようやく気づく。


　身体が空気を求めているということは、まだ生きている証しよう拠こだ。


（だったら!!）


　まるで眼球に張り付ついてしまったかのような目ま蓋ぶたを、アッシュは全身の力を使って持ち上げる。


　視し界かいが開けた。


　どうやら、アッシュは大きな部屋の中にいるようだ。カーテンが閉められているため、外の様子はわからない。


　部屋の中には最低限の家具と、大きな机。簡素なベッドが五つほど並んでおり、そこの一つにアッシュは寝ねかされていた。


　海に沈んだはずの自分が、なぜ部屋の中にいるのか。


　普ふ通つうならまずそう思うことだろう。


　だが、今のアッシュはそれを考える余よ裕ゆうがなかった。


　目の中に飛とびこんできた光景が、部屋以上に意外なものだったからだ。


　アッシュの目の前に、女性の顔があった。


　まさに、目と鼻の先。


　吐と息いきのかかる距きよ離りよりも、さらに近い。


　女性はベッドに身を乗り出し、寝ているアッシュに覆おおいかぶさるような体勢になっていた。


　恐おそろしく整った顔立ちの女性は、桃もも色いろの長い髪が特とく徴ちよう的てきだった。閉じられた目蓋にあるまつげもまた長く、美人であることがすぐにわかる。


　女性が首を軽く横に傾かたむけているのは、自分とアッシュの鼻がぶつからないようにするため。


「……んっ、あっ、はぁ……」


　少し艶つやを含ふくんだ女性の吐息が聞こえてくる。


　吐息がアッシュの唇くちびるにあたり、くすぐったかった。


「な、なにを──」


　声をあげようとしたアッシュの口を。


「んー……ちゅ」


　女性の唇が塞ふさぐ。


「ぶふっ!!」


　アッシュの瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれる。


　今自分が置かれている状じよう況きようが、まったく理解できない。


　海の中にいるかと思ったら、謎なぞの女性に唇を吸われている。


　アッシュは混乱する頭で、女性を押おしのけようとした。


　──にゅる。


　だが、突然口内に入り込んできた、やわらかい自分以外の舌の感触に身体を硬こう直ちよくさせた。


　アッシュの耳に、ちゃぷという水気を帯びた音が聞こえてきた。


　海の水の音だと思っていたこれは、どうやら唾だ液えきが混ざり合う音のようだった。


（だ、だったらさっきの口の中の感触って……）


　眠ねむっている間に感じた口内の異物感と今の感触はあまりに似ていた。


　てっきり小魚だと思っていたが、どうやら違ちがうようだ。


　アッシュはいよいよ恥はずかしくなり、顔を真まっ赤かに染めた。


　寝ているというのに目が回り、頭がくらくらする。


「……ん？」


　ふと、アッシュの唇を吸っていた女性が薄うす目めを開けた。


　ふたりの視線があう。


　ちゅぽん、とアッシュの口内から異物の感触が抜ぬける。


「あら、もう目を覚ましてしまいましたのね。残念ですわ」


　女性は弓なりに身体をそらせ、アッシュに上から押しつけていた上半身をはなす。


「もう少し、あなたを感じていたかったですのに」


　女性はアッシュと自分の口を繫つなぐ唾液の糸を、細い指の先でぬぐいながら妖よう艶えんに笑う。


「はじめまして。わたくしはメディアと申します」


　アッシュを見下ろすようにして、その女性、メディアは言いった。


「──ッ!?」


　アッシュは思考を取とり戻もどし、メディアと距離をとるためベッドの隅すみに飛びのく。


「きゃ！」


　突とつ然ぜんのアッシュの行動にメディアは驚おどろき、尻しり餅もちをついた。


　その様子を油断なく眺ながめ、アッシュは腰こしに手てを伸のばす。


　腰には愛用の細身の剣けんがあるはずだった。


　だが、アッシュの手が空くうを摑つかむ。


（チッ、盗とられたか）


　胸中で舌打ちしつつ、アッシュは自分の肩かたをまさぐる。普ふ段だんなら肩にあるはずの投擲用短剣スローイング・ダガーの収まったベルトも外されていた。


　同様に足首やふとももをまさぐってみたものの、自分の身体の感触しか返ってこなかった。


「あいたたた……もぅ、びっくりしましたわ」
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　尻餅をついたメディアが抗こう議ぎの声をあげる。


　アッシュはそれを無言で見返し、思考を切きり替かえる。


（なにをされた……いや、なにを飲まされた）


　眠っている間に口の中に舌を入れられた。


　何の意味もなく、そんなことをするはずもないだろう。


　ならば、何かを飲ませるため。


（最悪、毒を飲まされた可能性もある）


　そう考え、アッシュの背中を冷ひや汗あせが伝う。


　アッシュはメディアをじっくり観察した。


　メディアは、一見虫も殺さないような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。だが、その実体はわからない。


　メディアは水着によく似た服を着ていた。ふくよかな胸を貝かい殻がらで隠かくし、腰には奥が透すけて見えるほどの極ごく薄うすの布地をまとっている。全身に真しん珠じゆをあしらった装そう飾しよく品ひんをつけており、小さな頭の上に真珠のティアラがちょこんとのせられていた。


　どれも素人しろうと目めにも高価に見える。どこかのお嬢じよう様さまなのかもしれない。


　メディアは尻餅をついているため、長く細い両足が開かれていた。


　出るところは出ているため、腰のくびれが強調されており彫ちよう刻こくめいた美しさがある。


　均整のとれたプロポーションに、普通の男性ならば目を奪うばわれたであろう。


　アッシュであっても、こんな訳の分からない状況でなければ目を奪われたかもしれない。そう思わせるほどの魅み力りよくが、メディアの身体にはあった。


「なにをした」


　声を低くし、アッシュはメディアを睨にらんだ。


　メディアは尻餅をついたまま、きょとんと目を丸くする。


「なにを、とはキスのことですの？」


「ぐっ……」


　ストレートにキスと言われ、アッシュは顔を赤く染める。


「そうじゃない！　俺になにかを飲ませやがったのか!?」


　相手のペースに巻き込まれないよう、アッシュは声を荒あらげる。


　メディアは空気が軽くなるような、ほんわかした雰囲気を持つ人物だった。


「飲ませた……？　強しいて言うなら、わたくしの唾液ですわね」


　問われた意味がわからないのか、メディアは首を傾かしげてみせる。


　メディアの持つ雰囲気がそうさせるのか。


　はたまた本気でそう思っているのか。


　とぼけたようなメディアの仕草と言葉だが、アッシュにはそれが演技には思えなかった。


「なんでそんなことを……？」


　アッシュは疑問に思い、そう問いつめる。


「眠った王子さまを目覚めさせるのは、人にん魚ぎよ姫ひめのキスだからですわ」


　どうみても自分は王子ではないし、メディアも人間にしか見えないがつっこむべきところはそこではないと、アッシュは思った。


「ほかにも方法はあるだろ!?」


「ほかの方法は何度も試しましたわ。声をかけても、肩をゆすっても起きてくださらないんですもの。なら、おとぎ話を試してみるのも一つの手ですわ」


「そ、そうか……って違う！」


　思わず納得しかけて、アッシュはがりがりと頭を搔かいた。


　危うくメディアのペースに乗せられるところだった。


　会話に区切りがついたためか、メディアは立ち上がる。


「そんなことよりも、自己紹しよう介かいはしてくださらないのですか？」


「訳の分からない相手に名乗るやつもいないだろ」


「キスをした仲ですのに……」


「そっちが勝手にやったことだろ!?」


　ふてくされたようにそっぽを向くアッシュ。


　すっかりメディアのペースに巻き込まれたことには、気づいていなかった。


「ひどいお人ですわ。わたくし、あなたを助けてから目覚めるまでずっと、あなたのお名前をお聞きすることを夢見ておりましたのに」


　しゅん、と落おち込むメディアの姿に、アッシュは罪悪感をかき立てられる。


（いや！　関係ない！　演技に見えないけど、そうじゃないかもしれないんだ！）


　心の中で自分に言い聞かせていたとき、アッシュはふと気づいた。


（……って、俺を助けた？）


　メディアの言葉に違い和わ感かんを覚え、アッシュは記き憶おくを探る。


　助けられた記憶など──。


（──あった）


　そういえば、とアッシュは思い至る。


　幽ゆう霊れい船せんの沈ちん没ぼつに巻き込まれ、海の藻も屑くずとなりそうだったあのとき。


　意識を失う直前、確かにアッシュは目の前にいるメディアを見た。


　それが死を目前としたときに見る幻げん想そうだとしても、見たこともないメディアの姿を見るのはおかしい話。


　だとすれば、メディアに助けられたことは容易に想像できる。


　アッシュの顔から血の気が引いた。


「わ、悪い！　すまない！　ごめん!!」


「ど、どうしたんですの？」


　急に様子の変わったアッシュに、メディアが驚く。


「助けてもらったのに、俺は……」


　命の恩人だからといって、すぐに信用できるわけでもない。


　だが、それでも命を助けられたのだ。


　メディアがいなければ、自分は今ここで息をしていなかっただろう。


　その恩人になんという無礼を働いたのだ、とアッシュは己のバカさ加減を悔くいた。


　必死で頭を下げるアッシュに、メディアは柔やわらかい笑みで首をふる。


「お気になさらずに」


「でも！」


「あなたを助けたのは、わたくしがそうしたかったからですわ」


　それに、とメディアは言葉をいったん切る。


「眠っている間に、お礼はいただきましたわ。それで十分、ですわ」


　メディアはそう言いながら、自分の唇くちびるに人差し指をあてた。


「ぐっ」


　キスに関しては言いたいことが山ほどあったが、アッシュは押おし黙だまる。


「あとは、そうですわね。お名前を、お聞かせいただけますか？」


　メディアはなぜか待ちきれない様子で、アッシュへと問う。


「あ、あぁ、すまない。俺はアッシュだ」


「アッシュ様……」


　メディアは、まるで宝物であるようにアッシュの名を優しくつぶやいた。


「べ、別に変わった名前じゃないが」


　なんだか気き恥はずかしくなり、アッシュはがりがりと頭を搔く。


　するとメディアはやわらかく首を横に振ふる。


「そんなことはありません。あなた様のお名前であれば、わたくしにとっては特別なのですわ」


　いぶかしげな表情になるアッシュに、メディアは恋こいする乙女おとめのような濡ぬれた瞳ひとみを向ける。


「だってあなた様は黒曜剣ブラツク・ソードの所有者。わたくしの運命の人ですもの」


　メディアの予想外の言葉に、アッシュは目を見開く。


「黒曜剣ブラツク・ソードを知っているのか？」


「もちろん、ですわ」


　だって、とメディアは言葉を続ける。


「ここはアリアオロ。かつて七しち星せい魔ま導どう師しとともに戦ったセシリー様が治める国ですもの。黒曜剣ブラツク・ソードもそれを使ったあの方の武勇も、ここでは子守唄代わりに語られていますわ」


　メディアはそう言いながら、部屋の出口に向かって歩き始める。


「ま、待ってくれ！」


　アッシュは立ち上がり、メディアの後を追いかける。


　アッシュが追いかけてきたのを見計らい、メディアが出口を開いた。


　扉とびらは引き戸になっていた。


「は……？」


　出口が開かれたとき、予想外の光景が現れアッシュは言葉を失う。


　扉の外に水の世界が広がっていたからだ。


　アッシュの目の前を魚が横切っていく。知識がないためアッシュにはわからなかったが、その魚は深海でしか生きられない部類の生き物だ。


　ただ、海水の放つ独特の香かおりが、ここが海であることをアッシュに教えた。


　見上げてみても、全く海面は見えない。


　不思議なことに、扉を開いても海水は部屋に入ってこなかった。


　アッシュの目の前でふよふよと側面が危なっかしく揺ゆれている。


　それでも、ちょうど扉のところが境目になっており、そこから流れ込んでくる様子はない。


　表面張力でコップの縁ふちから水があふれるのを止めているような印象を受けた。


「不思議ですわよね。この部屋はまだ六門世界だったころに作られたものらしいですわ。部屋自体に魔ま法ほうがかけられていて、海水を遮しや断だんし空気を作り出す空間になっているそうですの」


　メディアはそう言いながら、一歩外へと踏ふみ出す。


「お、おい！」


　外は当然深海だ。


　人の身では、呼吸をすることはかなわない。


　アッシュはメディアを引き留めようとした。


　メディアはアッシュの伸のばす手を逆に摑つかみ、そのまま外に踏み出す。


　その直前。


「仮かり初そめの〈真の名〉を解とく。あるべき姿に戻もどれ」


　メディアがそうつぶやいた瞬しゆん間かん、光ひかりがあふれた。


　まばゆい光にアッシュは反射で目をつぶった。


　次に目を開いたとき、またもアッシュは驚きよう愕がくする。


　メディアは両耳のあった場所から魚のエラビレを生やし、長く美しかった両脚を、魚の尾ビレに変えた。


　自分の手を引くメディアが、部屋の向こう、海の世界で笑っていた。


　人魚姫。


　その言葉がアッシュの頭をよぎる。


　メディアの姿は、まさにおとぎ話に出てくるような美しい人魚と酷こく似じしていた。


「変質魔法……？」


　アッシュはどこか気の抜ぬけたような声を出した。


　変質魔法。


〈真の名〉という万物の本質を表す言葉を他者に与あたえることで、変身させる魔法だ。


　世界最さい高こう峰ほうの魔法研究機関である、魔ガ法ル学テ園ンの生徒であるアッシュは何度か見たことがある。


　それどころか、以前にアッシュはナーガという魔ま物ものに魔法をかけられ、黒くろ猫ねこに変身させられたことがあった。


「さぁ、アッシュ様。セシリー様がお待ちになっておりますわ」


　海の世界から、メディアがそう声をかけつつ、アッシュの手を引っ張った。








　揺れる馬車の中で、少女はうつろな目を床ゆかに向けていた。


　魔ガ法ル学テ園ンの生徒の証あかしである緑色の夏用の制服は、今の季節にはすこし肌はだ寒ざむい。だが、少女にとってそんなことはどうでもいいことだった。


　目に精気の光はなく、全身から空くう虚きよな雰ふん囲い気きを放っている。


　車輪が石を踏みつけたのだろう。


　がたりと、大きく馬車が震ふるえ、長い金きん髪ぱつが揺れた。


「はぁ……」


　少女は溜ため息いきをつき、じっと床を見つめる。


「ルファ先せん輩ぱい」


　ふと、そんな少女、ルファに話しかける人物がいた。


　魔ガ法ル学テ園ンの黒い夏用の制服に身を包んだ、幼い印象を受ける女の子だ。ふわふわの赤い髪かみを馬のしっぽのように後頭部の高い位置でまとめている。


　女の子は心配げな表情で、ルファを見ていた。


「ルファ先輩」


　反応がないため、もう一度呼びかける。


　すると、ルファはうつろな視線を女の子へ向けた。


「どうしたの、パッフェル？」


　ルファは静かに声を出し、力なく微笑ほほえんだ。


　目の前の女の子、パッフェルに心配をかけまいとして。


「ルファ、先輩……」


　その様子が、パッフェルにはひどく痛ましいものに見えた。


　事情を知っているがため。


　同じ気持ちを味わったがため。


　パッフェルは正しくルファの気持ちを理解していた。


　今から二ヶ月近く前。


　まだ夏になったばかりだったあのころ、パッフェルたちは西の海にいた。


　パッフェルは自みずからの過去を精算するため。


　ルファは、魔ガ法ル学テ園ンの教師を傷つけて、逃にげ出した銀ぎん刃じんの剣けん士しを追うため。


　海を漂ただよう幽ゆう霊れい船せんにアッシュやライルという仲間とともに乗り込んだのだ。


　そこでルファは絶望を味わった。


　信しん頼らいしていたライルに裏切られ、教師を傷つけた銀刃の剣士は実の父親であるガルークルだった。


　そしてなにより。


　ルファを助けるため、海へと沈しずんでいったアッシュが頭からはなれないのだ。


　自分も暗い気持ちになりそうになり、パッフェルは頭を振って思考を切きり替かえる。


『ルファを頼たのむ！』


　アッシュが最後に残した言葉を、忘れてはいけない。


　パッフェルは努つとめて明るい声を出し、ルファを元気づけるように言う。


「も、もうすぐバランですよ！　久しぶりにお友達と会えます！　楽しみですね！」


　笑顔になるパッフェルから、ルファは視線を外した。


　顔を見られたくなかった。


　パッフェルが自分を元気づけてくれているのはわかる。


　それが善意からくることであることも理解している。


　だけど、アッシュを失っただけではなく、父親に裏切られ、故郷すらなくしてしまった自分だから。


　今はパッフェルの言葉に涙なみだしか返せない。


「…………」


　ルファは窓の外を見つめた。


　そこにはもうすでに見慣れた景色が広がっていた。馬車ならバランまで一時間とかからないだろう。


　そのとき、馬車の荷台と御ぎよ者しやをつなぐ窓ががらりと開く。


「お嬢じよう……」


　窓から顔を出したのは、頭にタオルを巻いた肌はだの黒い筋骨隆りゆう々りゆうの男だった。


「あっ、ビートさん。もう見えてきましたか？」


　パッフェルは男の名を呼んだ。


　ビートはルデパールで漁師をしている人物で、パッフェルの母にあたるパステルの部下だ。


　今回、ルデパールからわざわざルファとパッフェルをバランまで送り届ける役をかって出てくれた。


　いつもは白い歯を輝かがやかせる笑みを浮うかべるビートが、パッフェルに苦い顔を見せる。


「すいやせん、道を間ま違ちがえたかもしれやせん」


「……ほぇ？」


　いきなりそんなことを言われ、パッフェルはぽかんと口を開けた。


　ルデパールからバランまでは、街道一本でつながっている。途と中ちゆうで道が途と切ぎれることはないため、街道を通ってくれば迷うことなどない。


　ルファたちは当然街道を馬車で走ってきた。


　ルファはビートの言葉を聞き、ぐいっと目元を制服の袖そででぬぐった。


　そして、窓の景色をじっくり眺ながめる。


　外の景色は、木々の葉の色が変わっているぐらいで、ルファたちが旅立つ前となんら変わりないように見えた。


「一度、馬車を止めてもらえますか？」


　ルファはそう言って、ビートに馬車を止めてもらった。


　パッフェルとふたりして外にでる。


　だが、やはりここはバランのすぐ近くのはずだ。


「ビートさん、間違ってないですよ？」


　パッフェルもルファと同じ考えのようだった。


「変でございやすね」


　ビートは御者台からルファたちを見下ろしながら首をひねった。


　バランは平原にある街だ。


　特別、視界を遮さえぎるものはない。


　そのため、見失うことなどないはずだ。


　ルファもパッフェルも、そう思いバランのある東へと目を向けた。


「あれ？」


「ほぇ？」


　そして、ふたりして首をひねった。


「変、ですね」


「そうね」


　パッフェルの疑問にルファは同意を返す。ビートの言うとおり、東には一面の草原が広がっているだけで、バランを囲む城じよう壁へきが見あたらない。


「すこし、空から見てみるわ」


「空から、ですか？」


　パッフェルの疑問にうなずきを返し、ルファは一枚の札ふだを取り出した。


　過去と現在を繫つなぐ門を開く、召しよう喚かん札だ。


　一度大きく深呼吸をして、目を閉じる。


「我わが呼びかけに答えよ……我は汝なんじの血族なり」


　召喚術という魔ま法ほうがある。


〈真の名〉を用いることで過去の世界で生きていた魔物を召喚せしめ、支配する絶対の力。


（過去を呼び出す魔法……）


　自身の魔ま力りよくが風のように長い髪を乱みだす中、精神を集中させたルファはふと思う。


　召喚術は魔物を呼び出す過程として、自分の先祖の魂たましいをその身体からだに宿さなくてはならない。


　だったら。


（アッシュも呼び出せるのかな）


　そう考え、一いつ瞬しゆんルファの精神が乱れる。


　思わず召喚札を落としそうになった。


　無理だということは理解している。


　姉弟きようだいという関係であっても、そもそもアッシュと自分は血の繫がりがないからだ。


　人間の〈真の名〉は発見されておらず、呼び出せる魂は自分と近しい存在だけ。つまり、血の繫がりがある先祖でなければならない。


　だが、そんなことは問題ではない。


　そうすればまた会えるかも、とアッシュの死を望んでしまった。


　たとえ一瞬であっても、自分の心がひどく醜みにくいもののように思えた。


　ルファは自身の集中が乱れているのを感じ、思考をきりかえる。


　召喚術だけに限ったことではないが、魔法の制せい御ぎよに失敗すると危険だ。


　己のうちで活性化した魔力が行き場をなくし、身体を破は壊かいする。


　それだけならまだまし。


（支配に失敗すれば、呼び出した魔物が暴走して襲おそいかかってくる……）


　ルファはもう一度深呼吸をして、目を開く。


「我が肉体に宿りて、かつての力を示せ！」


　カッとルファを中心に光があふれた。


　次の瞬しゆん間かん、ルファの腰こしまである長い金きん髪ぱつが紫むらさき色いろに変わった。


　これは、先祖の魂を身体に宿した証しよう拠こだ。


　ルファは集中を切らさぬように、素早く召喚札を掲かかげる。


　ぼっと音を立て、召喚札が燃え上がった。


　炎ほのおが走り、その軌き跡せきが六ろく芒ぼう星せいを描えがく。


「アイビー、きて！」


　虚空に浮かぶ六芒星が、門のように半分に割れた。


　そして、開いた空間から銀色の隼はやぶさが現れる。


　ルファがそっと左手を自分の目の前に差し出す。


　銀隼シルバー・フアルコンは一度大きく空中を旋せん回かいし、ルファの左手に止まった。


「おぉ！　空から見るっていうのは、アイビーの目を通してってことですね！」


　パッフェルはぽんと手を打ち合わせ、納得する。


　ルファはうなずきを返し、精神の糸を介かいして銀隼シルバー・フアルコンの精神に自分のそれを重ねていく。


　風のように穏おだやかで、時に荒あら々あらしく、本能に忠実な銀隼シルバー・フアルコンの心。


　それが液体となり、自分に流れ込んでくるような感覚を受けた。


「ん……」


　ルファは目を閉じ、軽く身じろぎをして、銀隼シルバー・フアルコンのすべてを受け止める。


　銀隼シルバー・フアルコンとルファの心が溶け合い、混じりあったとき。


　目を閉じたままだというのに、ルファの目ま蓋ぶたに世界が広がった。


　ルファの目蓋には、目を閉じるルファの姿が浮かんでいる。


　これは、銀隼シルバー・フアルコンが見ている世界。


　まるで目を閉じたまま鏡を見ているような奇き妙みような感覚に、ルファは苦笑した。


（アイビー。少しだけ目を借りるわね）


　心の中でそうつぶやくと、アイビーの心が流れ込んできた。


　言葉にできない、温かい感情。


　これは、了りよう解かいを意味していた。


　本来言語を持たない召しよう喚かん獣じゆうと召喚術師は精神の糸でつながることで、言葉を概がい念ねんや感情に変へん換かんし、コミュニケーションを図る。


　こうすることで、召喚獣は召喚術師の命令を理解できるのである。


（飛んで）


　ルファの心を受けて、銀隼シルバー・フアルコンは翼つばさを広げる。


　風を切って力強く羽ばたく銀隼シルバー・フアルコンの身体の脈動を、ルファは確かに感じていた。


　あっという間に、銀隼シルバー・フアルコンはルファたちが点にしか見えなくなるほどの高さに舞まい上がった。


（東へ）


　銀隼シルバー・フアルコンに指示を出しつつ、ルファは頭の中にバラン周辺の地図を思い浮かべる。こうすることで具体的な方角の概念を銀隼シルバー・フアルコンに伝えることができるのだ。


　銀隼シルバー・フアルコンはルファの指示通りに飛行する。


　人間の肉眼を遥はるかに超こえる視力をもって、ルファは天から地上を見下ろした。


　地平線の彼方かなたまで続く草原と、そこを走る石いし畳だたみの街道。


　街道はルファたちが今いる場所から少し離はなれた場所で枝分かれしていた。


　ルファはそれに見覚えがある。


　北と東に分かれた街道の北側にはバランがあるはずだ。


　枝分かれする直前に立てられている、見覚えのある木の看板も、銀隼シルバー・フアルコンの視界はしっかりとらえていた。


（よかった。道はあっていたのね）


　ほっと胸をなで下ろし、ルファは銀隼シルバー・フアルコンの視界をバランのあるべき方角へと向ける。


（ん？）


　そして、違い和わ感かんを覚える。


　街道は北へ延びているが、その先にはなにもなかった。


　ぽっかりと、まるで世界に空白ができているように、街道がなにもない空間に向かっていた。


（どういう、こと？）


　わけもわからず、ルファはアイビーを向かわせる。


　すると、銀隼シルバー・フアルコンの視界に揺ゆらぎが見えた。


　ゆらゆらと、まるで陽炎かげろうのようなものを見たとき。


「そ、そん、な……」


　ルファの口から、力ない声が漏もれた。


「ほぇ？」


「ど、どうしたんでございやすか？」


　目を閉じたまま固まっていたルファを見守っていたパッフェルとビート。


　突とつ然ぜん驚きよう愕がくに顔をひきつらせるルファを見て、ふたりは同時に目を白黒させた。


「──っ!!　ビートさん！　急いでください！」


　ハッと正気にかえったルファは、焦あせった表情でビートに声をかけた。


「ど、どうしたんですか？」


「いいから早く！」


　説明を求めるパッフェルの背中を押し、ルファは馬車へと乗り込んだ。


　ただならぬルファの様子を見て、


「ハッ！」


　ビートが馬車を引く馬の手た綱づなを力強く振ふり下ろす。


　馬は驚おどろきつつも、駆かけ足あしで馬車を引き始めた。


「先せん輩ぱい、どうしたんですか!?　なにを見たんですか!?」


　説明を求めるパッフェルに、ルファは頭を抱かかえた。


「わからない、のよ」


「ほぇ？」


「わからないの！　ここは絶対にバランの領内で、ここは絶対にバランの近くなの!!」


　それなのに、とルファは半はん狂きよう乱らんになって叫さけんだ。


「ないのよ！　バランが！」


「お、落ち着いてください！」


　パッフェルは頭を振って取り乱すルファの肩かたに手をおいた。


　そして、じっとルファの目を見つめてゆっくり聞く。


「バランが、なくなっているってことですか？」


「なくなっている……？　うぅん、わからないの。あるのかもしれないし、なくなったのかもしれない……」


　パッフェルの目を、少しうつろに見返して、呆ぼう然ぜんとした口調でルファは言う。


　自分自身、わけがわからなかった。


　いや、頭では理解している。


　言葉にしたのなら、とても簡単な事態がバランに起こっていた。


「でも、あれは、ここにあっちゃいけないのに……」


　ただ、それはありえないことで。


　ありえてはいけないこと。


　ルファの言葉が、パッフェルにはまったく理解できなかった。


　いったい、なにを見たのだろうと、パッフェルは首をひねった。


　そして、走っていた馬車が急に止まり、ルファもパッフェルも荷台の中で転がりそうになった。


「お嬢じよう！」


　開けっ放しになっていた御ぎよ者しや台だいと荷台をつなぐ窓から、ビートが大声を上げた。


「こ、これはどういうことですかい」


　ビートの驚きよう愕がくにゆがむ声を受け、パッフェルがはじかれたように馬車の外へと飛び出した。


　きっと、自分の目で見た方が早いと判断したのだろう。


　パッフェルの背中を追いながら、ルファもあわてて荷台の外へ向かう。


「そんな……」


　すると、馬車がすれ違ちがえるほどの広い街道の中心で、パッフェルが呆然とした声をあげていた。


　ルファはパッフェルの横に並び、自分の考えが間ま違ちがっていなかったことを確認し、がっくりと膝ひざを折る。


　本来ならバランのあるべき場所。


　そこには今、ゆらゆらと蜃しん気き楼ろうに似た現象が発生していた。


「暗黒、領域」


　一度は銀隼シルバー・フアルコンの目を通し確認した事実。


　それを自身の目で確認してもなお、ルファの心は信じられない気持ちでいっぱいだった。


　魔ま法ほう帝てい国こくアルデ＝バランは暗黒領域の中へ沈しずんでいた。








　アッシュは目の前の光景に、思わず感かん嘆たんの吐と息いきを漏らした。


「すげぇな」


　深海都市、アリアオロ。


　そこは、海の底にある人魚たちの街だ。


　街の中心には、巨きよ大だいな巻き貝が鎮ちん座ざしており、幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


　また、その巻き貝は城として改造されている。


　アッシュは巻き貝の中にある、玉ぎよく座ざの間まに案内された。


　上座におかれた玉座はふたつあり、そのどちらも空席だった。


　部屋の側面の壁かべには革の鎧よろいを着た男の人魚、マーマンたちが槍やりを持って並び立っている。


　アッシュは謁えつ見けんを求める玉座の足下に位置する場所で、あたりをきょろきょろと窺うかがっていた。


「ふふ、ありがとうございます。アッシュ様にそう言っていただけて、光栄ですわ」


　アッシュの隣となりで、メディアが柔やわらかく微笑ほほえむ。


「アッシュ様も、とてもお美しい姿ですわ」


「……これが、か？」


　メディアにそう言われ、アッシュは顔をしかめて下を見た。


　アッシュの両足が、魚のヒレに変わっていた。


　両耳を触さわってみれば、そこにもヒレがある。


　メディアの変質魔ま法ほうにより、人魚の身体からだに変えられたのだ。


　海の中にあるアリアオロで活動するなら、仕方のないこと。


　青みがかった白いメディアの美しい鱗うろことは違い、アッシュのは灰色だった。


「えぇ、とってもすてきですわ」


　メディアは潤うるんだ瞳ひとみで、アッシュを眺ながめた。


　アッシュは首をひねる。


　どこをどう見ても、奇妙な格好にしか思えない。


　亜人種デミヒユーマンであるメディアと自分では、やはりどこか価値観が違うようだ。


「そんなことより、これから誰だれと会うんだ？」


「セシリー様ですわ。このアリアオロの統治者にして、かつての〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を止めた方です」


「〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を止めた……？　七しち星せい魔ま導どう師しなのか!?」


　アッシュは驚愕に目を見開いた。


〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟が吹ふき荒あれる六ろく芒ぼう世界を旅し、破は滅めつをもたらす四人の精せい霊れい王おうを封ふう印いんした伝説の魔ま法ほう使つかいたち。


　それが、七星魔導師だ。


　アッシュの驚愕の声を聞き、メディアは首を横に振った。


「違いますわ。セシリー様は、七星魔導師とともに戦った者です」


「ともに戦った……？」


　メディアの言葉を、アッシュが口の中で反はん芻すうしたとき。


「セシリー王のおなぁりぃー!!」


　マーマンの兵士がハリのある大声をあげた。


　すると玉座の間の袖そでから、ひとりの女が姿を現した。


　アッシュは息を[image: ]のんだ。


　セシリーはこの世のものとは思えないほど、綺き麗れいだった。


　緩ゆるいウェーブのかかった白い髪かみも。


　吸い込まれそうな蒼あおい瞳も。




[image: ]


　額ひたいにある真まっ青さおな宝石も。


　そのどれもに目を奪うばわれた。


「──ッ！」


　アッシュは刺さすような痛みを両手に感じた。


　セシリーはしずしずと歩き、両足をそろえて玉座の左側へ座った。


「あなたが、黒曜剣ブラツク・ソードを持つ者ですね」


　セシリーは透とう明めい感かんのある声で、アッシュへと話しかける。


「…………」


「アッシュ様？」


　メディアに話しかけられたが、今のアッシュには返事をする余よ裕ゆうがなかった。


　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、必死で耐たえる。


　セシリーの額の宝石。


　美しい容姿。


　そして、人の姿でありながら、水の中で生きているわけ。


　セシリーは人間ではない。


　アッシュの両目が険しくなり、セシリーを睨にらんだ。


「あんた、精霊か」


　低い声がアッシュののどから漏もれる。


　両の掌てのひらが、まるで心臓のようにどくどくと脈動している。これは、精霊を前にしたときアッシュの身に必ず起こる現象だ。


　精霊を目にして、アッシュの心がどす黒く染まった。


　アッシュは故郷を精霊によって破は壊かいされ、すべてを失った過去を持つ。


　ゆえに、アッシュは精霊を強く憎にくんでいた。


　魔ガ法ル学テ園ンに入園したのも、故郷を焼いた精霊を殺すための力を得るのが目的だった。


　アッシュの故郷を焼いたのは火の精霊フアイア・エレメンタル。


　それも、世界を滅ほろぼした四人の精霊王の一ひと柱はしらだ。


　目の前のセシリーであるはずがない。


　頭ではわかっているのに、アッシュは憎しみの感情を抑おさえられなかった。


　そんなアッシュの様子に、玉座の間はざわっと険悪な雰囲気になる。


「よいのです」


　ふと、セシリーが槍を構えようとしたマーマンたちを制した。


「アッシュ、という名でしたね。確かに私は精霊です」


「セシリー様は、水の上位精霊ですわ。ちゃんと、自我を持っていらっしゃいます」


　メディアがこっそりアッシュに耳打ちをする。


　アッシュが今まで見たどの精霊も、人語を解さなかった。理解していたのかもしれないが、会話をしなかったためそれがわからない。


　だが、セシリーは違う。


　少なくとも、会話が成立していた。


「アッシュ殿どの、あなたはどうやら正当な黒曜剣ブラツク・ソードの継けい承しよう者しやのようです。私の正体を瞬しゆん時じに見破ったのですから」


　セシリーは一度うなずいてみせる。


「私はセシリー。今はこのアリアオロの王を務めています」


　自己紹しよう介かいをしながら、セシリーはゆっくりと頭を下げた。


「アッシュ殿。まずはありがとうございました」


「……は？」


　礼を言われ、アッシュはぽかんと口を開けた。


　一国の王、それも精霊から礼を言われるなど、誰が予想しようか。


「あなたと、あなたのお仲間の活かつ躍やくにより、海の民たみを苦しめていた幽ゆう霊れい船せんが破壊され、嘆なげきの石は持ち出されました。すべての海の民に代わり、お礼を申し上げます。本当に、ありがとうございました」


　セシリーと同時に、メディアを含ふくめた玉座の間の人魚たちが一いつ斉せいに頭を下げた。


「え？　あ、いや待ってくれ！　俺は別にあんたたちのためにやったわけじゃ……」


「ですが、結果として私たちは救われたのです。アッシュ殿。あなたはすべての海の民を救った英えい雄ゆうです」


　きっぱりと言い切られ、むしろアッシュが戸と惑まどった。


　英雄。


　その言葉が、アッシュには妙みようにこそばゆかった。


「い、いや！　俺はそんなんじゃない！」


「英雄とは、他の誰かがそう思うから英雄になるのですよ」


　綺麗に笑うセシリーに、アッシュはそれでも首を横にふる。


「では、お聞きします。例えばそうですね。世界を救ったとされる七星魔導師。彼らは英雄ですか？」


　突とつ然ぜん質問され、アッシュは戸惑いつつもうなずいた。


　伝説で語られる七星魔導師を英雄視していない人物など、アッシュは知らない。


「それならば、海の民を救ったアッシュ殿もまた、英雄ではないでしょうか」


　セシリーは一度言葉を切り、射い貫ぬくような目でアッシュを見た。


「それとも、海の民たちの命などどうでもいいと。死んでしまってもかまわないと。救う価値などないと、そうおっしゃりたいのですか？」


「違ちがう！　そんなわけないだろ!!」


　アッシュは怒いかりを覚え、思わず大声を上げた。


　がぼっと水の中で急激に生き物が動いた音が玉座の間に響ひびく。


　脇わきに控ひかえたマーマンたちが、一斉に槍を構えたようだ。


　セシリーはそれを手で制す。


「……別に、命は平等だなんて思っていない」


　アッシュは自分の手を見下ろした。


　人は生まれた瞬しゆん間かんから運命が決められている。


　それが本当だとするのなら、自分は不幸の部類に入るのだろう。


　世の中には不条理なことがたくさんある。


　実際に、二度も故郷を失った自分だからこそ、それが正しくわかる。


「平等なのは死だけなのかもしれない」


　死とは誰の頭上にも降り注ぐ雨のようなもの。


　予報される雨なのかもしれない。


　突然の夕ゆう立だちなのかもしれない。


　どちらにしろ、その雨を止めることなど誰にもできやしないのだ。


　ゆえに平等だと思う。


「でも、死ぬのは怖こわいんだ。海の民とか陸の民とか、そんなの関係なく怖い思いなんてないほうがいいに決まっている」


　自分を抑えるように、アッシュは見下ろした手をぎゅっと握る。


「だから、結果的にでもみんなを助けられたのは嬉うれしいよ」


「……くすっ」


　アッシュの返答を受けて、セシリーが微笑んだ。


「おかしいかよ」


　アッシュはむっとした。


　他人にとっては聞いていて恥はずかしい言葉なのかもしれないが、自分にとっては本気の想いなのだ。


　笑われる筋合いはない。


「いえ、失礼しました。そうではありません。あなたとよく似た方を思い出しただけです」


　セシリーはこほん、と一度咳せき払ばらいをしてアッシュを見る。


「とにかく。アッシュ殿が英雄のひとりであることに、変わりはありません。先ほどの言葉で、私は確信しました」


「チッ……」


　断固として聞かないセシリーに、アッシュは照れを隠かくすため舌打ちをした。


　セシリーはやおら立ち上がると、傍そばに控えていたマーマンに手を上げてみせる。


　マーマンはうなずきを一つ。


　一度玉座の間の袖へと姿を隠し、一ひと振ふりの大たい剣けんを持って再び現れる。


　それは柄つかが黒く、鞘さやの白いぼろぼろの大剣だった。


　鞘の先には蜘く蛛もの巣すを思わせる烙らく印いんが刻まれている。


「黒曜剣ブラツク・ソード！」


　アッシュは反射で自らの剣の名を呼んだ。


「一時、預からせていただきました。黒曜剣ブラツク・ソードは破損しており、瘴しよう気きが漏れ出ていましたので、水の魔ま法ほうプロテクションを使ってそれを抑えています」


　黒曜剣ブラツク・ソードを、薄うすい水の膜まくが覆おおっている。


　その膜が瘴気を抑えているようだった。


「でなければ、精せい霊れいの私はこれに触ふれることができませんから」


　セシリーがマーマンから黒曜剣ブラツク・ソードを受け取り、一歩アッシュに向けて踏ふみ込んだ。


「アッシュ殿に謝らなくてはならないことがあります」


「ん？」


「私は、あなたを試しました。この剣にふさわしい人物かどうかを、自らの目と耳で見定めようと思ったのです」


　さらに一歩アッシュへと近づくセシリーは、鋭えい利りな刃は物もののように真しん剣けんな表情だった。


「あなたを英雄と讃たたえながら値ね踏ぶみしたこと、まずは深くお詫わび申し上げます」


　深々と頭を下げてから、また一歩。


「七しち星せい魔ま導どう師しの……いえ、あなたがたが七星烙らく印いん魔導師と呼ぶ、あの方の戦いを間近で見ていた者として、そうしなければならなかったのです」


　セシリーはアッシュの目の前に立ち、愛いとしげに黒曜剣ブラツク・ソードを指で撫なでた。


「あなたが黒曜剣ブラツク・ソードの後こう継けい者しやにふさわしくなければ、この剣はお返しするつもりはありませんでした」


　アッシュは一いつ瞬しゆん怒ど声せいを上げそうになったが、セシリーの言葉の意味を理解して思いとどまる。


　黒曜剣ブラツク・ソードを返すつもりがなければ、今セシリーは剣を持ってこないだろう。


「あなたを疑ってしまったこと、本当に申し訳ございません」


　セシリーはもう一度頭を深々と下げ、アッシュに向かって言う。


「この剣をお返しする前に、お話ししておきたいことがございます」


「ん？」


「黒曜剣ブラツク・ソードを持ち、それを振ふるった者の末路を、あなたには聞いていただかなくてはなりません」


　その上で、とセシリーは言葉を続ける。


「剣を受け取るかどうかをご判断ください」


　射貫くような目で見られ、アッシュも真剣な表情になった。


「……その話は長くなるか？」


「えぇ……」


　セシリーは申し訳なさそうに答えた。


　アッシュはにやりと笑ってみせる。


「なら、さっきの空気のある部屋で話してくれないか」


　アッシュは自身の足を指差した。


「正直、なれない身体からだで立っているのもしんどいんだ」


　アッシュにそう言われ、セシリーは笑ってうなずいた。








　これは、今から千年前の物語。


「セシリー!!」


「──っ!!　大だい丈じよう夫ぶです！」


　一瞬意識が途と切ぎれ、セシリーは男の声でなんとか正気を取とり戻もどす。


　だが、くらりと頭が揺ゆれ、倒たおれそうになった。


　そこを柔やわらかい女性の手が支える。


「まだ、戦いは終わっていないわよ」


　セシリーが声のしたほうを向くと、銀色の髪かみの女性が真剣な表情で前を睨にらんでいた。


「アーニャさん」


　ありがとうと言葉を続けようとしたとき、アーニャと呼ばれた女性は先に口を開く。


「お礼は後で。今は前だけに集中して……これは、あたしたちだけの戦いじゃないんだから」


「──はいッ！」


　そうだったと、セシリーは途切れそうになる意識を必死でつなぎ、前を見る。


　ここは、誰だれが作り出したかもわからない、巨きよ大だいな神しん殿でんの中だった。


　子供の片手に収まる人形が、人間の住む住居に立っている。


　中に入った人間が、その人形になってしまったかのような錯さつ覚かくを覚えるほどの小ささだ。


　セシリーたちはその神殿で、住居に見合った大きさの魔ま物ものと対たい峙じしていた。


　ズン。


　魔物の乗る、二十メートルほどの巨大な恐きよう竜りゆうが大地を踏みしめる。


　地面に震しん動どうが伝わり、セシリーたちは一瞬大地から浮うき上がったような錯覚を覚えた。


　顔の大半を占しめる大きな口からのぞく歯は、世界に存在するどの剣よりも鋭するどそうに見える。


　その恐竜の背に乗る魔物は、人間の形をしていた。


　恐竜と比べればまだ小さい。


　それでも、セシリーたちから見れば巨きよ人じんとしか形容できない。


　彫ちよう刻こくのような筋骨隆りゆう々りゆうの身体を脈動させ、炎ほのおの冠かんむりをかぶった姿はまさに王。


　精霊という、王と近しい存在であるセシリーだからこそわかった。


　あれは、同類でありながら精霊を超こえし格。


　精霊王、フレイム・タイラント。


　世界を構成する元げん素その化け身しんにして、その頂点だ。


　誰しもが恐きよう怖ふを抱いだき、畏い怖ふし、そして絶望する。


　そんな風格を持つ精霊王の前に、ひとりの男が立っていた。


「リオンさん」


　セシリーは親愛を込めて、男の名を呼んだ。


　黒い外がい套とうに身を包み、背中に巨大な剣を背負ったリオン。


　セシリーたちに少し曲がった猫ねこ背ぜを預け、冗じよう談だんのように大きな精霊王と対峙している。


　精霊王が、この場にいる者たちを見下ろしていた。


『小さき者が、よく耐たえる』


　無表情ながら、精霊王の声こわ音ねには愉ゆ快かいそうな色が含ふくまれている。


「ふん、あたしたちをなめないでよね！」


　アーニャが精霊王を睨みつつ、右手を突つき出だした。


　上空に巨大な六ろく芒ぼう星せいが出現する。


　六芒星から青い鱗うろこのドラゴンが飛び出してきた。


　そのドラゴンは一対の巨大な翼つばさを広げ、首に巻かれた赤い布をはためかせながら、神殿内を飛んでいた。


　ストーム・ドラゴン。


　雷かみなりを司つかさどる、青き嵐らん竜りゆうだ。


「シエロ、貫つらぬきなさい！」


　アーニャがドラゴンへと指示を送る。


　ドラゴンは主の命令を遂すい行こうするため、がばっと大口を開けた。


『ほぅ？　竜を飼いならすか。人の身には過ぎた力だが──』


　精霊王が恐竜の上でまるで他ひ人と事ごとのように達観していた。


　身体から稲いな妻ずまがほとばしり、それらがドラゴンの口の中に収束する。


　ビカッと、目が焼けるほどの光が神殿内に溢あふれた。


　遅おくれて轟ごう音おんが響ひびき渡わたり、セシリーたちは目と耳をふさいだ。


　回かい避ひ不可能な光速の一いち撃げき。


　岩を砕くだき、神殿を揺らすほどの稲妻が、精霊王の胸を穿うがつ。


「これで、どうかしら」


　次に目を開いたとき。


『──しょせんは竜。我から見れば、人と変わらぬ脆ぜい弱じやくな存在だ』


　そこには、何事もなかったかのように傷ひとつない精霊王の姿。


「あぁもぅ！　でたらめすぎよ!!」


　怒いかりを露あらわにしつつ、アーニャが唇くちびるを嚙かんだ。


『終わりか？　ならば、消えろ』


　精霊王の周りに火球が生まれる。


　火球はまるで意思を持っているかのごとく、セシリーと精霊王のちょうど中間へと飛来した。


「──ッ！　水の守りを、プロテクション!!」


　セシリーが声を上げて、高速で詠えい唱しようを完成させる。


　プロテクションは大気に混じる水の元げん素そを操り、水の皮ひ膜まくを作り出す呪じゆ文もん魔ま法ほうだ。


　アーニャとリオンとそして自分。


　三人分の水の皮膜をそれぞれに作り、セシリーは火球の爆ばく風ふうから身を守る。


　水の皮膜に守られてもなお、肌はだを焼く熱風がセシリーたちを通り過ぎていった。


「きゃ！」


　元々弱っていたセシリーは、熱風を受けて地面に転がった。


　強したたかに左ひだり肩かたを打ち、痛みに顔をゆがめる。


　勝てない。


　セシリーの心がくじけそうになった。


「ふたりとも！」


　そのとき、前方から声が聞こえてきた。


　もっとも精霊王に近い位置で。


　もっとも死に触れる場所で。


　戦っているリオンが、声をあげていた。


「止められていたけど……やっぱり、使うよ」


　リオンはそう言いながら左手で背中の剣の柄つかを握にぎる。


　柄が黒く、鞘さやの白い大剣。


「だ、だめです！」


「リオン！」


　それに手をかけたのを見て、セシリーもアーニャも焦あせった声を出した。


「あんた、それ使って何度も死にそうになったのよ！　今度使ったら、あんたの身体が……」


　アーニャの叫さけびは、もはや悲鳴。


「うん」


　自分の足がもどかしいと、セシリーは思った。


　背を向けるリオンの表情が窺うかがえない。


「死ぬのは怖こわい……でも、みんなが死ぬのはもっと怖いんだ!!」


　リオンの背筋がまっすぐ伸のびた。


「黒こつ剣けんよ！」


　リオンの持つ剣が半分ほどまで抜ぬかれたとき、神殿に闇やみが訪れた。





「この戦いで精霊王は封ふう印いんされ、世界に平和が訪れました」


「……ふぅ」


　ベッドと空気のある部屋で、アッシュはセシリーの話を聞き終えて、大きく息を吐はいた。


　ずっとベッドに腰こし掛かけていたため、身体からだが凝こり固かたまっていた。


　大きく伸びをしていると、離はなれた場所で椅い子すに座ったセシリーがくすっと笑う。


「少し休きゆう憩けいしましょう」


「あぁ……」


　聞きたいこと、問いつめたいことはまだたくさんある。


　だが、アッシュの身体は休憩を欲ほつしていた。


「飲み物を用意させますね」


　セシリーが立ち上がり、部屋の外にでようとした。


　すると、それより先に壊こわれると思うほどの勢いで、扉が開かれた。


「アッシュ様ぁー！　聞いてくださ──」


　開け放った扉の向こうで叫んでいたのは、人魚姿のメディアだった。


　メディアは扉を開けた勢いそのままに、部屋に転がり込んできた。


「──ぎゅ！」


　そして、びたーんとメディアが盛大にずっこけた。


　アッシュもセシリーも言葉を失い、呆ぼう然ぜんと床ゆかに転がるメディアを見る。


　すると、青みがかった白い鱗に覆おおわれたメディアの尾ビレが、地面をかく。


「あぐ……」


　メディアは身体をのけぞらせ、大きく口を開いた。


　何度か口をぱくぱくさせ、ビタンビタンと尾ビレで地面を叩たたく。人間で言う耳の位置にあるエラが、翼が羽ばたくように何度も開く。


　やがて、顔色が青くなり、メディアはぱたりと倒たおれた。


「…………」


「…………」


　静せい寂じやくがその場を満たす。


　アッシュには、陸へと上げられた魚とメディアが重なって見えた。


「って、ダメだろ!?」


　いち早く正気に返り、アッシュは急いでメディアの身体を抱き上げた。


「おらぁぁ！」


　アッシュはメディアの身体を、扉の向こうにぶん投げた。


　ドボンと、大きな石を水面に投げたときのような音が響く。


　お腹なかを上に向け、メディアが海の世界をぷかぷか漂ただよっていた。


　反応のないメディアを、アッシュははらはらした気持ちで眺ながめていた。


　すると、ボゴッと音を立ててメディアの口から大きな泡あわが漏もれる。


　メディアは両目を見開き、くるりと体勢を反転させた。


　まるでイルカの一芸のようなメディアの姿。


　水の中の芸術を見ているかのようだったが、今のアッシュには感かん慨がい深ぶかいものはなかった。


　メディアはすいすいと部屋の入り口まで海を泳ぎ、言う。


「我に仮かり初そめの〈真の名〉を与あたえる」


　メディアは言葉を紡つむぎながら、海と空気を隔へだてる水の膜まくをくぐった。


　くぐり終える頃ころには、メディアの尾ビレは人間の足と変わらないものになる。


　そして。


「アッシュ様ー！」


「うおっ!?」


　アッシュに飛びつき、首元にしがみついた。


「やっぱりアッシュ様は運命の方ですわ！　わたくしの命の恩人です」


　あれでか、とアッシュは呆あきれそうになった。


　だが、よくよく考えてみると、呼吸のできない場所に投げ出されたのだ。命の危機を感じるのは当たり前。


　アッシュもまた、海に投げ出されてメディアに助けられたのだ。


　つまり、ふたりは同じ行動をしたことになる。


（でも、あれと一いつ緒しよか……）


　アッシュはなんだかとってもげんなりした。


「メディア……」


　セシリーがメディアに向かって呆れた声を出す。


「軽率な行動は控ひかえなさい。あなたは、アリアオロの姫ひめ君ぎみなのですよ？　なにかあったらどうする気なのですか」


「姫？……ってこれがか!?」


　アッシュはセシリーの言葉に驚きよう愕がくし、思わず下を見た。


　そこにアッシュの胸に張り付いて、幸せそうな顔をしているメディアがいる。


　姫といえば、身分的にかなり上位の存在だ。


　世間に顔を出す王様とは違ちがい、多くの場合、姫は姿を大衆に見せることはない。


　一いつ般ぱん人じんであるアッシュにとっては雲の上の人。


　何かの拍ひよう子しに、一いつ瞬しゆんでも顔を見ることができれば一生の自じ慢まん話ばなしになる。それほどの存在なのだ。


　とはいえ、これは人間の世界、陸の世界の話で、メディアたちには当てはまらないのかもしれないが。


「……？　もしや、アッシュ殿どのはメディアの身分を知らなかったのですか？」


「あ、あぁ」


　頭が混乱したアッシュは、ただうなずくことしかできない。


　セシリーは形のよい眉まゆを寄せ、がっくりと肩かたを落とした。


　その様子からセシリーが噓うそを言っていないことは、はっきりとわかる。


　冷静になって、アッシュはあわててメディアから身体をはなした。


「……アッシュ様？」


　突とつ然ぜんアッシュが身を引いたので、メディアはきょとんとした。


　一国の姫君が、どこの馬の骨ともしれぬ男の腕うでの中にいる。


　ありえないを通とおり越こして、アッシュは危機すら感じた。


　それ以上に、メディアの身体から伝わる体温と、豊かな胸の感かん触しよくに戸と惑まどった。


　アッシュの頭に義あ姉ねの怒おこった表情がよぎる。


　寒さむ気けを覚えた。


「……？」


　アッシュの心境をメディアはわからずに首をひねり、セシリーは理解してくすくす笑っていた。


「と、ところで、あわてていたけど、どうしたんだ？」


　居い心地ごこちが悪くなり、アッシュは話題を変えた。


「そ、そうですわ！　アッシュ様、聞いてくださいまし!!　みんなが反対するのですわ!?」


「なにに？」


「アッシュ様はいずれ陸へとお戻もどりになるでしょう？　だから、わたくしもついていこうと思いましたの。それなのに、みんなが反対するのですわ!!」


「ちょっと待て！　何の話だ!?」


　もちろん、アッシュはバランへと戻るつもりでいた。


　自分は魔ガ法ル学テ園ンの生徒であるし、無事を伝える必要もある。


　そしてなにより、別れた義姉が心配だった。


　だが、その旅にメディアがついてくるつもりであることなど、まったく予想していなかった。


「ひどいと思いませんか？」


「思わない！　あんたここのお姫様だろ!?」


「……？　なぜですの？」


　一国の姫君が、一学生の冒ぼう険けんについてくる。


　吟ぎん遊ゆう詩人が唄うたう物語の中なら理解できる。


　ただ、現実としては到とう底てい理解できない。


「セシリーさん、あんたもなんか言ってくれ!!」


「よいのではないでしょうか」


　くすくす笑い、セシリーは驚おどろくべき答えを口にした。


「メディア、アッシュ殿にあまり迷めい惑わくをかけないように」


「もちろんですわ」


　セシリーの言葉に、メディアがうなずきを返す。


　とんとん拍びよう子しに話が進んでいき、アッシュはあわてた。


「いや、待ってくれ!!」


「アッシュ様、わたくしと一緒がおいやですか？」


「ぐっ」


　悲しそうなメディアの表情。


「そ、そうじゃないけど……って、セシリーさんはなんで止めないんだ！」


「止める理由がありません」


　きっぱりとセシリーは言い切る。


「それに、メディアの気持ちが理解できますから」


「どういうことだ？」


「ふふ、好意を寄せる男性とともにいたいと思うのは、人魚も精せい霊れいも一緒なのです」


　セシリーは何かを思い出すようにどこか遠い目で、メディアを見ていた。


「かつて、皆みなの反対を押し切って七しち星せい魔ま導どう師しの旅に同行した私には、メディアを止めることができません」


　アリアオロの王が許可を出した。


　これによりメディアを縛しばる者はいなくなった。


「さて、飲み物を用意します。アッシュ殿はそのままお待ちくださいね」


　セシリーとメディアが部屋を出ていき、アッシュはひとりで途と方ほうに暮れた。








　一方。


　ルファは火のついていないたいまつを持って、暗黒領域の周りを歩いていた。


　蜃しん気き楼ろうのような現象に、そのたいまつの先を当てている。


　すると、ガリガリとまるでやすりにかけられているような音があたりに響ひびいた。


　暗黒領域を包む蜃気楼は、〝元素の風〟であるという学説がある。


　千年前に吹ふき荒あれた〝元素の風〟が、いまだに六ろく芒ぼう世界に留とどまっている。そんな説だ。


　これを提唱した学者は、この蜃気楼が物理法則を捻ねじ曲げている場合があること、生き物や鉄の塊かたまり、魔法すら弾はじき返す力を持っていること、〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟以前には存在していなかったことを理由に挙げた。


　確かな根こん拠きよも理論もない学説だが、結局のところ誰だれも暗黒領域の正体は知らないのだ。


　否定的な意見は現在のところ、あまりない。


　ルファはさまざまなことを考えながら、やすりのような音が途と切ぎれるのを待った。


　正体のわかっていない暗黒領域だが、とある法則があることはすでに知しれ渡わたっている。


　それは、入り口と出口が必ずあること。


　そして、入り口からしか暗黒領域へと立ち入ることはできず、出口からしか出ることはできないこと。


　暗黒領域への入り口の発見は容易だ。


　物を蜃気楼に触ふれさせて、暗黒領域を一周する。


　すると、どこかの瞬しゆん間かんで触れた物が蜃気楼をすり抜ぬけるのである。


　そこが入り口だ。


　今、ルファがたいまつを持って暗黒領域の周りを歩いているのも、入り口を発見するため。


　バランを包む暗黒領域は広大で、パッフェル、ビートと手分けしてもかなりの時間がかかる。


「はぁ……」


　ルファは溜ため息いきをつきながら、十本目となるたいまつを取り出した。


　たいまつは常に蜃気楼に触れさせているため、あっという間に削けずれて行く。


　入り口を探し出そうとして、すでに四時間以上が経過していた。


（なにがあったんだろう……）


　ルファは思考をめぐらせながら、歩いていた。


　今までは普ふ通つうだった場所が、突然暗黒領域化する。


　非常に珍めずらしいことだが、そのこと自体がありえないわけではない。


　世界の端はしにある六つの門から吹き込んでくる元素。


　それがなんらかの原因で強くなって、地形と結びつき、滞たい留りゆうする。


　そう考えられているが、暗黒領域化のはっきりとした原因はわかっていない。


（バランが暗黒領域化するのも、なくはない話だけど……。なんだろう、違い和わ感かんがあるわね）


　どれだけ考えても答えは出てこない。


「はぁ……」


　ルファはもう一度溜息をついた。


　ふと、ルファは気づく。


　バランの東門の近くにあたる位置で、たいまつが削れる音が止まっていた。


「あっ。ここね」


　何度かたいまつを突つき出だしてみると、先ほどまであった押し返される感覚がないのがわかる。


　自分が発見できたのは僥ぎよう幸こうだ。


（アイビー。パッフェルたちをここにつれてきて）


　召しよう喚かんしたままだった銀隼シルバー・フアルコンに命令し、ルファはその場に座り込んだ。


　日はすでに傾かたむいており、数時間ほどで空は茜あかね色いろになるだろう。


　二時間ほど空の色が移り変わるのを見ていると、パッフェルたちが息を切らして現れた。


「はぁはぁ、せ、先せん輩ぱい。見つかったんですか？」


「うん」


　ルファは立ち上がり、ここが暗黒領域の入り口であることを示す。


　先ほどと同じように、突き出したたいまつは暗黒領域の向こう側へと突き抜けた。


　ごくっと、パッフェルとビートが息を[image: ]のむ音が辺あたりに響く。


「どう、されやすか？」


　ビートは恐おそる恐おそるといった様子で、口を開いた。


「入り口は見つけやした。後は他の国にでも報告すれば、冒険者たちが動くと思いやすが」


　ビートの言葉は、もはや懇こん願がん。


　中がどうなっているかわからない、ゆえに暗黒領域と呼ばれている場所だ。


　誰が好すき好このんで危険な場所に行くだろう。


　だが、ルファは首を横に振ふった。


「私は、行きます」


「き、危険でございやすよ！」


　ビートの問いに、ルファは力ない笑みを返す。


　故郷をなくし、家族をなくした。


　その自分が帰れる場所は、もう魔法学園ここしかない。


「それでも、です。ビートさんはパッフェルをつれて、ルデパールに戻ってください」


　ルファの答えに、パッフェルは不満げに口を尖とがらせる。


「先輩、何を言っているんですか!?　あたしも行きますよ！」


「お、お嬢じよう？」


「パッフェル……」


「先輩をひとりにするはずないじゃないですか！　それに、あたしだってみんなが気になります！」


　ぱんと、パッフェルは右手の拳こぶしを左の掌に当てた。


　その姿に、ルファはパッフェルが思いとどまることはないだろうと、確信した。


「はぁ……」


　ルファは、溜息をつきながらも、心の中が少し軽くなった気がした。


「あ、あっしも……」


「いえ。ビートさんはルデパールへ。誰かは、現状を報告しなければならないですから」


　ビートの言葉をさえぎって、ルファが口を開いた。


　子供だけを危険な場所に向かわせることに、罪悪感を覚えるビート。


　だが、相手は魔ガ法ル学テ園ンの召喚術科と烙らく印いん魔ま法ほう科の首席だ。


　自分はただの足手まといだと、ビートは思う。


「……お気をつけて」


　万感を込めて、ビートは言った。


「はい！」


　それにパッフェルが元気よく返事をし、ルファは黙だまってうなずいた。


　ビートが馬車に乗り込み、ルデパールに向かったのを見てルファはパッフェルへと話しかける。


「それじゃあ、パッフェル。行こうか」


「はい！」


　ふたりはうなずきあい、暗黒領域の中へと一歩踏ふみ出した。


　暗黒領域の中に入って、最初に見たもの。


　それは、いつもと変わらないバランの姿だった。


　三メートルを越こえる城じよう壁へきと、それより高く突き出した城のてっぺん。魔ガ法ル学テ園ンの中心にある三さん角かく塔とうの頭も見えた。


　西へと旅だったあの日と変わらず、バランは確かに存在していた。


「よかった……」


　ルファは安あん堵どから腰こしが抜けそうになる。


「あ、あれは、なん、ですか？」


　だが、ルファの横にいたパッフェルが呆ぼう然ぜんとした声を出していた。


　つられて視線を向けると、ルファの腰が砕くだけた。


　バランの四方を囲むように、四つの六芒星が虚こ空くうに浮うかんでいた。


　蜃気楼の壁かべに張り付くようにして存在しているそれは、一つ一つが天と地をつないでいるかのように、あまりに巨きよ大だい。


　ルファたちはこの六芒星を見たことがある。


　それは、二ヶ月ほど前。


　ガルークルが作り出した、精霊世界と六芒世界をつなぐ門に酷こく似じしていた。


「──っ！」


「ルファ先輩!!」


　いてもたってもいられず、ルファは立ち上がり、駆かけた。


　正面に見える東門まではだいぶ距きよ離りがある。


　体力は人並みしかないルファだが、よほど必死だったのだろう。


　ルファは三十分はかかる東門までの道を走り続けた。


　そして、東門に到着したとき、門番を務める衛兵に呼び止められた。


「待て！」


　鉛なまり色いろの甲かつ冑ちゆうを着込んだ衛兵はふたりとも中年の男性だった。


　衛兵たちは、ルファの行く手を手に持つ槍やりでふさぐ。


「はぁはぁ……」


　両りよう肩かたで息をしたルファは、とっさに声を出すことができなかった。


「魔ガ法ル学テ園ンの生徒か」


　ルファの緑色の制服を見て、衛兵たちは顔を輝かがやかせた。


「キミは外からきたのか？　外はいったいどうなっているんだ？」


「どいて！」


　矢や継つぎ早ばやにされる質問を斬きり伏ふせ、ルファは槍の障害をくぐりぬける。


　冷静ではなかった。


　冷静ではいられなかった。


　一刻も早く、魔ガ法ル学テ園ンが、そこに住む人々が無事であることを確認したかった。


「先輩！」


　衛兵だけではなく、パッフェルの制止も無視してルファは魔ガ法ル学テ園ンへの道をただ走る。


　東門から延のびる大通りはがらんとしていた。


　いつもなら、露ろ天てんや商人たちでにぎわっているはずなのに。


　そのことを気にしつつ、ルファは魔ガ法ル学テ園ンの正門にたどり着く。


　正門は門と建物が一体となっている。


　正確には建物の一部に門が作られており、受付や生徒たちが待ち合わせに使うラウンジなど、様々な設備が整えられている。


　ここにも人ひと影かげはなく、ルファは不安をつのらせた。


　中庭へと続く門をくぐり、魔ガ法ル学テ園ンの敷しき地ちに入る。


　広い広い魔ガ法ル学テ園ンの中庭。


　そこに、いつもの魔ガ法ル学テ園ンの姿があった。


　色とりどりの制服を着た、学園の生徒たち。


　なにかの訓練中なのだろうか。


　烙印魔法科の生徒が大勢中庭にいた。


「あぁ……！」


　ルファはぺしゃんと地面に座り込む。


　もともと体力がないのに走り続け、さらに緊きん張ちようの糸が切れたため力が抜ぬけたのだ。


「みんな！」


　それでもルファは中庭にいる生徒たちに向かって声をかけた。


　生徒たちがルファを見た。


「ルファさん……？」


「ルファさんだ！」


　中には、ルファの見知った顔もある。


　ルファはあふれそうになる涙なみだをぐっとこらえた。


　安心したからこそ、ルファはようやく冷静に考えを巡めぐらせた。


　これからのことを考えなくてはならない。


　自分は学ア園イのア盾スの副代表なのだ。


　代表のライルが学園を裏切った以上、学ア園イのア盾スが存続できるかどうかはわからない。


　でも、いざというときは、自分が他の生徒をまとめていかなくてはならない。


　ここで泣いてしまっては、威い厳げんが損なわれてしまう。


　濡ぬれる視界に烙印魔法科の生徒たちが、こちらに歩いてくるのが見えた。


　見覚えがあった。


　集団の中に、頰ほおに烙印を刻んだ大おお柄がらな男がいた。入園式でパッフェルと立ち回りを演じた、ベルモンドという人物。


　そして、柔やわらかい金きん髪ぱつと身体からだの線が細い、いかにも貴族といった風ふ情ぜいの少年、クラフト。


　確か、どちらもアッシュとパッフェルのクラスメートだったはずだ。


　集団を引き連れているのは、まだ年ねん齢れいが十代にさしかかったばかりに見える、小さな女の子だった。


　黒い制服には、魔ガ法ル学テ園ンの教師の証である杖つえの紋章エンブレムが飾かざられている。


　座り込んだルファと立ったままの女の子の視線の高さは、ほぼ一いつ緒しよだった。


「無事、だったのだな」


「レム先生！」


　ルファは女の子の名を呼んだ。


「……なぜ、戻もどってきた」


　いつも無表情のはずのレムは、珍めずらしく顔を苦々しげにゆがめた。


　レムの言葉の意味がわからず、ルファはぽかんとする。


「ふん」


　おもしろくなさそうに、一度そっぽを向き、レムは後ろに控ひかえていた男たちに告げる。


「ベルモンド。捕とらえろ」


「え？」


　レムの言葉を受けて、ベルモンドが無言でルファの後ろに回る。


　そして、ベルモンドはルファの肩かたを押おさえ、そのまま地面に押し倒たおした。


「あぐっ！」


　がん、と衝しよう撃げき。


　ルファは地面に頰をくっつけながら、意味がわからずレムを見上げた。


「無む駄だな抵てい抗こうはするな。よけいな怪け我がをすることになる」


　腕うでを組み、ルファを冷たい目で見下ろして、レムは言う。


　ルファは抵抗する意味も、意義もわからなかった。


　そしてなにより、自分がなぜ取り押さえられているのか理解できなかった。


「あいつは……いや、あいつらはどうした！　あんたが生きているんだ！　アッシュもパッフェルも生きてんだろ!?」


　憎ぞう悪おを込めたベルモンドの言葉が、ルファの耳を貫つらぬく。


　いったい、なんのことかわからない。


　ただ、それでもわかることがある。


　自分がいない間に学園が変わってしまって。


　自分の帰る場所がすべてなくなってしまったこと。


「あっ？　あぁぁぁぁ!!」


　絶ぜつ叫きよう。


　ルファは自分の心が壊こわれていくのを感じた。


　噓うそであればいいと思う。


　夢であればどんなに幸せか。


　本当はまだ自分はどこかで眠ねむっていて。


　目を覚ませば、アッシュやガルークルたちに笑顔で迎むかえられる。


　そんな、実家で暮らしていたときには当たり前だったこと。


　パッフェルに振ふり回されて、ライルと一緒に学園のごたごたを解決する。


　そんな、忙いそがしくも楽しかった学園生活。


　思い出がまるでガラスでできているかのように、ルファの心の中で音を立てて壊れていった。


　形容できない痛み。


　押さえつけられている身体ではなく、心が軋きしんだ。
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　やがて、その痛みがなくなったとき。


　ルファはまるで糸の切れた操り人形のように、ぴくりとも動かなくなった。


「なにをしているんですか!?」


　険けわしいパッフェルの声が中庭に響ひびく。


　衛兵に事情を説明するのに時間がかかり、パッフェルはようやくルファに追いついた。


「ベルモンドさん!!」


　そして、ルファを取り押さえる人物に怒いかりを抱いだいた。


「パッフェル！　やっぱり生きていやがったのか!!　信じていたのに、裏切りやがって!!」


　くしゃくしゃに顔をゆがめ、ベルモンドがパッフェルを睨にらんだ。


「先生！　オレにやらせてくれ！　こいつは許すわけにはいかねぇ！」


　言葉を続けようとするベルモンドを、レムが手で制す。


「おまえでは勝てんよ……立ち振ふる舞まいを見ればわかる。少し見ない間に、成長したようだな、パッフェル」


　レムがパッフェルの前に進み出た。


「レム先生、これはどういうことなんですか!?」


　険しい目でレムを睨む。


「説明するつもりはない。おまえも、おとなしくしろ」


　冷たい目で見返され、パッフェルの背筋に寒いものが走った。


　目の前にいるのは、己の師。


　学園の教師になる前は、冒ぼう険けん者しやとして名を馳はせ、ドラゴンですらひとりで倒したという伝説を持つ人物だ。


　到とう底てい、勝てる相手ではないのはわかっている。


　だけど、大事なルファに害をなすなら、それは敵だ。


「…………」


　パッフェルは無言で拳こぶしを握にぎる。


「ふん。まぁ、当然か。わたしが教えたのだから」


　レムは組んだ腕をだらりと下げる。


「時には無む謀ぼうとも思えるがむしゃらさ。烙らく印いん魔ま導どう師しにはそれが必要だ。パッフェル、おまえは優ゆう秀しゆうな生徒だな」


「はぁぁぁ!!」


　敵の口上など、聞く必要はない。


　パッフェルは一呼吸の後、レムまで飛んだ。


　消えたとしか認識できないほどの速度で踏ふみ込こみ、レムの顔面めがけて拳を突つき出だす。


「ふん」


　レムは右足を後ろに開きながら、パッフェルの拳の上に左手の手刀を重ねた。


　パッフェルの拳の力と自分の力を合流させる。


　手前に引きつつ、手首を返された。


「ほぇ？」


　パッフェルが間ま抜ぬけな声を上げる。


　気がついたときには、パッフェルの身体は上空を舞まっていた。


　理論で言えば簡単だ。


　パッフェルの前に向かう力を引き出し、別の方向に持っていく。


　別の方向が人体にとって、本来なら曲がってはいけない方向であるなら、人間の身体は反射で反応する。


　ようは、右手を限界まで右に傾かたむけると身体も同じく傾いてしまうのだ。その反射運動を利用した投げ技。


　一見簡単なようだが、実じつ践せんするのは非常に難しい。


　相手と呼吸を合わせ、技の始まりから終わりまで一連の流れでなくてはならない。


　とっさに受け身をとろうとしたとき、右手がレムによってぐいっと引かれた。


「あぐっ!!」


　後頭部から地面にたたきつけられ、パッフェルの視界が揺ゆれる。


　吐はき気けをもよおし、何度もせき込んだ。


「もう眠っておけ」


　レムの足がパッフェルの顔面に迫せまり。


　ゴキャという、耳をふさぎたくなるような音があたりに響ひびいた。


　その様子を、ルファは生気のない目で、ただ眺ながめていた。


「何事かと思えば……ふたりとも生きていたのだね」


　ふと、声が聞こえてきた。


　冷たい響きを持つ、聞きなれた声。


　ルファを見下ろしていたのは、真っ白な青年だった。


　幻げん影えい魔ま法ほう科の証あかしである白い制服、艶つやのある白い髪かみ。


　そして、白く塗ぬられた樫かしの杖を手に持っていた。


　ルファはその青年を無機質な目で見上げる。


「ライルか」


　レムが青年の名を呼ぶ。


「なにしにきた？」


「学園の治安を守るのが学ア園イのア盾スです。いざこざだと思って駆かけつけてみれば、思ったよりも大事件でした」


　ライルは、組くみ伏ふせられたルファを冷たい目で見下ろす。


「よく帰ってこれたものだね。学園の裏切り者」


　ライルの言葉はふたつの意味を持っていた。


　幽ゆう霊れい船せんから無事に帰ってきたこと。


　そして、のこのこと学園に帰ってきたこと。


　その両方が含まれている。


「アッシュ君がいないようだが……あぁ、そうか。死んだのか」


　その言葉は、心が壊れたはずのルファの感情を揺さぶった。


　無機質だった目に、憎悪が宿る。


　燃えるような怒りと憎にくしみに身を焼かれ、ルファは初めて拘こう束そくされているのを疎うとましく思った。


　しかし、どんなに暴れてみても、男の力で押さえつけられているのだ。


　逃にげ出すのは不可能だった。


「ライル先せん輩ぱい。本当に彼女たちがジェイナスを傷つけたのかな？　ボクはまだ信じられないよ」


　ことの成り行きを眺めていたクラフトが、少しおびえた様子でライルに話しかけた。


「直接ではないがね。ルファさんは、ジェイナス先生を襲おそった人物の娘むすめだ。理由としてはそれで十分ではないかね？」


「そうかな……。ボクはよくわからないよ。お父さんだからとか、家族だからとか」


　クラフトは表情を暗くし、ライルを見る。


「彼女たちの真意はこれから問いただす。わたしは幽霊船でルファさんたちに裏切られ、死にかけた。どちらにせよ、彼女たちの行こう為いは学園への敵対だ」


「そう、だね」


　ライルの有う無むを言わせぬ口調に、クラフトは言葉を続けられなくなる。


「ベルモンド君、ルファさんたちを懲ちよう罰ばつ室しつへ」


　懲罰室は問題を起こした生徒が入れられる、牢ろう屋やのような場所だ。


　ベルモンドが無理矢理ルファを立ち上がらせようとする。


　その一いつ瞬しゆん、拘束が緩ゆるんだ。


　ルファは隙すきをついてベルモンドの拘束から逃のがれ、ライルへと駆けた。


　ライルの胸ぐらをつかみ上げ、人が殺せそうなほど険しい目で睨みつけた。


　だが、すぐさまベルモンドによって、再び地面に引ひき倒たおされる。


「テメェ！」とベルモンドが怒声をあげた。


　豊かな胸がつぶれそうなほどの勢いで地面に叩たたきつけられ、ルファはせき込んだ。


　ライルはしゃがみ込み、ルファの耳元に口を寄せた。


「皮肉なものだね。何人もの問題児を懲罰室に送り込んできたキミが、よもや入る側になるとはね」


　立ち上がり、ライルはベルモンドに告げる。


「連れていけ」


　ベルモンドはうなずきを返し、もう一度ルファを引っ張った。


「立てよ」


　今度はがっちりと腕うでを固定され、抜ぬけ出す隙はない。


　ルファはそのまま。


　パッフェルはクラフトに抱かれて。


　牢屋のような懲罰室に押し込まれた。





　アッシュは旅支じ度たくを終えて、アリアオロの中心にある巻き貝の前にいた。


　両足はすでに灰色の鱗うろこに覆おおわれており、海の中を自由に泳ぎ回れる。


「行くの、ですね」


「あぁ」


　アッシュの前にはセシリーがいた。


　微び笑しようを浮うかべ、セシリーはアッシュを見る。


「ありがとう。あんたの話は役に立った」


「いいえ」


　セシリーはアッシュの言葉に首を横に振ふった。


「真に役立つのは、これからですよ」


　アッシュはセシリーに深々と頭を下げる。


　七しち星せい魔ま導どう師しと精せい霊れい王おうとの戦い。


　アッシュがセシリーから聞いたのは、それだけではない。


　精霊王との戦いの後に、七星烙印魔導師は別の魔ま物ものと戦うために旅に出た。


　そして生まれたのが黒曜剣ブラツク・ソードだとセシリーは言った。


「そう、かもな」


　今はまだおとぎ話にしか思えないセシリーの話を、近いうちに思い出すことになるだろう。


　セシリーの中にもアッシュの中にも、その確信があった。


「メディアのこと、よろしくお願いいたします」


「それはいいけど……」


　アッシュは後ろを振り返かえった。


　そこには、アッシュと同じく旅支度を調ととのえたメディアと、数人のマーマンがいた。


　マーマンは幽霊船に乗り込む前に見た、三人の男たち。


　確か、海洋三さん銃じゆう士しといったか。


「くす。あれでも姫ひめですから護衛は必要です。それに、メディアが真に王を継ぐのなら、世界を見ておく必要があります」


　セシリーは一度形のよい眉まゆを寄せる。


「アッシュ殿どのにはご面めん倒どうをおかけしてしまいますね」


「いや、面倒をかけたのは俺だ。恩を返すためにも、メディアは守るよ」


「ありがとうございます。アッシュ殿が守ってくださるのなら、安心です」


　我々の英えい雄ゆうですから、とセシリーはアッシュがくすぐったくなるような言葉を続ける。


「短い間だったが、世話になった。本当にありがとう」


「ご武運を。そして、なによりもご自愛を」


　セシリーはそう言いながら、一本の大剣をアッシュへと差し出した。


　元素の黒曜剣ブラツク・ソード。


　かつて精霊王を封ふう印いんせしめた伝説の魔ま剣けんだ。


　解放した者に絶大な力をもたらし、代だい償しようとして命を削けずる。


　セシリーの言葉には、さまざまな感情が含ふくまれていた。


　彼女が七星烙らく印いん魔導師の戦いを間近で見ていたからこその想い。


　アッシュはうなずきを返し、しっかりと黒曜剣ブラツク・ソードを受け取った。


　そして、メディアへと振り返る。


「行こう」


「はい、アッシュ様」


　アッシュは不慣れな尾ビレを使い、海底から身体からだを浮かせる。


　一度だけ、アッシュはアリアオロを振り返った。


　暗い深海に大きな巻き貝がひとつ。


　その周りにある魔ま法ほうの光が、明るく街全体を照らしている。


　幻げん想そう的てきで、美しいアリアオロ。


　改めて、ここにきてよかったとアッシュは思う。


　助けられたこと。


　七星魔導師と黒曜剣ブラツク・ソードの秘密を聞けたこと。


　それ以上に、セシリーに出会えたこと。


　精霊の中にも、優しい人がいるのだと初めて知った。


「アッシュ様」


　懸けん命めいに泳ぐアッシュの隣となりで、メディアが笑う。


「これからわたくしは、常にアッシュ様と共にありますわ」


　あぁ、そうだった。メディアのことも忘れてはいけない。


　彼女は新たな仲間なのだ。




第二章　英雄たちの帰き還かん




　ルファたちがアルデ＝バランに帰国するよりも、一週間以上前。


　ライルは先んじてバランへと戻もどった。


　帰還したライルは、魔ガ法ル学テ園ンに戻るより先にひとりの教師を、バランの宿屋へと呼び出した。


　真っ昼間だというのに、暗幕をひいた不気味な空気の漂ただよう部屋。


　その宿屋の一室で、ライルは呼び出した教師を振り返った。


「お忙いそがしいところ、わざわざありがとうございます」


「回りくどいあいさつはいい」


　いらだったような声を出したのは、烙らく印いん魔ま法ほう科二回生の担任である人物だった。


　名をエドガーという、四十の半ばをすぎたぐらいの髭ひげを蓄たくわえた男だ。


「戻っていたのか」


「はい。昨日戻りました」


　ライルは静かにエドガーへと告げる。


「昨日……？　ならば、なぜここにいる？　いや、なぜ入ってきたと言うべきか」


「ここが、わたしの居場所ですから」


　エドガーは暗幕の張られた窓に目を向けた。


「貴様も外からきたのならわかっているだろう。今魔ガ法ル学テ園ンは……いや、バランは危機に陥おちいっている」


「暗黒領域化ですね。わたしも、入り口を探すのに手間取りました。あれは、いつから？」


「三週間ほど前だ。突とつ然ぜん四つの六ろく芒ぼう星せいが現れてな。暗黒領域に包まれるまで一時間とかからなかった」


　エドガーはそう言いつつ、値ね踏ぶみするようにライルを見た。


「なぜわしを呼び出した？」


「協力をお願いしたいのです」


　ライルは一度言葉を切り、無表情のまま腕を組んだ。


「次期副学園長とも言われるあなたの力をお借りしたい」


「ふん。幻げん影えい魔法科の首席とはいえ、一いつ介かいの生徒がわしに頼たのみごとだと？　ばかばかしい」


　話は終わったとばかりに背を向けるエドガーに、ライルは冷たい目を向ける。


「あなたの今の地位、誰だれのおかげかお忘れか？」


　ぴたりとエドガーは動きを止めた。


「あなたが造り、脚きやつ光こうを浴びた〝強奪の烙印バンデツド・ブランド〟。あなたの名が世界にとどろいたこの実験に、つき合ったわたしの頼みでも聞けないとおっしゃるのか？」


　ライルの体毛には色素が欠けつ如じよしている。


　それは、魔法の人体実験が繰くり返し行われた結果だった。


「ふん。あれは貴様も合意のうえで行った実験だ。何の問題もない」


「わたしの場合は、だがね」


　ついにライルは、丁てい寧ねいな言葉使いをやめた。


「烙印魔法はその性質上、他者に悪あく影えい響きようを与あたえるものが多い。ゆえに、その実験には常に危険を伴ともなう」


「なにが言いたい」


　声を低くし、エドガーはライルを睨にらんだ。


「八人。あなたが殺した数だ」


「な、なぜそれを!?」


「研究者という人物は記録をつけたがる。それが、たとえ証しよう拠こになるとわかっていてもね」


　ライルは一冊の本を取り出した。


　茶色い表紙の汚きたならしい本。


　それを一目見たとき、エドガーの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。


　ライルは本を開き、冷たい表情でページをめくる。


「ほぅ。犯はん罪ざい者しやにならず者、果ては亜人種デミヒユーマンまで。よく殺したものだね。犠ぎ牲せい者しやに魔ガ法ル学テ園ンの生徒がいないのは、唯ゆい一いつの良心かね？」


「そ、それは燃やしたはずだ！」


　ライルは手に持つ白い樫かしの杖つえをひと振りする。


　すると、茶色い表紙の本とまったく同じ物が無数に出現した。


「幻影魔法……」


　エドガーは膝ひざを折った。


「えぇ。あなたが燃やしたのはわたしの作った幻影なのだよ。幻影騎士団イリユージヨン・アーミーを応用し、質量を持たせた幻影だったからね。見み抜ぬくのは難しかったはずだ」


　ぽんっと、ライルは無造作に今作った本の幻影をエドガーに投げた。


　それを手ではじき返し、エドガーは爪つめが食い込むほど強く拳こぶしを握にぎる。


「わしを脅おどすつもりか？」


「脅す？　違ちがう。これは命令だ」


　膝を折ったエドガーは幽ゆう鬼きのように立ち上がる。


「貴様を殺せば……」


「殺せると思うかね？　たかが一介の教師が、このわたしを」


　エドガーの口調をまね、ライルは口くちの端はだけで笑ってみせる。


「戯ざれ言ごとを」


　エドガーがライルへと飛びかかる。


　腐くさっても、魔ガ法ル学テ園ンの教師。


　幻影魔ま導どう師しに魔法を使うことはしない。


「ふん」


　ライルはつまらなさそうに鼻を鳴らし、懐ふところから掌ほどの石を取り出した。


　夜の闇やみよりもさらに黒い、奇き妙みような鉱石。


　その鉱石が突然黒い光を放ち、エドガーの身体を蝕むしばんだ。


「おぐぅぅ！」


　まるで身体全体が光に食われているような感覚。


　エドガーはたまらず床ゆかに倒たおれ込んだ。


「そ、それは……」


「あなたも魔ガ法ル学テ園ンの関係者なら、聞いたことぐらいはあるだろう？　これは、嘆なげきの石。〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟の際、バランを守った三さん角かく塔とうを機動する鍵かぎだよ」


「嘆きの、石……」


　茶色い本を見せられたときよりも、エドガーは驚愕する。


　数年前に魔ガ法ル学テ園ンより奪うばわれ、行方ゆくえ不明になっていたもの。


「暗黒領域化したバランにとって、これはなによりも価値のあるものだろう。これを、あなたに譲ゆずってもいい」


「なっ!?」


　エドガーは一いつ瞬しゆんなにを言われたのかわからなかった。


　ライルの提案はあまりに魅力的だ。


　現状、バランは暗黒領域化したこと、四つの六芒星が現れたことで混乱を極きわめている。


　いつ、なにが起こってもおかしくはない状じよう況きようなのだ。


　そんな中、世界を作つくり替かえるほどの力を持った〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を防いだ三角塔の存在は非常に大きい。


　バランでまだ住民たちによる暴動が起きていないのも、それが理由だ。


　住民たちにとって、結局他ひ人と事ごと。


　何が起きても自分たちは大だい丈じよう夫ぶだという思考に囚とらわれている。


　三角塔が使えなくなっているという事実は、現在秘ひ匿とくされているため、住人たちは偽いつわりの安心にすがっている。


　ひとたび事実がばれてしまえば、バランは終わる。


　そんな中、嘆きの石を魔ガ法ル学テ園ンに持ち込んだなら……。


　それはまさに、救世主。


　得られる権力は計り知れない。


　知らず知らずのうちに、エドガーの口もとには笑みが浮うかんでいた。


「先生。あなたも、いい年ねん齢れいだ。次期副学園長？　そんな小さな器で満足してよいのかね？」


　ライルはエドガーの耳元でささやいた。


　相手の弱みを握り、圧あつ倒とう的てきな力の差を見せつけながらも、甘い汁しるを用意してやる。


　するとどうだろう。


「わ、わかった。貴様の言うとおりにする」


　人とはあまりに簡単に墜おちてくる。


「結構。では本題だ」


　ライルは満足げにうなずいた。


「わたしの願いは簡単です。西の海で少々問題がおきましてね。とある教師を数ヶ月間魔ガ法ル学テ園ンに近づけないようにしてほしい」


「なぜ、そんなことを？」


　訝いぶかしげな表情になるエドガーに、ライルは幽ゆう霊れい船せんでの出来事をしゃべり始めた。


「まさかルファさんたちが生きているとは思わないが、念のためにね」


「貴様、自分の目的のために仲間を裏切ったのか？」


「裏切ったのは彼女たちのほうだ。わたしとあなたで、そうする。銀ぎん刃じんの剣けん士しがルファさんたちの父親だったことが幸いした。この事実と、あなたの発言力があれば、反対意見は押しつぶせる」


　断言するライルに、エドガーは寒気を覚えた。


「それで、あの教師を学園から離はなしておきたいんだな。わしの力が及およばず、いざとなれば状況をひっくり返せる、あの人物を」


「そういうことだ。あなたなら、できるでしょう？」


「だが、理由はどうする？　左さ遷せんをしようにも、どこかの遺い跡せきの調査に向かわせようにも、今のバランは閉へい鎖さ空間だ。どうやって遠ざけろと？」


「暗黒領域の調査に向かわせればよいでしょう。あの人ほど、調査に向いている人もいないはずです。暗黒領域の出口を探させ、近きん隣りんの国までそのまま助けを呼びに行かせれば、最低一ヶ月は帰ってこれないでしょう。あとは、職員会議でそれを可決させればいい」


「……わかった」


　エドガーが真しん剣けんな表情でうなずいた。


「絶対に、わたしの居場所は守ってみせる」


　その横で、ライルは自らの手を見下ろしていた。





　暗い暗い懲ちよう罰ばつ室しつの中。


　ルファは湿しめった石の壁かべに背中を預け、うつろな目で虚こ空くうを見上げた。


　懲罰室の高い位置にある鉄てつ格ごう子しのはまった窓からは、月明かりが降り注いでいる。


　どうやら夜のようだ。


　だが、ここに閉じこめられて、何日経たったのかルファにはわからなかった。


　一日中呼吸と瞬まばたきだけをし、横になるのも忘れて気がつけば眠ねむっている。


　そんな、なにも考えない一日を過ごしていた。


「〝死点の烙印デツド・ホール〟発動!!」


　ふと、本日何度目かになるパッフェルの叫さけびが聞こえてきた。


　ガンとパッフェルの拳が、懲罰室の石の壁を叩たたく。


　崩ほう壊かいをもたらす魔法を込めたパッフェルの拳。


「いたた……」


　だが、何の効果も現さず、パッフェルは右手を押さえてうずくまった。


　懲罰室はもともと問題を起こした生徒を閉じこめておくための場所だ。


　魔ま法ほう使つかいが中に入ることを前提に作られている。


　錬れん金きん魔ま導どう師しが強固な牢ろう屋やを作り、烙らく印いん魔導師により何重にも防ぼう御ぎよと強化の烙印を刻まれた懲罰室。


　魔法を無効化する細工は十全に施ほどこされていた。


「うー。出せー！　出してくださいー！」


　壁の破は壊かいが無む駄だだとようやく悟さとったのか。


　パッフェルは鉄格子の扉とびらへと張り付き、大声を上げた。


　なぜ、あんなことをしているのだろうと、ルファは思った。


（どうせ無駄なのに……意味なんてないのに）


　叫んで懲罰室から出してもらえるわけもない。


　懲罰室の外に繫つながる扉は、毎日食事が運ばれるときしか開かない。


　仮にここから出られたとして、どうするのだろうか。


（あぁ、そっか。パッフェルにはお母さんがいるんだ）


　ルデパールでお世話になったパステル。


　暖かい太陽のようなパステルの笑顔を思い出し、ルファの気持ちは沈しずんでいった。


　帰る場所があるからパッフェルはがんばれる。


　なら、帰る場所を失った自分はがんばれない。


（もぅ、疲つかれた）


　溜息を吐つく気力すら、今のルファには残されてはいなかった。


「もぅ！　なんで誰だれもこないんですかー!?」


　奥から反応がないため、パッフェルは怒いかりのあまり鉄格子を蹴けった。


　むむっと顔を歪め、パッフェルはルファを振ふり返る。


「ルファ、先せん輩ぱい……」


　パッフェルの心配げな表情に応えることも、今のルファにはできなかった。


「だ、大丈夫ですよ！　きっと、誰かが助けに来てくれます！」


　パッフェルの言葉が、ひどく白々しくきこえた。


　誰が助けに来てくれるのだろうと、ルファは思う。


　死んだはずのアッシュ？


　裏切ったガルークル？


　自分たちを捕とらえたレム？


　怒りの目を向けてきたベルモンド？


　それとも、自分を追い込んだライルだろうか。


　ありえるわけがない。


「ふふっ……」


　ルファの口から数日ぶりにこぼれたのは、自じ嘲ちよう気味な笑い声だった。


　ふと、懲罰室の外に繫がる扉が開く音が響ひびいた。


「飯めしの時間だぜ」


　姿を現したのはベルモンド。


　右手の上にパンと湯気の立つシチューののった盆ぼんを、器用にふたつ持っている。


　ベルモンドはルファたちを閉じ込めている鉄格子の扉の前に立った。


　その扉の下にある小窓を開き、無言で食事の容器を交こう換かんしようとする。


　空からになったパッフェルの容器と、今持ってきた容器を入いれ替えた。


　そして、次に手の付けられていないルファの容器を見たとき、一瞬だけ眉み間けんにシワを刻む。


　もう二日も、ルファはなにも口にしていないのだ。


　だが、ベルモンドはすぐに表情を消し、ルファの容器を入れ替えた。


「待ってください！」


　無言のまま立ち去ろうとしたベルモンドを、パッフェルが引き止める。


「……お前らと会話するなって、ライル先輩に言われてんだ」


　出口に手をかけたベルモンドの背中に、パッフェルは追いすがった。


「なんであたしたちが閉じ込められないといけないんですか!?」


　ぴたりと、ベルモンドの動きが止まる。


「お前らが！」


　くるりと振り返ったときのベルモンドは怒りの表情。


「学園を、オレたちを裏切ったからだろ!!」


「違ちがいます！」


　ガシャンとパッフェルは鉄格子に張り付き、ベルモンドへと必死に呼びかけた。


「ベルモンドさんは、ライル先輩に騙だまされているんです！　あたしたちは学園を裏切ってなんかいません!!」


　ベルモンドは一度出口から離れ、ルファたちの閉じこめられた鉄格子までやってくる。


　そして、ルファを指差した。


「ジェイナス先生を刺さしたのはそいつの親父おやじなんだぜ。それで、信じられるわけないだろ」


「だったら！」


　パッフェルはベルモンドを睨にらみ、血を吐く想いで叫ぶ。


「ベルモンドさんは、アッシュさんのことも、信じられないんですか!?　不器用なのに優しいアッシュさんのことも！　クラスメートじゃないですか!?　あんなに仲良しだったじゃないですか!!」


　問われたベルモンドは、一いつ瞬しゆん顔をくしゃくしゃにして。


「この場にいないやつのことなんか、もっと信用できないぜ……」


　ぺっと唾つばを吐き捨すてて、出口へと向かう。


「喋しやべりすぎちまったぜ」


「ベルモンドさん！」


　パッフェルの声を聞きながら、ベルモンドは扉を閉めた。


　まるで、逃にげるようなその背中を、ルファはぼーっと眺ながめていた。





「ちくしょう！」


　懲罰室から外に出て、ベルモンドは地面を力いっぱい踏ふみつけた。


「オレはどうすりゃいいんだよ！」


　地面を蹴ろうが、物を壊こわそうが、ベルモンドの心は晴れなかった。


「荒あれているね」


　ベルモンドに声をかける人物がいた。


　烙らく印いん魔ま法ほう科の黒い制服に身を包んだ、線の細い少年。


「クラフトか」


「うん」


　クラフトはベルモンドにうなずきを返す。


　ふたりは懲罰室の外壁に背中を預けた。


「パッフェルたちのことだね？」


　クラフトは背後の壁の向こう側にいる人物を考えながら、ベルモンドへ問う。


　小さくうなずき、ベルモンドは月明かりの空を見上げた。


　暗黒領域に包まれたというのに、バランを照らす灯あかりはいつもと変わりない。


　それが、ベルモンドには皮肉に見えた。


　世界は変わらないのに、自分たちは変わってしまった。


　たった数ヶ月しか経ってないのに。


　クラスメートを信じられなくなった。


「オレは、誰を信じればいいんだ」


　ライルはパッフェルたちを裏切り者と呼んだ。


　パッフェルたちはライルを裏切り者と呼んだ。


　普ふ通つうなら、何の迷いもなくパッフェルたちを信じられただろう。


　だが、事態はそれほど簡単ではない。


　ジェイナスを襲おそった盗とう賊ぞく。


　それが、ルファとアッシュの父親であるガルークルだったからだ。


　どちらを信じるか、これで迷いが生まれた。


　パッフェルはガルークルと何の関係もないが、ルファやアッシュによく懐なついていた。


　パッフェルが自覚しているかどうかは定かではないが、ルファたちに騙されている可能性は十分にありえる。


　それだけではない。


　ベルモンドは、パッフェルが西へ旅立つ前にアッシュの黒曜剣ブラツク・ソードを奪うばおうとしたことを知っている。


　黒曜剣ブラツク・ソードを餌えさに、利用されている可能性もあった。


　それでなくても、パッフェルはまだまだ子供とはいえ、女の子だ。


　アッシュとふたりで旅をしている間に、何か心に動きがあったのかもしれない。


　思考が堂どう々どう巡めぐりし、ベルモンドは空に向かって「くそ!!」と吐き捨てた。


「……ボクは信じるよ」


　すると、黙だまって話を聞いていたクラフトが、同じく空を見上げて言う。


「なんだと？」


「ボクは、アッシュを信じる」


　決意を込めたクラフトの言葉を、ベルモンドが鼻で笑う。


「ここにいないやつのことなんて、どうやって信じろってんだ！」


　懲ちよう罰ばつ室しつでのパッフェルとの会話を聞いていたはずがないクラフト。


　それなのに、同じようなことを言われ、ベルモンドは自分でも意識をしないまま怒ど鳴なっていた。


　ベルモンドに怒鳴られ、クラフトは一度びくんと身体からだを震ふるわせた。


　それでも、クラフトはベルモンドをまっすぐ見つめる。


「なんで、信じられないの？」


「なんでって、そりゃ……」


　言われて、ベルモンドは口ごもった。


　なぜ、信じられないのか。


　その理由が、ベルモンドにはわからなかった。


　姿が見えないから。


　声が聞けないから。


　言い訳をしてくれないから。


　そんなの、理由になるはずもない。


「うん」


　クラフトはまるでベルモンドの考えを見み透すかすようにうなずいた。


「キミは……うぅん。ボクたちは、きっとアッシュに期待をしすぎていたんだよ」


　クラフトのいじめに立ち向かい、〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉を解放したアッシュ。


　一いつ般ぱん生徒の憧あこがれである特待生になったのに、それに驕おごらず仲間のためにと幽ゆう霊れい船せんへと旅立った。


　ベルモンドがアッシュへと貸かした絵本。


　アッシュはまるで、その中に登場する英えい雄ゆうのような姿だ。


　憧れていなかったといえば、噓うそになる。


「だから、ボクたちは自分で考えることを放ほう棄きした。アッシュがこの場にいれば、きっと何とかしてくれると思ってね」


　クラフトの言葉のひとつひとつが、槍やりのようにベルモンドの心に突つき刺さった。


「だけど、アッシュは帰ってきてくれなかった」


　だから裏切られた気持ちになってしまったと、クラフトは言う。


「ベルモンドは知っているはずだよ。アッシュはボクたちと変わらない、普通の人間だってこと」


　知っていると、ベルモンドは胸中でうなずく。


　クラフトの取り巻きにぼこぼこにされて、クラフトと同じ部屋に帰りづらくなったアッシュを自室に泊とめたことがある。


　レムに黒曜剣ブラツク・ソードを取り上げられ、背中が寂さびしそうだった姿を何度も見た。


　アッシュはただ、逆境にさらされて、迷って、立ち上がっただけだ。


　英雄視していたから、アッシュを信じられなくなった。


　だが、違うのだ。


「どう？　アッシュのこと、まだ信用できない？」


　本来のアッシュは不器用で、仲間想いのただの少年。


　そんなあいつなら、信用できるとベルモンドはようやく気づいた。


「意外だぜ。お前がそんなことを言うなんて。あいつを率先していじめていたのは、お前だぞ」


　ベルモンドは恥はずかしさと照れくささを抱いだき、冗じよう談だんめかしてクラフトへと問いかけた。


「……アッシュはさ。きっと誰だれにも言ってないと思うんだけどさ」


　何かを思い出すように、クラフトは遠い目で月を眺める。


「ボクを、許してくれたんだ。〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉から帰ってきたすぐ後に」


「許した？」


「うん」


　静かに目を閉じ、朗ろう々ろうとクラフトは語りだした。





　今から半年近く前。


　クラフトは錬金魔法科の授業用に作られた、魔ガ法ル学テ園ンの北東の森で、膝ひざを抱かかえていた。


　アッシュが〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉を解放した。


　その話は、まるで嵐あらしのように魔ガ法ル学テ園ンを震しん撼かんさせた。


　当時のクラフトは気が気ではなかった。


　魔法の使えないアッシュを、取り巻きと一いつ緒しよに笑い者にし、大事にしていた黒曜剣ブラツク・ソードを蹴けりとばしたのだ。


　それだけではない。


　反はん撃げきに出たアッシュを、クラフトは自分の力ではなく、取り巻きによって撃げき退たいした。


「仕返し、される……」


　それだけなら、まだいい。


　下へ手たをすれば殺されてしまうかもしれない。


　まさか、精せい霊れい王おうの分身を倒たおした人物にやり返せるわけもない。


『表へ出ろ』


　そう言ったときのアッシュの怒いかりに満ちた表情が、クラフトの脳のう裏りから離はなれない。


　昨日、アッシュは目を覚ましたそうだ。


　魔ガ法ル学テ園ンへと帰き還かんしたとき、アッシュはだいぶ重傷だったらしい。


　いくら変質魔法で身体を再生したとしても、昨日いっぱいは、保健室で過ごしている。


　なら、今日部屋に帰ってくるかもしれない。


　それどころか、教室で自分を待っているかもしれない。


　クラフトはそう考え、部屋にも戻もどれず、授業にも出席できなかった。


　朝からずっと森で膝を抱え、風で草木が揺ゆれるたびに身体を震わせていた。


　そして、昼が過ぎ、夕暮れになった。


「お腹、減ったな……」


　ぽつりと、クラフトはつぶやいた。


　朝からずっとなにも食べずに森にこもっているのだ。


　腹が減るのは当然で、それでもクラフトは動けずにいた。


　学食に行きたかったが、そこにアッシュがいるかもしれないと思うと、森から出ることができなかった。


「なんであいつらこないんだよ……」


　クラフトは今日何度目かの愚ぐ痴ちをこぼし、手元にあった小石を適当に投げつける。


　あいつら、とは取り巻き連中のことだ。


　公こう爵しやく家の長男という肩かた書がきに惹ひかれ、まるで光を見つけた蛾がのように集まってきた。


　だが、アッシュからの仕返しを恐おそれた彼らは、クラフトから距きよ離りを置いた。


　力に惹かれてきた者たちだ。


　当然の帰結だった。


「なんだよ……なんでみんなボクを見てくれないの……いやだよ」


　クラフトは膝の上に額をのせた。


　そのとき、がさっと草を踏む音が聞こえてきた。


　誰かきてくれた。


　そう思い、クラフトは輝かがやいた目で音のしたほうを向く。


「チッ。こんなところにいたのか。探したぞ」


　今もっとも会いたくない人物が、舌打ちしつつそこに立っていた。


　腰こしにはいつもの剣を巻き付け、手に小包ほどの布にくるまれた何かを持っている。


　不思議なことに、クラフトが蹴り飛ばした黒い大剣を背負っていなかった。後で知ったことだが、このときアッシュはレムに大剣を取り上げられていたらしい。


「ア、アア、アッシュ！」


　クラフトは恐きよう怖ふの対象を見て、座ったまま後ずさる。


　周りを確認した。


　自分とアッシュ以外、誰もいなかった。


　ここは、学まなび舎やからも寮りようからも離れた森。


　叫さけび声ごえをあげたとしても、誰も助けにきてくれない。


　クラフトは見つかったときのことを考えていなかった自分を呪のろった。


「ったく。部屋にも帰らない、授業にも出ない。挙げ句の果てに、森の中……俺みたいなやつだな」


　にやりと顔をゆがめて、アッシュが歩いてくる。


　赤く染まり、沈しずんでいく太陽を背にしたアッシュはまるで地じ獄ごくの使者だった。


「た、助けて……！」


　恐怖のあまり、クラフトは叫んだ。


　頭をかばうように両手を回し、がたがたと震ふるえる。


「は？」


　対して、アッシュはぽかんと口を開いて固まった。


「ボクは悪くない！　キミを殴なぐったのは取り巻きのやつらでしょ!?　ボクは関係ないよ!!」


「いや、やれって言ったのはお前だろ？」


　突とつ然ぜん震え出したクラフトに事実を言いつつ、アッシュはがりがりと頭を搔かいた。


「まぁ、いい。クラフト」


　アッシュはそう言い、手に持っていた小包をクラフトに投げる。


　そして、クラフトの隣となりにどかりと座った。


「開けてくれ」


　わけもわからず、クラフトは言われるまま包みを開いた。


　味気のなさそうな、簡素なパンがふたつ出てきた。


「よっと」


　アッシュは片方のパンを身を乗り出して、横から摑つかんだ。


　そして、パンにかぶりつきながら言う。


「学食にこなかったって聞いたし、なにも食っていないんだろ？　ほら、食えよ」


「え……？」


「ここで食べるなら、米のほうがいいんだけどな。まぁ、パッフェルに頼たのむと後でなにを請せい求きゆうされるかわかったもんじゃないし……それで、我が慢まんしてくれ」


　それっきりなにも言わず、アッシュは黙もく々もくとパンを食べていた。


　ぐーっとクラフトの腹が鳴る。


（毒でも入っているんじゃ）
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　そうは思った。


　だが、そんな回りくどいことをアッシュがするだろうか。


　アッシュがその気になれば、腰の剣けんで自分を切り捨てるなど造作もないだろう。


　クラフトは結局誘ゆう惑わくに勝てず、パンをちぎって頰ほお張ばった。


　それを一いち瞥べつして、アッシュもまたパンを食べる。


　黙々と、ふたりは味気ないパンを食べた。


　決しておいしいとは思わないし、一ひと嚙かみごとに口の中の水分がなくなった。


　アッシュもまた同様なのか、クラフトの隣で顔をしかめていた。


「水、いるか？」


「う、うん」


　アッシュの差し出した水みず袋ぶくろから、クラフトは一口だけ水を飲んだ。


　それを返すと、アッシュも一口。


　パンを食べ終わるまで、ふたりはそのやりとりだけを繰り返した。


「ごちそうさまでした」


「…………」


　十分ほどで食べ終わり、アッシュは両手を合わせた。


　そして、広げていた布を適当に丸めて立ち上がる。


　クラフトはその隣で、びくびくとアッシュの様子をうかがっていた。


　アッシュはなにも言わず、歩きだした。


「ま、待って！」


　その背中に、クラフトは呼びかけた。


「ん？」


　アッシュは立ち止まり、顔だけこちらに向ける。


「な、なんでこんなことを？」


　殺されると思った。


　少なくとも殴られると思っていた。


　だが、アッシュはなにもせず、ただ立ち去ろうとしていた。


　クラフトには、アッシュの気持ちがわからなかった。


　問われたアッシュは、「あー」っと言いにくそうにした後。


「友達の作り方なんてわからないからな。自分がしてもらって、うれしかったことを真ま似ねただけだ」


　アッシュは照れくさそうにそっぽを向いた。


「んじゃ、風か邪ぜひかないうちに戻ってこいよ」


　そう言って歩きだしたアッシュの背中が語っていた。


　笑い者にしたことも。


　大事な剣を蹴ったことも。


　気にするなと。


　クラフトの両りよう頰ほおを熱いものが伝っていった。





　クラフトの話を聞き終えて、ベルモンドは納得した表情になる。


〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉から帰ってきて突とつ然ぜん部屋に戻ると言い、ベルモンドの部屋から出ていったアッシュ。


「そんなことがあったのか……。いつの間にか仲良くなっていると思ったら」


「アッシュらしい、でしょ？」


　まるで見ていたようにアッシュの照れた表情が脳裏に浮うかび、ベルモンドは笑った。


「あぁ！　そうだな！　力任せのごり押し。本当にあいつらしい」


　力強くふたりはうなずく。


「アッシュはボクを許してくれた。だったら、ボクもアッシュが帰ってこないのを許さないとね」


「オレだって、まだ入園式のときの借りが残っているぜ」


「あらら、ボクもアッシュのおかげで入園できたんだから、それも残っていたよ」


　ベルモンドもクラフトも笑いあった。


　あいつが同じ立場なら、きっとパッフェルとルファを信じたはずだ。


　だったら、あいつが信じるふたりを信じよう。


　ベルモンドは心の中でそう誓ちかった。


「でも、オレたちがあいつのためにできることってなんだろうな」


「もちろん、パッフェルたちの無実を証明することだよ」


「でも、それってどうやるんだ？」


　顔をつきあわせて、ふたりは悩なやんだ。


「よし、まずは整理するぜ。現状の問題は、生徒だけじゃなく先生たちもライル先せん輩ぱいを信じているってことだ」


「そうだね……でも、なんでだろう？」


　クラフトが首を傾かしげ、ベルモンドも疑問に思う。


　ライルは先に魔ガ法ル学テ園ンへと帰き還かんし報告をすませた。そして、後から帰ってきたルファたちは、尋じん問もんもなく懲ちよう罰ばつ室しつへと送られた。


　おかしい。


　普ふ通つうなら、ルファたちの言い分も聞くだろうに。


　少なくとも、捕つかまえた後尋問を行うはずだ。それらしい扱いは、数日経った今でも行われていない。


「ベルモンドはなんで疑問に思わなかったの？」


　ベルモンドは考えた。


　ライルの言い分が正しかったのも認める。


　アッシュが帰ってこなかったのも要因の一つだろう。


　だが、どちらも決定的ではない。


　特とくにアッシュの帰還云うん々ぬんなど、アッシュを知る者以外には関係のない話だ。


「誰だれも、疑問に思わなかった……？」


　ふと、ベルモンドはつぶやいた。


　それが、根本の問題であることは、すぐにわかった。


　誰も自分で考えていないのだ。


　教師がルファたちを裏切り者と呼んだから、生徒もそれが正しいと思ってしまった。


　アッシュに期待し、現げん実じつから目をそむけていたベルモンドは逆に、それに気づけた。


「みんな一いつ緒しよだったんだ」


「ベルモンド？」


　突然様子の変わったベルモンドに、クラフトは間ま抜ぬけな声を出した。


「わかったぜ。これからどうすればいいのかもな」


　事件と直接関わりのないベルモンドがなにを言っても、誰も納得してくれないだろう。


　だったら、事件の当事者を連れてくればよいのだ。


　ベルモンドはそう思い、クラフトにとある計画を話す。


「それだよベルモンド！」


　話を聞いたクラフトは、興奮のあまり立ち上がった。


「ただ、誰にもばれないようにしなきゃいけない。オレはパッフェルたちの世話をしなきゃいけないから、ここを離はなれられないぜ」


「だったら、ボクが行くよ」


「いいのか？　外は暗黒領域だ。なにが起こっても不思議じゃないぜ？」


「ボクだって、烙らく印いん魔ま法ほう科の一員だよ。ちゃんと、戦える。そのために、ひとりで訓練してきたんだから」


　それにと、クラフトは笑う。


「アッシュがいたら、きっとそうするだろうからね」


「違ちがいねぇ」


　ふたりは、顔を見合わせて笑った。





　一方、人魚の姿となっているアッシュは、まだ海を泳いでいた。


　適当な岩場を見つけ、その穴あな蔵ぐらで休きゆう憩けいをとること三度。


　アッシュたちはようやく海面に出られた。


　海面まで、約一日の時間がかかっていた。


　そこから約一ヶ月近く、アッシュたちは泳ぎ続け、ようやくルデパールの港までやってきた。


「大変だった……」


　アッシュは心身ともに疲つかれはてていた。


　行きはビートの漁船だったため、船ふな酔よい以外は楽だった。


　だが、いくら水に適した人魚の身体からだとはいえ、ずっと泳ぎ続けるのはこたえる。


「アッシュ様、大丈夫ですか？」


　後ろでメディアが心配げな表情をしていた。


　アッシュは大丈夫と、力強いうなずきを返す。


「とりあえず、元に戻もどしてくれ。この姿だと、陸に上がれない」


　アッシュは人魚の尾ビレままの両足を指さして、メディアに言った。


　メディアはうなずきを一つ。


　アッシュの足に触ふれて、言葉を紡つむぐ。


「仮かり初そめの〈真の名〉を解く。汝なんじ、元の姿に戻れ」


　光があふれ、アッシュの両足が人間のものに戻る。


　こうなると水の中にいるのが辛つらく、アッシュはあわてて海面から頭を出した。


「よっと」


　防波堤に手をかけて、身体を持ち上げる。


　そして、海面に向かって手を差し出した。


　ぬっと海の中から白い手が生えてきて、アッシュの手をつかむ。


　アッシュはその手をぐいっと引っ張った。


「ぷはぁ」


　まるで一いつ本ぽん釣づりのように、人間の姿になったメディアの身体が持ち上げられる。


　よろけるメディアの身体をしっかり支え、アッシュたちは防波堤を上る。後ろから、同じように人間に変身した海洋三さん銃じゆう士したちもついてきた。


「これが、人の街なのですね。美しいですわ」


　防波堤を上りきり、ルデパールの街を一望したメディアは両手をあわせて感動した。


「そうか？」


　アッシュから見れば、人が多くごみごみしたどこにでもあるような街に見える。アリアオロの方が、よっぽど美しい。


「はい！　空の青さに山の緑、それらとあいまった建物たち。なにより、みなさんに活気があります！　とてもすばらしいですわ！」


　人魚たちはどちらかといえば物静かで、騒さわがしくはなかった。


　やはり、見たことのないものが珍めずらしいのだろう。


　メディアはひとしきり感動していた。


　アッシュたちはとりあえず港へと向かった。


　時刻は昼。


　ちょうど市場が開かれている時間だった。


　人でごった返した市場に、アッシュは懐なつかしいものを感じる。


「っと、なんだ？」


「どうしたのですか？」


　ふと、アッシュの視界に人ひと混ごみが見えた。


　まるで流れる川のごとく、人混みは絶えず一定方向に移動している。


　だが、数十人ほどの集団が、なぜか流れに逆らい、滞たい留りゆうしていた。


「だから聞いてくれよ！　大変なんだよ!!」


　人混みの向こうから、男の声が聞こえてきた。


　アッシュは疑問を感じ、そちらへと移動する。


「アッシュ様、お待ちになってください！」


　あわててメディアが追いついてきて、ぎゅっとアッシュの手をつかんだ。知らぬ土地ではぐれるのをおそれたのだろう。


「悪い」


　アッシュはメディアを安心させるため、手を握にぎり返した。


　空いた左手で人混みをかき分ける。


　視界の先に、焦あせった様子の商人が見えた。


　そして、まるでその商人とにらみ合っているかのような、着物を着た女性の姿。


　女性は右手に杖つえを持ち、自分の身体を支えている。


「だから、なにが大変なんだい？　それを説明してもらわないと、あたいにはわからないね」


　何度も同じやりとりを繰くり返かえしたのだろう、着物の女性はめんどくさそうに言う。


「パステルさん？」


　アッシュは思わず着物の女性、パステルの名を呼んだ。


　パステルはルデパールの漁業をまとめる人物であり、パッフェルの母親だ。


「ん？」


　名を呼ばれたパステルは、声のした方を振ふり返る。


　そして、驚きよう愕がくに目を見開いた。


「アッシュ君！　アッシュ君じゃないかい!?」


　大声を上げ、動かぬ右足をもどかしげにしながらも、パステルは急いでアッシュへと近づいた。


「あたしは幻げん覚かくを見ているのかい？　アッシュ君は海に沈しずんだって娘むすめから聞いたのに」


「見ての通り生きているよ。ほら、両足だってある」


　さっきまでは両足じゃなかったけど、とアッシュは心の中で付け足した。


「よかった！　心配したんだよ!!」


「うおっ!?」


　がばっと、アッシュはパステルに抱だきつかれた。


　押しつけられる柔やわらかいパステルの身体からだの感かん触しよくに、アッシュは頰ほおを染めた。


　恥はずかしい気持ちと同時に、うれしく思う。


　物心ついたときには、母親がいなかったアッシュ。


　パステルの抱ほう擁ようはそれを感じさせるものだった。


「アッシュ様……その女性は何者ですか？」


　アッシュの隣となりで、メディアが低い声を出した。


　その姿を見たパステルはニヤニヤ顔をゆがめる。


「おやおやぁ？　アッシュ君、鬼おにのいぬ間にってやつかい？」


「な、なんの話だ!!」


　アッシュはあわててパステルの身体を引きはがした。


　同時に、メディアの手もふりほどく。


　手を離されたメディアは不満げな表情になった。


　そして、なにを思ったか、アッシュの右手に自らの身体を寄せる。


「わたくしはアッシュ様と運命でつながれた者ですわ！」


　アッシュの腕うでに巻き付き、自らの胸を押しつけながら、メディアは宣戦布告のように告げる。


　パステルは宣戦布告を正面から受け止め、じっくりとメディアを観察した。


「そちらの娘さん、押しの強さは一級品だねぇ。加えて美人で肉付きもいい。こりゃ、うちの娘じゃ分が悪いねぇ」


　続いてパステルはアッシュへと視線を向ける。


「浮うわ気きは男の甲か斐い性しようだっていうけれど、うちの娘のこともたまには相手してほしいさね」


「アッシュ様！　どういうことなのですか!?」


　口を挟はさむ余地なくまくし立てられ、ついにアッシュは我が慢まんできなくなる。


「だぁー！　いいから離してくれ！」


　はぁはぁと、肩かたで息いきをしなければならないほどの声量で怒ど鳴なり、アッシュはメディアの身体をふりほどいた。


「パステルさん、こっちはメディア、俺の命の恩人だ！　んで、メディア、こっちがパステルさん。魔ガ法ル学テ園ンのクラスメートの母親だ！」


　一気にメディアとパステルの紹しよう介かいを終え、アッシュはどっと疲れた表情になる。


「おやおや。これは厳しい戦いになりそうじゃないか。うちの娘もそちらのお嬢じようさんも脈なしと見えるねぇ。アッシュ君の本命は、やっぱりあの金きん髪ぱつの子かい」


「……パステル様、その話もう少し詳くわしく」


　突とつ然ぜんパステルとメディアは意気投合し、肩を組み合ってひそひそと話し合いを始めた。


　アッシュは頭痛を覚え、メディアたちを無視して、戸と惑まどったままの商人へと話しかける。


「あんた、大変だって言っていたけど、どうしたんだ？」


「お、おお！　そうなんだ、聞いてくれ！　バランが大変なんだ!?」


「バランが？」


　アッシュは目を細め、真しん剣けんに商人の話に耳を傾かたむける。


「おう！　バランが暗黒領域化したんだ！」


「バランが、暗黒領域化……？」


　アッシュは商人の真意を見定めようとした。


　あまりに唐とう突とつすぎて、商人が噓うそをついているとしか思えない。


「信じてくれ！　本当なんだ！」


　何度もアッシュのような反応をされたのだろう。


　商人は信じてもらおうと必死にまくしたてる。


「わしは行商人なんだが、バランを出るときに見た！　バランの街の四方に巨きよ大だいな六ろく芒ぼう星せいが現れたんだ！　すると突然バランが暗黒領域に──」


「四方に巨大な六芒星が……もしかしてそれは、空に届くほどの大きさだったか？」


「あ？　あ、あぁ。それぐらいだったな」


「──ッ!?」


　まさか、と思う。


　同時に、だが、と思った。


　アッシュの脳裏に、幽ゆう霊れい船せんでガルークルの作り出した精せい霊れい世界へとつながる召しよう喚かん門もんがよぎる。


　昔の仲間を傷つけ、使えるものはなんでも利用するガルークル。


　あの人物ならば、バランを巻き込んで何かをやる可能性は大いにあり得る。


　なにより、タイミングが良すぎだった。


「パステルさん！」


「なんだい？」


　はじめ、パステルはにやけすら含ふくませた顔でアッシュを振り返った。


　だが、必死の形相のアッシュを見て、その表情を引き締しめる。


「ルファたちは、今どこにいる!?」


「あの子たちなら、バランに戻もどっているはずだよ。ビートが馬車で送っていったから、もうついている頃ころだねぇ」


「チッ!!」


　アッシュは舌打ちをひとつ。


　後ご手てに回っている感覚に、吐はき気けをもよおした。


　バランの暗黒領域化がガルークルの仕し業わざだった場合。


　ルファたちが危険だ。


「一番早くバランに戻る方法はなんだ……馬車？　いや、遅おそい。もっと早く戻れる方法は……」


　ぶつぶつと独り言を言い、アッシュは頭をがりがりと搔かいた。


「アッシュ様、お急ぎなのですか？」


　ふと、突然様子の変わったアッシュに、心配げな表情でメディアが声をかける。


　アッシュは返事をする時間もおしく感じながらも、口を開いた。


「あぁ。馬車よりも早くバランに戻りたい。誰だれか、いい手段を知らないか？」


　アッシュはその場にいる人物すべてに話しかけた。


　それに答えたのは、メディア。


「アッシュ様がそう望むのなら、わたくしは全力でそれを叶かなえますわ」


「けど、いったいどうやって」


「わたくしの魔法をお忘れですか？　陸路で遅いのなら、天を駆かけましょう」


　メディアはそう言いながら、後ろに控ひかえていた海洋三さん銃じゆう士しへと振り返る。


「あなた方は、セシリー様に報告を」


「はっ！」「御ぎよ意いに」「了りよう解かいです」


　三者三様の答えを返し、三銃士たちは海へと走っていった。


　それを見届けてからメディアは妖よう艶えんに微笑ほほえみ、自らの身体からだを抱いた。


「我に仮初の〈真の名〉を与あたえる。我、蒼そう穹きゆうの目を持つ空の支配者なり」


　美しき旋せん律りつがメディアの口から漏もれ、市場に光が満ちた。


　ざわっと市場にいる人たちがざわめき、急いでその場から逃にげ出す。


　光を放つメディアの身体が、どんどん大きくなっていったからだ。


　巨大化するメディアの身体は、やがて市場を覆おおうほどになった。


　アッシュもパステルも、ぽかんと口を開けて、ただ変へん貌ぼうするメディアを見守っていた。


　光が晴れたとき、そこにはドラゴンよりも大きな、一羽の鳥がいた。


　その鳥は、慈じ愛あいに満ちた蒼あおい目でアッシュを見下ろした。


　蒼目の怪鳥ブルーアイズ・ロツク。


　千里の道すら一日で駆けると言われる、空の王者だ。


　蒼目の怪鳥ブルーアイズ・ロツクの姿になったメディアは、身体を地面に伏ふせた。


「ありがとう」


　アッシュは羽毛に包まれたメディアの身体を懸けん命めいに上り、その背に乗った。


「パステルさん！」


　メディアの背から、アッシュは身を乗り出し、地上にいるパステルへと呼びかけた。


「全部が終わったら、またくるよ！　そのときは、一いつ緒しよに酒を飲んでくれ!!」


　パステルのうなずきを見届けて、メディアは市場を覆うほどの巨大な翼つばさを広げた。


　力強い羽ばたきは風を巻き起こし、パステルはひっくり返った。


「やれやれ。男の子、だねぇ……」


　パステルはまいったと尻しり餅もちをついた状態で頭を搔きながら、上を見上げる。


　パステルはだいたいの事情を、先に戻ってきたパッフェルから聞いていた。


　父と仲間に裏切られ、生気を失っていたルファの様子。


　そんなルファを不器用ながらも支えようとしていたパッフェルの姿。


　見ているだけでも、胸が貫つらぬかれる想いだった。


　ルファたちは自分以上の衝しよう撃げきを受けたはずだ。


　同じ想いを、アッシュも受けたはずなのに。


　アッシュは前を向き、今仲間を助けるために飛び立った。


　何の力も持たず、ただ見送るしかできないパステル。


　今自分にできることは。


「あの子が……あの子たちが無事でいられますように」


　手の掛かかる息子むすこを見送る母親のような表情で、パステルは飛び立つアッシュを見送った。





　クラフトはベルモンドの計画に乗り、旅支度を調ととのえてバランの街をすぐに出た。


　やる気に溢あふれていたし、簡単に終わる仕事でもないと思っていた。


　それでも。


「どこにいるんだよぉ」


　クラフトは半ば泣きそうな声をあげながら、草原を歩いていた。


　ちらりと後ろを振ふり返かえると、小さくバランの城じよう壁へきが見える。


　それがクラフトの唯ゆい一いつの心の安あん寧ねい。


「暗黒領域の中をひとりで歩くなんて、正気じゃないよ」


　愚ぐ痴ちをこぼしてみても、誰も返事をしてくれない。


「まだここにいるのかなぁ……」


　それが寂さびしくて、クラフトは独り言をつぶやき続ける。


　とぼとぼと歩き、やがてクラフトは北に浮うかぶ六芒星へと近づいた。


「はぁー、大きいなぁー」


　近づいて上を見上げると、六芒星の大きさに圧あつ倒とうされる。


　下の端はしは地面につき、一番高いところは雲の向こう。


　横よこ幅はばだって相当なもので、見み渡わたすと首が痛くなった。


「やっぱりこれが、暗黒領域の原因なのかな」


　おそるおそる手を伸のばし、六芒星の一部に触ふれてみた。


　不思議な感覚だった。


　確かに存在していて、触れていると認識できる。


　それなのに、温度も質感もなにもない。


　存在しながらも無。


　まるで空気をさわっているかのような感覚に、クラフトはとまどった。


　ごくりと唾つばを飲み、クラフトは六芒星の中に手を伸ばした。


「え……？」


　すると、右手が消失した。


　まるで吸い込まれるようにして、クラフトの右手が六芒星へと飲み込まれたのだ。


　痛みは感じなかった。


「う、うわぁぁあ!!」


　突つき抜ぬけると思っていたクラフトは、意外な展開に悲鳴を上げ、あわてて手を引ひき抜く。


　すると、普ふ段だんと変わりない右手がちゃんとついていた。


　何度か拳こぶしを握にぎり、無事を確かめる。


「ど、どこか別の場所につながっている？」


　好こう奇き心しんがクラフトの中で鎌かま首くびをもたげた。


　おそるおそる、水面に顔をつけるようにして、六芒星の中をのぞき込む。


　すると、一面の森が広がっていた。


「え？」


　クラフトは最初、それが森であることに気づけなかった。


　森を構成する一本一本の木々が、あまりに巨大だったからだ。


　クラフトが巨きよ人じん族ぞくであったのなら、ようやくまともな森に見えただろう。


　それほどの巨きよ木ぼく。


「こ、ここはどこ？」


　ふと、クラフトの目の前が緑色に染まる。


「うわっ!?」


　わけもわからずクラフトは両手で顔を覆った。


　なんだと思うと同時に、クラフトは理解した。


　風に吹ふかれたのだ。


　風そのものに色がついた、緑色の突とつ風ぷう。


　さわやかな木々の匂においを含んだ、色のついた風に巻かれ。


　クラフトは急に吐き気を催もよおした。


「うぷっ!?」


　身体に異物が混じるような感覚。


「気持ち悪い……」


　せり上がってくる胃液を我が慢まんしながら、クラフトは思う。


　ここは異界で、少なくとも、人の住める場所ではない。


　急いで身を引こうとしたとき、奇き妙みような音が聞こえてきた。


　ずんずんと、地面を踏ふみ鳴ならして何かが近づいてくる音。


　クラフトがじっと目を凝こらして見ると、森の奥に人ひと影かげが見えた。


「え？」


　身体が茶色の岩と土で作られた、人ひと型がたの魔ま物ものだ。


　最初その魔物を見たとき、クラフトは自分と同じ大きさに思えた。


　だが違ちがう。


　周りの木々が大きすぎて勘かん違ちがいしてしまった。


　魔物はクラフトよりも二回りも三回りも大きい。


　どこかの文ぶん献けんで見たことがある。


〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟で世界に溢れ、終局と同時に鳴りを潜ひそめた種族。


　精せい霊れい。


「う、うわぁぁ!!」


　脱だつ兎とよりも速く、クラフトは一いち目もく散さんに逃げ出した。


「な、なんでここに精霊が!?」


　生まれて初めて精霊を見たクラフトは、半はん狂きよう乱らんになった。


「うわっ!?」


　足が縺もつれ、クラフトは転んだ。


「いたた……あっ」


　立ち上がろうとしながら、後ろを振り返ると、六ろく芒ぼう星せいの下の端から精霊が出てくるところを目もく撃げきした。


「ひぃ!?」


　裏返った声をあげ、クラフトはなんとか必死で立ち上がる。


　視線の先には、バランが小さく映っている。


　全力で駆ければ三十分もかからないだろう。


　駆け出だそうとして、クラフトはふいに立ち止まった。


（このままあの精霊がついてきたら、みんな不安になるんじゃ）


　バランは今とても不安定だ。


　謎なぞの六芒星の出現と暗黒領域化。


　いまだに暗黒領域の出口は見つからず、住民たちは明あ日すをも知れぬ身となっている。


　そんなとき、精霊が街に入ってきたら。


　住民たちの心理は一気によくない方向へと向かうだろう。


　もちろん、バランの三つある入り口には、常に衛兵が待ち構えている。


　こんなときだからこそ、入り口を守る門番は優ゆう秀しゆうな者があてがわれているだろう。


　自分の命だけを考えれば、逃にげたほうが懸命だ。


「民たみを守るのが貴族の……公こう爵しやく家の仕事」


　そう呟つぶやき、逃げちゃだめだとクラフトは思う。


　こんなとき、絶対に逃げないやつを、知っている。


　友達だから、そいつにだけは失望されたくない。


　クラフトは身体からだごと後ろを振り返り、拳を固めた。


「たかが精霊、貴族たるボクが怯おびえてどうするんだよ！」


　クラフトは精霊へと飛び掛かかった。


「うわぁぁぁ!!」


　叫さけび声ごえとも雄お叫たけびとも取れる大声を上げ、精霊の懐ふところに飛び込む。


　人間で言えばわき腹に当たる位置に、クラフトは型通りの流れで右拳を叩たたき込む。


　がん、と衝撃。


　悲鳴を上げたのはクラフトの右みぎ腕うでだった。


「い、痛い！」


　目に涙なみだをためながら、クラフトは右拳を引いた。


　精霊の身体は岩と砂で構成されている。


　それを力任せに正面から殴なぐったのだ。


　右手の皮ひ膚ふはめくれ上がり、血が流れ出る。


「いた！　いたた！」


　ぽたぽたと血の流れる右腕をかばうこともせず、クラフトは左手で正せい拳けん突づき。


　それすらも、なんの意味もなく弾はじかれる。


　蹴けりや肘ひじも弾かれて、クラフトは攻こう撃げきすれば攻撃するほど、自身に怪け我がを増やしていった。


　害を与あたえられない生物と思ったのか、精霊は反はん撃げきすることも避よけることもしない。


　だが、それこそクラフトの狙ねらいであった。


　血だらけの両りよう腕うでをだらりと下げ、震ふるえる膝ひざを無理やり動かしてクラフトは跳とぶ。


　自分に残された最後の武器、頭を全力で突き出しながら叫んだ。


「〝血の烙印ブラツデイ・ブランド〟！」


　クラフトの額ひたいにじわっと血が滲にじむ。


〝血の烙印ブラツデイ・ブランド〟。


　己の怪我を相手にも与える呪のろいの烙印だ。


　自分が弱者ゆえ、望んで手に入れた力。


　クラフトは額に烙印を浮かべ、思いっきり精霊の身体に頭ず突つきをかました。


　瞬しゆん間かん、精霊の腕うでが爆ばく発はつしたように弾はじけ、石片と土が宙に舞まう。


「どうだ！」


　思いっきり頭突きをしたことで額が割れ、クラフトの両目の間を血が伝った。


　じろりと精霊がクラフトを見下ろし、初めて敵と認識した。


　倒たおせなかったと悟さとったとき、クラフトの身体は後ろへと吹き飛とばされていた。


　精霊が、その巨きよ体たいを利用して体当たりをしてきたのだ。


　小さなクラフトの身体は絶望と浮ふ遊ゆう感かんに満たされた。


　一秒が永遠とも思える間、クラフトはぎゅっと目をつぶった。


　自分はなんと小さく、そして弱い存在なのだろうかと思う。


　アッシュのようにはいかない。


　パッフェルなら勝てたのだろうか。


　ベルモンドなら戦うこともしなかったかもしれない。


　自分だったから負けて、役目も果たせず死んでしまうのだろうか。


　そう思うと、身体の痛みで流れていた涙よりも熱いものがこみ上げた。


「何事かときてみれば……」


　地面に叩きつけられることを覚かく悟ごしていたクラフト。


　だが、衝しよう撃げきの代わりに人の温かさがクラフトの身体を受け止めた。


　わけもわからず、クラフトは目を開く。


　すると、クラフトの視線の横に、人間の男の手が見えた。


　その手はぎっしり砂を握っており、精霊に向かって撒まき散ちらす。


「物質の再構成。砂は鉄に。鉄は雨に。何者も抗あらがえぬ力となれ！」


　力強い魔ま法ほうの詠えい唱しよう。


　それを受けて精霊に降り掛かかる砂に変化が起きた。


　砂の一ひと粒つぶ一ひと粒つぶが針となり、雨のように降り注ぐ。


　誰だれも反応できない、回かい避ひ不可能な全面攻撃。


　針の雨ニードル・シヤワー。


　錬金魔法に属する必殺の魔法だ。


　おそるおそる振ふり返かえる。


「土の精霊アース・エレメンタル相手に、よく戦いました」


　そこに、まるで夜を照らす月のように、柔やわらかく笑った男がいた。


　黄色の制服に身を包んだ長身のめがねをかけた男。


　その人物の右みぎ肩かたには、額に二つの真っ赤な宝石がある青い体毛のリスが乗っていた。


　デュアル・カーバンクルという、すっかり見慣れた魔物だ。


　リスは心配げに血の流れるクラフトの額を舐なめる。


「土の精霊アース・エレメンタルを倒せたのは、紛まぎれもなくあなたのおかげです。ありがとうございます」


　クラフトは探していた人物を見つけ、歓かん喜きのあまり男の名を呼んだ。


「ジェイナス、先生ぇ……」


　男の笑顔はなによりも頼たのもしく見え、クラフトは安心して気を失った。





　懲ちよう罰ばつ室しつにパッフェルたちが入れられてから、すでに三日が経過していた。


「先せん輩ぱい、また食べないんですか？」


　パッフェルはベルモンドが運んできた、メニューの変わらない昼食の盆ぼんを持ち、ベッドの上で固まっているルファに話しかけた。


　もう三日も何も口にしていないため、ルファの頰ほおはすっかりやせこけていた。


　さすがに、もう限界だとパッフェルは思う。
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　スプーンでシチューをすくい、ルファの口元に運んでみる。


「先輩、あーんしてください！」


　それでも、ルファは何の反応も示さなかった。


　ルファの姿がまるで死者のようで、パッフェルの胸が締しめ付つけられる。


　スプーンを置き、パッフェルはぶんぶんと頭を振った。


　自分がしっかりしなくてはいけない。


　パッフェルは自分の分の食事を手に持った。


　乾かわいたパンを口の中に押し込んで、温かいシチューで胃に流し込む。


　鉄格子の中で食べるご飯は、まったくおいしくはなかった。


　でも、食べなければと思う。


　もし、ここから逃げ出せるチャンスが訪れたときに、自分ではレムに勝てないだろう。


　だったら、せめてルファを抱かかえて逃げ出せるぐらいの力は蓄たくわえておかねば。


　そのために、パッフェルはまずいご飯を食べた。


　できるだけ美お味いしそうに見せかけて。


「いやぁー、今日のシチューはまた格別のおいしさですね！」


　自分でも白々しいと思う声の調子で、パッフェルはご飯が美う味まいと主張する。


　可能性は低くとも、これでルファが食しよく欲よくを取とり戻もどしてくれるなら、儲もうけものだからだ。


「…………」


　期待していたわけではないが、それでも無視されると、少し寂さびしい。


「ぷはぁー、ごちそうさまでした」


　乱暴に食器を置き、パッフェルは両手を合わせる。


　そのとき、ガチャッと懲罰室の入り口が開いた音がした。


「頼まれていたもんを持ってきたぜ」


　いつもの制服姿のベルモンドが現れ、鉄格子の下の小窓から真新しい制服を差し出してきた。


　黒と緑の新しい制服は、着き替がえとして頼んだもの。


　さらに、ベルモンドは顔を苦々しげに歪ゆがめながら、紙かみ袋ぶくろを差し出してくる。


「しょうがないのはわかっているけどよ。オレにこんなもん頼むなよ……」


「むー、だってベルモンドさんに頼むしかないじゃないですか」


「……クラフトと代わればよかったぜ」


　パッフェルは紙袋を受け取り、中を開いた。


　中には色とりどりの女性用の下着がぎっしり詰つまっていた。


　これも、着替えとして頼んだものだ。


「サイズとかわかんねぇから、適当に買ってきたぜ」


「ベルモンドさんが買ってきたんですか？」


　きょとんと、パッフェルが目を丸くし、ベルモンドは唸うなるような声を出した。


「そうだぜ。女友達なんざ、お前以外にいないからな」


　そういえば、とパッフェルは思う。


　ベルモンドが自分やアッシュ以外と仲良く話している場面など、見たことがない。


「今までで一番つらい戦いだったぜ……」


　下着を買いに行ったときのことを思い出したのか、ベルモンドは顔を青くした。


「っと。あんまり喋しやべるなってライル先輩に言われてたんだ……とにかく、使えるもんを使ってくれ」


「ありがとうございます」


「あとは、これな」


　ベルモンドは大きな桶おけを縦にして、鉄格子の隙すき間まから中に入れてくる。


　パッフェルが桶を受け取ったのを確認すると、ベルモンドは一度懲罰室の外に出て、両手一いつ杯ぱいにいくつものやかんをぶら下げてきた。


「もうちょいこっちに近づけてくれ」


　受け取った桶を鉄格子近くに置く。


　すると、ベルモンドはやかんの注ぎ口を鉄格子の隙間に差し込み、桶に向かって中身を注ぐ。


「わぷっ」


　湯気がパッフェルの顔面を直ちよく撃げきした。


「よっと」


　ベルモンドはじょぼじょぼと桶の中をお湯で満たす。


「まわりくどいですね」


「しょうがないだろ。そこの鍵かぎはライル先輩が持ってんだ」


　右手でお湯を注ぎながら、ベルモンドは左手でパッフェルたちが閉じ込められている鉄格子の扉とびらを指差した。


　桶がお湯でいっぱいになる頃ころには、やかんが三つ空からになっていた。


「タオルは袋の中に入れておいたぜ。あと、お湯が足りなくなったら自分で入れてくれ。手を伸のばせばいけるだろ」


　それじゃあと、ベルモンドはお湯の入った四つのやかんを鉄格子の近くに放置して立ち上がる。


「ベルモンドさん！」


「あん？」


　パッフェルはその背中に呼びかける。


「あたしたちは、いつまでここにいなきゃいけないんですか!?　いつ出られるんですか!?」


　答えを期待したわけではない。


　ただ、問わずにはいられなかった。


「わかんねぇ」


　ベルモンドの言葉に、パッフェルは両りよう肩かたを落とす。


「ただ、意外と早いかもしれないぜ？」


「ほぇ？」


　予想外の答えに目を丸くするパッフェルに、ベルモンドはニヤリと表情を崩くずしてから立ち去った。


「どういう、ことですか……？」


　パッフェルの問いがむなしく懲罰室に響ひびく。


「っと、そんな場合じゃありません。ルファ先輩、お湯ですよ！」


　ぱっと思考を切きり替かえ、パッフェルは黙だまったままのルファへと話しかけた。


「お風ふ呂ろには入れませんけど、身体からだを拭ふいてすっきりしましょう！」


　まずパッフェルはやかんを手にし、自分の手を洗った。


　その後、紙袋からタオルを取り出し、じゃぶじゃぶとお湯につけてギュッと絞しぼる。


「それじゃあ、脱ぬがしますね」


　ルファの制服に手をかけた。


　シャツの前ボタンと、ベストの止め具を外す。


　衣きぬ擦ずれの音が響き、ルファの肢し体たいがさらされた。


　ごくっと、パッフェルの喉のどが自然になった。


　雪のように白くきめ細かいルファの肌はだに、同性であっても目が奪うばわれる。


　立ち上る女の香かおりに頭がくらくらした。


「魔ま性しようとは、このことですか……」


　女である自分でこうなのだ。


　もし自分が男であったのならと考え、パッフェルは一度咳せき払ばらいをした。


　絞ったタオルを広げて、畳たたんでから軽く揉もみ解ほぐす。


「それじゃあ、いきますよ」


　パッフェルは湯気の立つタオルをルファの首筋に当てた。


　ぴくっと、少しだけルファが反応する。


　ただの反射だろうが、それだけでパッフェルはうれしくなった。


　懲罰室に入ってから、いや、魔ガ法ル学テ園ンに戻ってから初めての反応らしい反応だった。


　首筋を拭き、パッフェルはルファの手をとった。


　細く、しなやかで柔らかい、ルファの手。


　筋肉がつき、手の皮が厚くなっている自分の手とは違ちがう、ちゃんとした女の子の手だ。


　少し前までは、なんとも思わなかったルファとの小さな違い。


　それが、今のパッフェルには何よりも羨うらやましい。


　なぜだろうと思い、すぐに答えに至る。


　恋こいをしたから。


　きっと、ルファと同じ人を好きになったから。


　こんなにもライバルが気になって仕方がない。


　それなのに、とパッフェルは思う。


「背中、拭きますね」


　パッフェルはルファの長い金きん髪ぱつを持ち上げて、前にたらした。


　なめらかなルファの背中をタオルで濡ぬらしながら、考える。


（先せん輩ぱいは、あたしにないものをいっぱい持っているのに……）


　例えば、召しよう喚かん術じゆつ。


　召喚術師の家系でなければならず、言葉にできない〈真の名〉を感覚で把は握あくしなければならない。純じゆん粋すいな才能と血筋がものをいう、選ばれた人だけが使える最強の魔法だ。


　例えば、人望。


　今は違うにしろ、学ア園イのア盾スの副代表を務めていた人物だ。生徒や教師たちからの信しん頼らいは厚かった。


　例えば、思い出。


　姉弟きようだいの関係で、幼少からずっと一いつ緒しよにいたアッシュとルファ。ふたりにはふたりだけの時間があるはずで、パッフェルには割って入れない過去のできごとがある。


　違いなど、数を挙げればきりがない。


「……先輩は、なんで落ち込んでいるんですか？」


　ぽつりと、パッフェルはつぶやいた。


　考えれば考えるほど、言いようのない怒いかりがパッフェルの胸中に浮うかんできた。


　同時に、悔くやしくなる。


（この人は、なにもわかっていない）


　ルファが落ち込む理由はなく、落ち込む権利などないはずなのだ。








「……先輩は、なんで落ち込んでいるんですか？」


　問われて、ルファはぴくりと身体を揺ゆらした。


　今まで耳の中に入っては、通り過ぎていったはずのパッフェルの声。


　それが、突とつ然ぜん頭の中に残留した。


　なんでと聞かれても、当然だとルファは思う。


　大事な人がいなくなり、父親に裏切られ、帰るべき場所も失った。


　平静でいられるほうがおかしいだろう。


　ルファは背中を行き来するタオルの温かさを感じながら、答えるのも億おつ劫くうでただ黙っている。


　すると、パッフェルがぎゅっとタオルを握にぎったのを背中で感じた。


「お父さんとライル先輩に裏切られたから？　違いますよね？」


　違う。


　もちろん、それらが大きな要因であることは自分でもわかっている。


「アッシュさんがいないから、ですよね」


　的まとを射たパッフェルの言葉が、ルファの心をえぐる。


「ここに一緒に閉じこめられたのが、あたしじゃなくてアッシュさんなら。海に沈しずんだのがアッシュさんじゃなくて、あたしだったのなら……」


　パッフェルの言葉に、ルファは息を飲んだ。


　考えてしまったのだ。


　もし、そうだったのなら、自分はどうなっていたのだろうと。


　もし、パッフェルがいなくなっていたらどうなっていたのだろうと。


「ルファ先輩は、きっと今みたいにはなっていなかった……」


　自分の考えを見み透すかされたようで、ルファは両目を大きく見開いた。


　パッフェルが海に沈んだのなら、絶対自分は泣いただろう。


　叫さけんで暴れてアッシュに迷めい惑わくをかけて……。


　それでも、立ち上がったはずだ。


　アッシュとともに魔ガ法ル学テ園ンへと戻もどり、今と同じ境きよう遇ぐうになったとき。


　どうにかして現状を打開しようと必死に策を巡めぐらしていたと思う。


　そう考えて、ルファは自分の卑いやしさに吐はき気けがした。


　なにも考えようとしなかったのは、パッフェルが代わりにいなくなればよかったと、心のどこかで思っていたからなのかもしれない。


　こんな醜みにくい自分は、パッフェルに助けてもらう価値もない。


　ルファの両肩が、自然と震ふるえた。


　それを、パッフェルが後ろから優しく包み込む。


「いいんです。ルファ先輩がそう思うのは、きっと当たり前のことなんです……だって、あたしもそうですから」


　裏表のないパッフェルの言葉が、ルファの心の中にじわりとしみこんでくる。


「あたしたちは人間で、まだまだ子供で、しかも恋する女の子なんですから！」


「パッフェル……」


　自然と、ルファの口から声が漏もれた。


　喉はカラカラで、三日ぶりに出す声には痛みが伴ともなった。


　けれど、今の自分の中でなによりも生気に溢あふれていたように思う。


　それを受けて、パッフェルは表情を和やわらげた。


「先輩はアッシュさんが死んだと思いますか？」


　問われて、ルファの心が黒く染まる。


　ばかばかしいとさえ思った。


　船の沈ちん没ぼつに巻き込まれたアッシュ。


　それをまざまざと見せつけられて、一週間かけて捜そう索さくまでして見つからなかったのだ。


　生きているはずもない。


「先輩は、アッシュさんのこと、本当はどうでもいいと思っているんじゃないですか？」


「──っ!?　そんなはず!!」


　反射で、ルファは叫んだ。


　一いつ瞬しゆん、喉が裂さけたと勘かん違ちがいするほどの声量で。


「だったら、なんで死んだと思うんですか？　直接死んだ姿を見たわけでもないのに」


「それは……」


　言葉に詰つまり、ルファは地面を見る。


「アッシュさんのことが本当に大切なら、やらなきゃいけないことがあるんじゃないですか？」


「やらなきゃいけないこと？」


　迷子の子どものような目で、ルファはパッフェルを振ふり返かえる。


「それは、アッシュさんの帰りを待つことですよ」


　そこに、真しん剣けんな表情でうなずくパッフェルがいた。


「ただ待っているだけじゃなく、ちゃんと帰れる場所を整えておく。それがきっと、あたしたちができるアッシュさんへの最大の贈おくり物ものです」


　ぎゅっと拳こぶしを握り、パッフェルは鉄格子のはまった窓を見上げる。


　明日あしたを見み据すえたパッフェルの瞳ひとみが、ルファには輝かがやかしく見えた。


「アッシュさんもきっとあたしたちと同じです。学園に帰ってきたとき、居場所がないと落ち込んじゃいます。あの人はきっと、誰だれよりも寂さびしがり屋やさんですから」


　仲間を助けるというアッシュの行動。


　それは、無意識の内に人との関わりを欲ほつしているということだ。


「あたしはアッシュさんのことが好きだから、アッシュさんにそんな想いはしてほしくありません。笑っていてほしいんです。ルファ先輩は違うんですか？」


「違わない……私も、アッシュに笑ってほしい。ずっと傍そばで笑っていてほしいわ」


「だったら、ルファ先輩はルファ先輩でいてください。あたしも、きっとアッシュさんも、今のルファ先輩は見たくないです」


「うん……」


　パッフェルの言葉の一つ一つが、ルファの心の闇やみを晴らしていく。


「えへへ。せっかくの恋こい敵がたきなんですから、ちゃんと戦ってくれないとおもしろくないですよ！」


　パッフェルの最高の笑顔に応えるため、ルファは一度両手で自分の顔を思い切り叩たたいた。


　ぱんっと、乾かわいた音が懲ちよう罰ばつ室しつに響ひびく。


　次に目を開いたとき、ルファの両目には決意と生気が戻っていた。


「パッフェル……ありがとう」


「どういたしまして！」


　ルファの中に確信があった。


　きっとパッフェルはアッシュのことが大好きで。


　それと同じくらい、自分を好きでいてくれるのだろうと。


　その想い、応こたえずしてなにが先輩か。


　その想い、受け取らずしてなにが恋敵か。


　ルファはそう思い、すっかり冷めた自分の食事を手に取った。


　一口食べると、胃が驚おどろいて口からシチューが逆ぎやく流りゆうしそうになる。


「んっ!?」


　無理矢理飲み込んで、もう一口。


　食べれば食べるほど、ルファの内に力がみなぎってきた。





　ルファが明日を見据えたその頃。


　ライルはエドガーから、信じられないことを聞かされていた。


「……以上が、バランからの通達だ」


　エドガーが手に持ち、読み上げたのはバランの国王からの命令書であった。


　ライルはエドガーの手から命令書を奪うばい、さっと目を通す。


　そして、何度もそこに書かれた命令内容を確認し、王直筆のサインと捺なつ印いんを末まつ尾びに見つけ、愕がく然ぜんとした。


「これは……事実かね？」


「決定事じ項こうだ」


　エドガーに言い切られ、ライルは思わず命令書を握りつぶそうとした。


　しかし、この命令書はすでに学園長の目に触ふれてしまっている。


　ここで破り捨てたとしても、何の意味もない。


「……学園長もよく許可したものだね」


　憎にく々にくしげに、ライルは呟つぶやいた。


　命令書に書かれた内容は、間ま違ちがえようもない簡潔なものだった。


　高圧的に、魔ガ法ル学テ園ンの教師を数名軍隊に組み込むと書かれていた。


　つまり、徴ちよう兵へい。


　学園を維い持じするのに最低の人数を残し、後は国に差し出せという命令だ。


　それだけではない。


　命令書には続きがあり、生徒から志願兵を募つのることと書かれていた。


「今の魔ガ法ル学テ園ンは国営機関だ。国の命令には逆らえんよ。それは貴様も知っているだろう？」


　ふん、と面白くなさそうにエドガーは鼻を鳴らした。


　それが、ライルには癪しやくに障る。


「学園長はわかっているのかね。これを許せば、次がくる。次は教師たちが全員徴兵され、生徒すべてが軍隊に組み込まれることになる！」


　珍めずらしく、感情を露あらわにし、ライルは怒ど声せいをあげた。


　志願兵などという悠ゆう長ちような要求は、次に生徒を徴兵するための布石でしかない。


　手て柄がら目当て、騎き士し団だんに憧あこがれて、いらぬ正義感から。


　かならず何人かの生徒は志願してくるだろう。


　それを見た他の生徒たちは、現実を受け止めてしまう。


　心のどこかで、次は自分の番かもしれないと、戦いの準備を始めてしまう。


　いざ徴兵となったとき、不満の声が上がりにくい。


「魔ガ法ル学テ園ンが死ぬことになるのだよ!!」


　魔ガ法ル学テ園ンを守るため〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟を再現し、バラン以外をこの世から消し去ろうとしているライル。


　そのために精せい霊れい王おうを復活させようとするガルークルに協力し、魔ガ法ル学テ園ンの情報をリークした。


　嘆なげきの石を手に入れ、ルファたちを裏切った。


　何もかもを犠ぎ牲せいにしてきたライルにとって、何よりも耐たえ難がたい終局。


「学園長も、覚悟のうえだろう。未だかつてないほどの異常事態だからな」


「なんだと……？」


　一瞬、ライルはなにを言われたのか理解できなかった。


「現状を考えてみろ。正体不明の六ろく芒ぼう星せいが出現し、バランが暗黒領域に包まれた。それだけでも十分異常だ」


　エドガーの言い分は理解できる。


　だが、とライルは思い口を開いた。


「だからといって、わざわざ徴兵をする必要はないはずだ」


「残念ながら、そうでもない。魔ガ法ル学テ園ンは国に対してなんの貢献もできていないのでな」


「どういう、意味かね？」


「我々は、暗黒領域からバランを解放する手段を調査するよう命令を受けた。国営の魔法研究機関であるが故ゆえの義ぎ務むだ」


　エドガーは顔をしかめる。


「あのような大規模なもの、自然発生とは考えにくい。ならば、人の手によって作られたものであろうと我々は考えた」


　エドガーは続けて口を開く。


「四つの六芒星が暗黒領域化の直接の原因だ。六芒星が発生し、その後暗黒領域が現れた。そのいきさつを考えれば誰でもわかることだ」


「ならば、六芒星を消し去ればよいのだろう？」


「できんのだよ。魔ガ法ル学テ園ンが派遣した調査隊の調べによると、六芒星は物理的にも魔法的にも干かん渉しようできない。六芒星を消し去るため現げん世せ魔法、前ぜん世せ魔法、はては研究中の儀ぎ式しき呪文まで使用したが……結果は見ての通りだ」


　四つの六芒星は未だに存在し、暗黒領域がバランを包んでいる。


　おもしろくなさそうに、エドガーは鼻から息を吐く。


　ライルは眉を寄せた。


　幻げん影えい魔導師であるが故、ライルは正しく理解した。


　魔法を止めるためには、発生させている原因を排除しなくてはならない。


　暗黒領域を消し去るには、六芒星を排除しなければならず。


　六芒星を消し去るには、作り出した術者を排除しなければならない。


　その術者がどこにいるのかも、誰なのかもわかっていないのだ。


　世界最大の魔法研究機関とはいえ、魔ガ法ル学テ園ンでもどうしようもない。


　悔しさから奥歯を嚙むライルに、エドガーは言葉を続ける。


「さらにだ。六芒星の向こうから精霊がこちら側にやってきたという報告もある。西の六芒星からは水の精霊ウオーター・エレメンタル、東からは風の精霊エア・エレメンタルが現れたようだ……精霊たちはバランの騎士団によって討とう伐ばつされたが、それで終わりということもないだろう」


　魔ガ法ル学テ園ンから調査隊が派は遣けんされたように、バランの王国からも同様のチームが動いているのだろう、とライルは思う。


「バランを守るのが騎士団の仕事だろう」


「足りんのだよ、戦力が。暗黒領域の出口が見つかっていない今、我々は四方を敵に囲まれ籠ろう城じようを余よ儀ぎなくされている、といっても過言ではない。敵の数は未知数で、こちらは他国からの援えん軍ぐんも望めず、食料の貯ちよ蓄ちくにも限りがある」


　エドガーは一度言葉をきり、咳せき払ばらいをしてから再び口を開いた。


「つい先ほど、烙らく印いん魔法科一回生の、クラフトとかいったか。その生徒から北の六芒星から土の精霊アース・エレメンタルが現れて、襲おそわれたという報告もあった。しかも、六芒星の先は異界が広がっているという……バランがなくなってしまっては魔ガ法ル学テ園ンも崩ほう壊かいする。学園長もそう考えているはずだ」


　エドガーの言葉に、ライルは怒おこる。


　憂うさを晴らすためだけに、エドガーを殺してしまおうかと考えるほどだ。


　だが、ふと気づく。


　エドガーの言葉の中に、聞き流してはいけない事こと柄がらがあった。


「待ちたまえ。クラフト君が？」


　どういうことだ、とライルは思う。


　北の六芒星近くということは、バランの外。


　閉へい鎖さされているわけではないが、なぜクラフトがバランの外に出ている。


「クラフト君はひとりで向かったのかね？」


「そう、聞いている」


「なんの目的で？」


「独自に、六芒星の調査がしたかったからだと聞いているが」


　ありえない、とライルは胸中でつぶやいた。


　クラフトの入園してからの所行は聞きき及およんでいる。


　己だけではなにもできず、取り巻きにも見放された人物。


　それが、ひとりで暗黒領域の中を歩き、六芒星の中をかいま見て、あまつさえ土の精霊アース・エレメンタルと戦ったとは。


「どういうことだね」


　ライルの思考が駆かけ巡めぐった。


　自分の権力を取とり戻もどすため、無む謀ぼうな旅に出たのかもしれない。


　その可能性はあるが、どうにも腑ふに落おちないことがある。


　クラフトが、生きて魔ガ法ル学テ園ンへと戻ったことだ。


　土の精霊アース・エレメンタルは、並の魔ま法ほう使つかいでは歯が立たないほど、強い魔ま物ものだ。


　クラフトが逃にげられるとは思えないし、勝つところなど想像もできない。


　ライルはいやな予感を覚え、暗幕の張られた窓へと向かう。


　ざっと暗幕を開け、懲罰室のある方角へ視線を送る。


　そして、戦せん慄りつした。


　ひとりの男が、懲罰室の警備を務めるベルモンドと会話していた。


　それは、肩かたに青い体毛のリスを乗せた、黄色い制服を着た長身の男。


　ここにいてはいけない存在だった。


　男はベルモンドと言葉を交わし、懲罰室へと入っていく。逆にベルモンドは、警備の任を捨ておいて、駆け足でその場を離れていった。


「……なぜ、ここにいる」


「どうした？」


　突とつ然ぜんのライルの行動に、エドガーは訝いぶかしげになる。


「エドガー先生、力を貸してもらおう。やつを止めなければ、我々は終わる」


「な、なにがあったというのだ？」


　ライルの不ふ穏おんな発言に、エドガーは冷ひや汗あせをかいた。


「ジェイナス先生が、学園の命令を無視してここに戻っている」


「なっ!?　ジェイナスが戻っているのか!?」


　エドガーの焦あせりは、ライルの焦り。


　ルファたちを捕とらえている現状をひっくりかえすことのできる、唯ゆい一いつの人物の帰き還かんだ。


「学園の命令を無視。罪は十分だ。学ア園イのア盾スの総力を結集し、ルファ君たちを助け出される前に、ジェイナスを討つ」


　ライルの宣言に、エドガーは焦った様子でうなずいた。





「おふたりとも、少し見ない間にたくましくなりましたね」


　それが、四ヶ月ぶりに再会したジェイナスとのあいさつだった。


　脱だつ出しゆつの手口を考えていたルファもパッフェルも、突然の来訪者に驚き、そしてそれ以上に喜んだ。


「ジェイナス先生！」


「ご無事だったんですね！」


「はい。おかげさまで」


　いつもの柔やわらかい笑みを湛たたえて、ジェイナスはうなずいた。


　そのジェイナスの顔の横で、バンクが鼻をひくひくさせていた。パッフェルとルファの匂においをかいでいるのだろう。


「ルファ君たちが旅だった後に、僕はすぐ目を覚ましました。報告が遅おそくなってしまい、申し訳ないです」


「そんな……無事でいてくれたのなら、それで十分です」


　ルファは万感を込めて、そう言った。


　ジェイナスは笑みを深くし、トレードマークでもある腰こしのポーチから小さな石を取り出す。


「話はクラフト君から聞きました。積もる話もありますが、今はここから出るのが先決です」


「クラフトさんから……？」


　意外な名前に、パッフェルが首をひねった。


　ジェイナスは苦笑とともにうなずきを返し、そのまま石に魔ま力りよくを注いだ。


「物質の再構成。石は鉄に。鉄は鍵かぎに。障害を排はいする万能の鍵となれ」


　ジェイナスの詠えい唱しようを受けて、石がその形を変える。


　一いつ瞬しゆんにして石を鉄の鍵へと作つくり替かえた。


　その鍵を、ルファたちが捕らえられている鉄格子の扉とびらについた錠へはめ込んだ。


「ま、待ってください！　そんなことをしたら、ジェイナス先生が!?」


　ルファは焦った。


　ジェイナスはルファたちが脱だつ走そうするのを手引きしようとしている。


　もし学園にばれたら、教師をクビになるどころの話ではない。


　最悪、ジェイナスは本当の牢ろう屋やに入ることになる。


　しかし、とうの本人は柔らかく首を横に振ふった。


「ルファ君たちは、無実なのでしょう？」


「当たり前です！」


　力強く主張するパッフェルに、ジェイナスは苦笑を返した。


「ならば、なんの問題もありません。生徒を信じるのが教師の役目です」


　ガチャンと、鍵の外れる音が響ひびく。


「それは違ちがうというのなら、僕は教師を辞めます。次の仕事は、そうですね……自分で新しい学校を作ってみましょうか。そのときは、おふたりとも先生として、うちにきませんか？」


　冗じよう談だんめかしたジェイナスの口調に、ルファたちは笑った。


　心の底から、久々に。


「では、行きましょう」


「ど、どこにですか？」


　ルファの問いに、ジェイナスはいたずらをする前の子供のような表情。


　ルファたちは知っていた。


　ジェイナスがこの表情をするときは、事態が好転する兆きざしだと。


「まずは職員室です。おふたりをここに閉じこめたことを、みんなに後こう悔かいさせてやりましょう」


　鉄の擦こすれる音が響き、永遠に開かないと思っていた鉄格子の扉が今開いた。


　ルファとパッフェルはうなずきあい、鉄格子の向こう側へと一歩踏ふみ出す。


　三人が懲ちよう罰ばつ室しつから中庭へと出たとき。


　毛を逆立て、バンクが体勢を低くした。


「学ア園イのア盾スだ。生徒ルファ、パッフェルの両名を脱走者として拘こう束そくする」


　ライルが二十人の学ア園イのア盾スのメンバーと、五人の教師を引き連れて行く手を塞ふさいだ。


　教師の中にはエドガーの姿もある。


「大人おとなしくしたまえ」


「ライル、先せん輩ぱい……！」


　ルファは奥歯を嚙かみ、憎にくしみのこもった目でライルを見る。


　それを冷たく受け流して、ライルはジェイナスを見た。


「なぜあなたがここにいるのかね？」


　ライルの高圧的な口調は、すでにジェイナスを敵と認識しているからだろう。


「思ったより早かったですね……方針を変更しなければ」


　やれやれと苦笑をするジェイナスに苛いら立だったように、ライルは早口で言った。


「答えてもらおう」


「僕はただ、生徒が危機だと聞いたので駆けつけただけです。生徒を守るのが教師の仕事ですから」


「あなたには、なにより重要な仕事があったはずだ」


「暗黒領域の出口なら、他の先生方が探ってくれています。なにも問題はないでしょう？」


「戯たわ言ごとを……」


　憎にく々にくしげに、ライルは呟つぶやいた。


「そんなことより、僕からも質問をさせてください。ライル君は、なにをしているのです？」


「知れたこと。脱走者を捕つかまえにきただけだ」


「僕が聞きたいのはそうじゃない。学園の平和を守るための学ア園イのア盾スの代表が、何をしているのかと聞いているんです」


　射い貫ぬくようなジェイナスの視線に、誰だれもが息を[image: ]のんだ。


　かつて〝冷れい酷こくなる創り手〟と呼ばれた錬れん金きん魔ま導どう師しがそこに立っていたからだ。


　ライルはジェイナスの雰ふん囲い気きに[image: ]まれぬよう、冷静に思考を巡らせる。


「何が言いたいのかは知らんが。ジェイナス先生、今のあなたは脱走を手引きした犯罪者だ。ここまでとなると学園の懲罰ではなく、バラン王宮に身み柄がらを引き渡わたさなくてはならない」


　そこでだ、とライルは言葉を続けた。


「あなたは調査に駆りだされており、ここには帰ってこなかった、というのはどうかね？」


　つまり、寝ね返がえれとライルはジェイナスに言った。


「…………」


　ジェイナスは顎あごに手をやり、深く考えているようだった。


「先生！」


　パッフェルが前に出ようとしたのを、ルファが後ろから抱だきしめて引き止める。


　このままだとジェイナスは学園の懲罰室ではなく本当の牢屋に叩たたき込まれてしまう。


　ここでジェイナスがライルの側についたところで誰が文句を言えよう。


「……話はわかりました」


「賢けん明めいだな」


　ライルがさっと手を上げると、後ろに控ひかえていた学ア園イのア盾スのメンバーがルファたちを取り囲んだ。


　パッフェルが拳こぶしを握にぎり、ルファは召しよう喚かん札ふだがないことを悔くやむ。


「ただ、もう一つだけわからないことがあります」


　ぽつりと、ジェイナスが呟く。


「なんだね？」


「ルファさんたちは、なぜ閉じ込められているのでしょう？」


「わかりきったことを。あなたは事件の被ひ害がい者しやだろうに」


「事件？　被害者？……なんのことです？」


　人を食ったような笑みを、ジェイナスが浮うかべた。


　ライル以外の人物が、ぽかんと口をあけて固まる。


「あぁ、もしかして僕が剣けんで刺さされたことを言っているのですか？　いやぁー、実はあれ噓うそなんですよ。身体からだを動かそうと思って剣を振ったときに、誤って自分を刺してしまったんです。恥はずかしかったので他人のせいにしてしまいました」


　何も知らない他人が聞いていれば信じてしまいそうになるほど、ジェイナスの苦笑は完かん璧ぺきなものだった。


「噓の供述を行ったのなら、それは犯罪だ。脱走の手引きと変わらん重罪だが……」


「生徒を守るのが教師の仕事、と最初にお伝えしたはずです」


　ふん、とライルは鼻を鳴らす。


「そのような噓、誰が信じるというのかね」


　ライルはジェイナスの噓を一刀の元に切きり伏ふせる。


「噓？　なぜそうだとわかるのですか？」


「わたしはあなたの証言どおりに銀ぎん刃じんの剣けん士しを追い、ルファ君の父であるガルークルにたどり着いた。親が犯罪を犯したのなら、子に事情聴ちよう取しゆが行われるのは当たり前ではないかね？」


「噓に真実味を出すため、僕を襲おそった相手は昔の仲間をイメージすることにしました。だからガルークルの特とく徴ちようを証言し、たまたま、彼が近くにいただけですよ」


　しれっと告げるジェイナスに、ライルは目を細めた。


「そのような偶ぐう然ぜん」


「ないとは言えないでしょう？」


　クッとライルは言葉に詰つまった。


「キミもわかっているのでしょう？　僕が刺された事件をなかったことにされた時点で自分の理論が崩ほう壊かいしたことを。キミはそれがわかっていたから、それができる僕を学園から遠ざけた」


　ジェイナスは一度言葉を切り、続ける。


「そして、反対意見が出ないよう他の教師を懐かい柔じゆうした。ルファ君たちに事情聴取を行わなかったのも、それが原因でしょう？　自分の論理にほころびが出るのを恐おそれた」


「違う！　ガルークルはあなたを刺したことを認めた！」


　珍めずらしく感情をむき出しにし、ライルは怒ど声せいを上げた。


「あ、あの、先輩……」


　事の成り行きを見守っていたパッフェルが、くいくいとルファの袖そでを引っ張った。


「なにがどうなっているんですか？」


「えぇっと、私もよくわからないけど……」


　ルファはパッフェルの耳もとに口を寄せ、誰にも聞かれないように小声で囁ささやく。


「ジェイナス先生は、先生を刺したのが私のお父さんじゃないって噓をついて、私たちを守ろうとしてくれているのよ」


「お、おぉ！　よくわからないけど、わかりました」


　パッフェルが大声を上げたことに苦笑し、ジェイナスはルファたちを振り返かえる。


「ルファ君たちに質問です。おふたりは、ガルークルが僕を刺したと認めた場面を目もく撃げきしましたか？」


　これは質問の形をとった命令だと、ルファは思った。


　そのため、急いでパッフェルの耳に命令の回答を吹ふき込む。


「いいえ」「見ていません！」


　ルファとパッフェルは同時に否定を口にする。


「正解です」と、ジェイナスは口の動きだけで、ルファたちにそう示した。


「さて、これで少なくともライル君に対立する意見が出てきました。皆みなさんもお聞きになりましたね？」


　ジェイナスはその場にいる教師と学ア園イのア盾スのメンバーの顔を一人一人見ていく。


「これで、ライル君も事情聴取を避さけられない身になりました。なぜなら、キミの証言はキミひとりが目撃しただけのこと。証しよう拠こ能力はまるでない。あとは、僕がバランの監かん察さつ官かんに捕まれば、国の捜そう査さが始まるでしょう」


　魔ガ法ル学テ園ンは国営の組織だ。


　ここで起こった生徒同士の問題は、基本的に学園の内々に処理される。


　だが、教師が問題を起こした場合、バランの騎き士し団だんないし監察官が派は遣けんされ捜査を行うことになっている。


　魔ガ法ル学テ園ンの卒業生が多く在ざい籍せきするバランの監察官たちは優ゆう秀しゆうだ。


　魔ガ法ル学テ園ンの教師クラスの念心魔導師を多く抱かかえており、その魔法に抵てい抗こうする術すべをライルは知らない。


　だが、ライルにとって恐きよう怖ふなのは懲ちよう罰ばつ室しつに入れられることだった。


　今バランは魔ガ法ル学テ園ンの調査を行っている場合ではない。


　教師を徴ちよう兵へいし、生徒から志願兵を募つのっているのだ。


　捜査は先延ばしにされ、魔ガ法ル学テ園ンの危機を懲罰室で過ごすことになるだろう。


　それが、ライルにとっての恐怖だった。


「しかたがない……」


　ライルはそう言うと、エドガーを振ふり返る。


「全員、殺すぞ」


　不ふ穏おん当とうなライルの発言に、エドガー以外の教師と学ア園イのア盾スのメンバーが動どう揺ようする。


　エドガーは頷うなずきをひとつ。


「ジェイナスは犯罪者だ。それも、我々を惑まどわす悪あく魔まのような男。ここで殺しておかねばならん」


　動揺しながらも、教師たちがジェイナスを取り囲む。


　きっとエドガーに弱みを握られている人たちなのだろうと、ジェイナスは思った。


「くっ」


　ルファは腰こしを落とし、パッフェルと背中をくっつけあう。


　学ア園イのア盾スのメンバーはどうしていいかわからずおろおろしているが、ライルに指示されればこちらを攻こう撃げきしてくるだろう。


　パッフェルがいくら烙らく印いん魔ま法ほう科の首席とはいえ、敵の数は二十人、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ。


　ルファは考える。


　七星召喚術師の力が借りられれば、召喚札を使わず召喚術は使える。


　それも、ドラゴンを呼び出せるほどの破格の力を。


　だが、それはライルが最も警けい戒かいしていることだろう。


　幽ゆう霊れい船せんのときとは違ちがい、ライルにはまだまだ余よ裕ゆうがある。


　魔法反射の光プリズム・ブレイクを撃うたれ、魔ま力りよくを暴走させられれば、ルファの命はない。


　ルファの背筋を冷ひや汗あせが伝った。


「いやはや、困りましたねー」


　まったくそうは感じさせないジェイナスの口調。


「さて、どうしたらいいと思いますか？」


　ジェイナスの問いは、学び舎やの方角に向けられていた。


「叩き潰つぶせばよいだろう」


　すると、返事が返ってくる。


　全員がそちらに顔を向けると、ふたりの人物がいた。


「まったく、クラフトは保健室に運んでおいたぞ」


「遅おそくなっちまったな」


　レムと、ベルモンドだった。


「ほぅ、ちょうどいい。レム、ジェイナスを殺すのに手を貸せ」


「断る」


　断られると思ってなかったエドガーはぽかんと口を開けたまま固まった。


「ベルモンドさん！」


「よぅ。すまなかったな。だけど、ここからはお前たちの味方だ」


　パッフェルの声に、ニヤリとベルモンドが口くちの端はを歪ゆがめる。


　レムはつかつかとジェイナスへと歩み寄り、そのわき腹に拳を入れた。


「帰ってくるのが遅すぎだ、バカ者」


「あいたたた……すみません」


　レムは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、エドガーを指差した。


「まったく。お前がいないせいで、あのような奴やつの命令を聞かねばならなかった。何度暴れそうになったことか」


　苦笑を深くし、ジェイナスが言う。


「僕としては、あなたがまだ暴れていないほうが不思議です」


「ふん。担任クラスを持たないお前にはわからんだろうが……生徒を人ひと質じちに取られたのだ。おいそれとは暴れられん」


　腕うでを組み、レムは憮ぶ然ぜんとして言い放つ。


　すると、正気に返ったエドガーが焦あせったようにまくし立てる。


「いいのか貴様！　わしは次期副学園長だぞ！　貴様の生徒の進退はわしに……」


「黙だまれ下げ衆す。ライルが事情聴取を受けることになれば、お前も当然同じように拘こう束そくされる。念心魔法に抵抗する手段でも勉強しておくんだな」


　レムが待っていたのは、エドガーを直接牢ろう屋やに叩たたき込める瞬しゆん間かん。


　でなければ、エドガーは四方八方に手を尽つくし、レムの生徒たちに報復するだろう。


　だから、権力を失わせ、何もできなくさせる今を待っていた。


「パッフェル。すまなかった。お前も自分の生徒だというのに、他の生徒とかけてはいけない天てん秤びんにかけた。お前なら大だい丈じよう夫ぶだとは思っていたが……わたしは教師失格だ」


「それなら、オレは仲間失格だぜ。信じてやれなかった」


　レムとベルモンドはパッフェルへと懺ざん悔げした。


「そんなことはありませんっ!!」


　ふたりの懺悔をパッフェルは大声で否定する。


「だって、レム先生もベルモンドさんも助けに来てくれましたから！」


　パッフェルの魂たましいの叫さけびを、レムとベルモンドは心に刻んだ。


　ジェイナスはライルへと顔を向けた。


「形勢は逆転しました」


「たかがふたりの援えん軍ぐんで調子に乗らないでもらおう」


　そうは言いつつ、ライル自身わかっていた。


　こちら側の陣じん営えいに走る動揺は、もはやどうしようもない。


〝小さな破は壊かい者しや〟の異い名みようを持ち、ドラゴンバスターとも知られる化け物レムといったい誰だれが戦いたがる。


　ジェイナスはライルへと一歩踏み出して言う。


「大体、あなたの論理は無茶苦茶です。親が犯罪者なら、その子供も犯罪者ですか？」


「黙れ……」


　ライルはうつむき、わなわなと震ふるえた。


　そんなライルを痛々しげに見つめながらも、ジェイナスはきっぱりと言い切った。


「そのような妄もう言げん、僕は断固否定します」


　計けい画かくを壊こわされ、思し考こうまで否ひ定ていされた。


　ライルの中で、理り性せいが音を立てて崩ほう壊かいしていく。


「黙れぇぇ!!」


　怒りに任せて、ライルが吼ほえた。


「わたしは、居場所を守る……」


　ライルはそう言うと、懐から拳こぶし大だいの黒い鉱こう石せきを取り出し、ジェイナスへと向けた。


「そのためならば、もう迷わない！」


　ライルの言葉に呼応するように、鉱石から黒い光が放たれる。


　突然夜が訪れたように、視し界かいは闇やみに染まった。


　黒い光はまるで意思を持っているかのように、ジェイナスの身体からだに巻きついた。


「ライル、君……なにを」


　自身の力が抜けていくのを感じながら、ジェイナスは膝をつく。


　顔をしかめて見上げたライルの顔。


　それを見て、ゾッとした。


「殺す……」


　憎しみに支配された目で、ライルはその場にいるすべての人々を見る。


　ライルに睨まれた者は、例外なく息を[image: ]んだ。


　パッフェルとベルモンドは拳こぶしを固める。


　腰を落とし、いつでもライルへ飛びかかれる体たい勢せいになった。


「ライル先輩！　もうやめなさい!!」


　ルファは、まるでライルの心に届かせるように、大きく声を出す。


　獲物を狙うライルの視線が、ルファに固定される。


「…………」


　ライルは一度、表情を悲しそうに歪めた。


　だが、迷いを振り切るように頭を振り、両目に強い意志を宿す。


「まずは、キミだ」


　怒りの目をルファに向けたまま、高々と鉱石を天に掲げる。


　これは嘆なげきの石。


　他者から魔力を奪うばい、儀ぎ式しき地形を生み出すもの。


　ライルはジェイナスから奪った魔力で、人の域を超えた力を発揮する。


「魔ま神じん掌しよう、儀式、デス・スペル!!」


　ライルの詠えい唱しようを受けて、突然風が吹いた。


　強きよう風ふうは雲を運び、やがて空の青を暗あん雲うんで埋め尽くす。


　今にも雨が降り出しそうな空の下で、ルファは信じられない光景を見る。


　何もかも、冗じよう談だんだとルファは思った。


　空を見上げると、雲の中から真っ黒い手がこちらに向かって落ちてきていた。


　これが、ライルの放った儀式呪文だと理解する。


　死を誘さそう魔ま神じんの右手。


　それがまるで人形を摑つかむかのように無造作にルファに向かってくる。


「──ッ！　物質の」


　ルファを守るために、とっさに錬金魔法を使おうとしたジェイナス。


　魔法の触しよく媒ばいとなる動物の骨を投げようとした。


　それを察したライルが、誰よりも早くジェイナスに白い杖を向けた。


「邪じや魔まをするな！　魔法反射の光プリズム・ブレイク!!」


　瞬しゆん時じに魔法を完成させ、魔力を帯びた動物の骨を暴ぼう走そうさせる。


　ボンっと、肉の焼ける匂いがあたりに立ち込めた。


「ぐぬっ……!!」


　暴走した魔力は行き場をなくし、ジェイナスの右手首から先ごと爆はぜた。


「ジェイナス!?」


　レムの悲鳴にも似た叫び声ごえ。


　駆け寄ろうとするレムを、ジェイナスが大声で制する。


「僕はいい！　ルファ君を！」


　なくなった手首をかばいつつ、ジェイナスは顔色を青くしていた。


　ジェイナスの肩かたに乗るバンクが、心配そうな様子で青くなった顔を見ている。


「ルファ先せん輩ぱい！」


　誰もが叫ぶことしかできなかったそのとき。


　一いち陣じんの突とつ風ぷうが吹きぬけた。


　上空を見上げていたルファには見えた。


　魔神の手に負けないほどの大きさの怪かい鳥ちよう。


　それが、魔神の手に嚙かみ付いた。


　魔神の手はそれでも一直線に、ルファに向かって落ちてくる。


　怪鳥の頭から、小さな影かげが魔神の手に飛び移った。


　カッと一瞬だけ影から光が放たれる。


　すると、魔神の手の表面に、黒い線が走った。


　蜘く蛛もの巣すを思わせる奇き妙みような文もん様よう。


　それは、地形の魔力を奪い、破壊する〝世界結合の烙印アース・コンセント〟の軌跡だ。


　蜘蛛の巣の文様が、まるで心臓のようにドクンと脈動した。


　信じられないといった目で、ルファはその光景を眺める。


　この魔法の使い手に、ルファは心当たりがあった。


　ルファの視界に、人影が魔神の手を駆け下りてくるのが見えた。


　光を放つ細身の剣を、魔神の手に突き立て切り裂きながら、手と一緒に落ちてくるその影に、ルファは見覚えがあった。


　やがて。


　ルファに触ふれる直前で、魔神の手は霧む散さんした。


　手の上を走っていた少年は、曲芸士のように空中で一回転してからルファの目の前に降り立った。


　黒いくせ毛を短く切り、魔ガ法ル学テ園ンの烙らく印いん魔法科の制服に身を包んだ少年。


　その背中には、柄つかが黒く鞘さやの白いぼろぼろの奇き妙みような大剣。


　大剣の先には蜘蛛の巣を思わせる烙印が光を放っており、手に持つ細身の剣にそれそっくりの文様が浮うかんでいた。


「チッ」


　少年の舌打ちが、ひどく懐なつかしい。


「どういう状じよう況きようかわからないけど……あんまり穏おだやかじゃないな」


　少年は頭をがりがりと搔かきながら、ルファに笑いかけてくる。


　ルファは、呼びたくて呼びたくてしかたなかった少年の名を叫ぼうとした。




[image: ]


　瞬間、ルファの中で何かが弾はじけた。


　喜き怒ど哀あい楽らくをごちゃ混ぜにして、まったくべつの感情が生まれた。


　いや、きっと本当はずっと自分の中でくすぶっていただけ。


　お姉ちゃんだからという小さな自尊心が。


　女の子だからという意味のない願望が。


　邪魔をして、見えなくなってしまっていた想い。


　自分で気づいた、怒りとも悲しみとも喜びともとれないこの感情を、人は愛と呼ぶのかもしれない。


（私にはわからないけど……）


　ルファは心の中で呟つぶやいた。


（ただ、私がアッシュを大好きな気持ちは絶対！）


　想いを声に変え、ルファは叫んだ。


「アッシュ!!」


　おぉと応こたえるアッシュの声が、ルファの心に染み込んでくる。


　それに呼応するように。


「アッシュさん！」とパッフェルが。


「アッシュ君……」とジェイナスが。


「アッシュ」とベルモンドが。


「やれやれ、ようやくか」とレムが。


　待ち望んだ人物の帰りを喜んだ。


　アッシュは全員の顔を見み渡わたして、少しだけ照れた表情で。


「ただいま、みんな」


　それでも笑って声を出した。





「生きていたのかね？」


　ライルの問いに、アッシュは身体ごと振ふり返かえった。


「あぁ。俺も不思議なくらいだ」


「いまさら驚おどろくまい。ルファさんたちも生きていたのだからね」


　すっと、ライルは杖つえの先せん端たんをアッシュへと向ける。


「今度こそ、殺してやろう」


「チッ。まだそんなこと言ってるのかよ、先輩は」


　アッシュは頭を搔き、舌打ちをひとつ。


「まぁ、いいか。相手してやるよ」


　アッシュは不敵に笑い、腰こしの細身の剣を構える。


「うおっ!?」


「む……」


　だが、中庭に蒼目の怪鳥ブルーアイズ・ロツクが降り立ち、その風に煽あおられた。


　ようやく怪鳥の存在に気づき、ライルは絶句した。


　怪鳥が地上へと降り立つ姿は、あまりにも優美で神こう々ごうしい。


　神という存在がいるのなら、このような姿をしているのではないか。


　誰もがそう思ってしまうほどだ。


　到とう底てい、人の身で敵かなう存在ではない。


　さらに、次の瞬しゆん間かん、全員が我が目を疑った。


　地上へと降りた怪鳥の身体が発光し、徐じよ々じよに小さくなっていったからだ。


「今、なんとおっしゃいました？」


　光の中から聞こえてきたのは、透すき通とおるような少女の声。


「メディア」


　アッシュのつぶやきとともに、光が晴れた。


　桃もも色いろの髪かみのきれいな女性がそこに立っている。


　水着にしか見えない、やけに露ろ出しゆつの多い服と身体いっぱいにちりばめられた真しん珠じゆのアクセサリー。


　頭におかれた真珠のティアラが太陽の光を反射した。


「アッシュ様。止めないでくださいまし……そこの者。あなたは誰に杖を向けているのかわかっているのですか？」


　突とつ然ぜん現れたメディアに、さすがのライルも戸と惑まどいを隠せない。


　変質魔法だろうが、よほど卓たく越えつした使い手だろう。蒼目の怪鳥ブルーアイズ・ロツクになれる人物など、そうはいない。


「そのお方はすべての海の民たみの英えい雄ゆうですわ。アッシュ様に杖を向けること、海の民を敵に回すことと知りなさい！」


「アッシュが……英雄？」


「ど、どういうことですか!?」


「あとで説明するよ」


　ルファとパッフェルの疑問にアッシュはそう答えた。


　ライルは低い声を出し、メディアに視線を送った。


「何者だ……」


「わたくしはメディア。アリアオロの姫ひめですわ」


　きっぱりとメディアが言い切り、場が静まり返る。


「ばかな……噓うそをつくならもう少しましなものにしたまえ」


　深海都市アリアオロ。


　五百年ほど前の黄金時代以前まではバランと交易があった。


　だが今は、存在するかどうか誰だれも知らない、人魚たちの王国だ。


「ほぅ、そのティアラ。アリアオロの姫ひめ君ぎみというのは本当のようだ」


　ふと、レムがメディアのティアラを見て楽しそうに言った。


「あら？　ごぞんじですの？」


「ずいぶん昔に、それを見たことがある。セシリー殿どのは息そく災さいか？」


「元気ですわ」


　まるで昔からの友人の安否を気き遣づかうようなレムの言葉に、メディアがうなずき返した。


「だから、なんだというのかね!?」


　ライルは激高し、メディアへと杖の先端を向ける。


　すると、慌あわててエドガーがそれを止めた。


「やめろ!!」


「なにをするのだね!?」


　予想外の相手に止められて、ライルは暴れた。


「真珠のティアラ……あの女は間ま違ちがいなくアリアオロの姫だ!!　だとすれば、バランを……いや、魔ガ法ル学テ園ンを危機にさらすことになる!!」


「クッ」


　ライルは悔くやしそうに唇くちびるを嚙んだ。


　他国の姫君に対して杖を向ける。しかも国営機関である魔ガ法ル学テ園ンの生徒が。


　どう考えても、個人ではなく国の問題になる。


「さて、そちらの男性もわたくしをアリアオロの姫だと認めましたわ。ならば、あなたの抵てい抗こうはなんの意味もありませんわよ？」


　エドガーを指差し、メディアは言う。


　ライルは血が出るほど唇を嚙んだ。


　そう、もう知ってしまった。


　この場にいる誰しもが、聞いてしまったのだ。


　もしメディアが本当にアリアオロの姫君で、外交問題になったら、知らぬ存ぜぬとはもう言いい逃のがれはできない。


　ライルの連れてきた人たちは、エドガーを含ふくめてすでに戦う意い欲よくを失っている。


　逆に、ルファたちはなにがあっても最後まで戦い抜ぬくだろう。


　アッシュが帰ってきたから。


　どのような策を、言葉を弄ろうしたところで彼らが諦あきらめることはもうない。


　それを理解したとき、からんっと乾かわいた音が鳴った。


　ライルの手から、樫かしの杖が零こぼれ落ちていた。





　すべてが終わり、ライルとエドガーは拘こう束そくされた。


　そして、アッシュはその場にいる人たちを振り返ろうとした。


「アッシュ様！」


「うぉ!?　メ、メディア、放してくれ!?」


　だが、突然後ろからメディアに抱だきつかれ、狼ろう狽ばいする。


「ステキでしたわ！　わたくしの背から飛び降りて、そこの女性を助けたときなんて、もう……たまりませんでしたわ！　さすがは、わたくしの運命の方！　次はわたくしにしてくださいまし！」


「だぁー！　もう、うるせー！」


　耳もとで叫さけばれ、アッシュががばっとメディアの身体からだを引っぺがす。


　ベルモンドとジェイナスの笑い声が響ひびいた。


「相変わらず、だぜ」


「えぇ……アッシュ君ですね……うっ」


　ジェイナスはうめき、右手を押さえてうずくまった。


「ジェイナス！　誰か、変へん質しつ魔ま導どう師しを連れて来い！」


　レムがその場にいる人物を振り返り叫んだ。


　すると、先ほどまでふざけていたメディアが、真しん剣けんな表情となる。


「診みせてくださいまし……」


　メディアはジェイナスへと近づいていく。


　そっとしゃがみこみ、まじまじと傷口を眺ながめた。


「さぞ痛いでしょうが、この程度ならすぐに治せますわ。少し、我が慢まんしてくださいましね」


　メディアはジェイナスのなくなった右手首に手を添えた。


「仮初の〈真の名〉を与あたえる。汝なんじをあるがままの姿に……」


　ぱぁっと、ジェイナスの右みぎ腕うでが光に包まれる。


「こ、これは……!!」


　驚きよう愕がくはジェイナスのもの。


　ぐにゃぐにゃと、まるで身体がゴムのようになったのかとジェイナスは錯さつ覚かくした。


　青くなっていた顔色は、いつもの色に戻もどり、気がつけば右手首から先が戻っていた。


「ま、まさか……真珠の秘術？」


「あら？　さすがはアッシュ様の先生ですわ。よくご存知で」


「文ぶん献けんで見たことがあるだけですが……これはすごい！」


　先ほどまで痛がっていたとは思えないほど、ジェイナスは興奮して立ち上がった。


「変質魔ま法ほうと理ことわりを同じくしながらも、その効果は比ひ較かくにならないという、人魚姫だけが持つ特とく殊しゆな力！　過去のアリアオロでは、このような特別な力を持つ者が女王になったと聞きいたことがあります」


「本当に、よくご存知ですわ。ですが、わたくしの魔法はまだまだ未熟ですの。その手首は一いつ時ときの間、元に戻っているだけですわ。三時間もすれば、またなくなってしまいますの。だから、早く本格的な治ち療りようをお受けになった方がよろしいですわ」


「そ、そうですか」


　メディアに諭さとされ、ジェイナスは恥はずかしさから若じやつ干かん赤くなった。


　そして、自身の腕の感かん触しよくを確かめるように、さてとジェイナスは両手を叩たたいた。


「積もる話はありますが、僕は治療が先決ですね。お先に失礼します」


　ジェイナスは意味ありげな視線を、レムとベルモンドに向ける。


　ふたりは頷うなずきをひとつ。


「では、後でセシリー殿の話を聞かせてくれ」


　レムは拘束されたライルとエドガーを無理やり立たせ、連行しながら言う。


「がんばれよ」


　ベルモンドはアッシュの肩かたをぽんと叩いてジェイナスと一いつ緒しよに離はなれていった。


　魔ガ法ル学テ園ンの中庭には、アッシュとルファとパッフェルとメディアの四人が残される。


「……アッシュさん」


　うつむき、肩を震ふるわせていたパッフェルが、アッシュを呼ぶ。


「パッフェル、心配を──ってうぉ!?」


「アッシュさん!!」


　続けようとした言葉を途と中ちゆうでさえぎられ、パッフェルがアッシュへと飛び掛かかった。


「心配したんですよぉー！」


　張はり詰つめていた緊きん張ちようの糸が切れたのだろう。


　顔をくしゃくしゃにし、声を震わせてパッフェルはアッシュの腕の中でぼろぼろ泣いた。


「あたし、がんばったんですから!!」


「あぁ……ありがとうパッフェル。ルファを守ってくれて」


「えへ、えへへへ」


　ぽんと頭に手を置かれて、パッフェルはようやく笑う。


　すりすりと、何度もアッシュの胸に頰ほおを擦こすりつけた。


　パッフェルの身体の震えが止まるまで、アッシュは頭を撫なで続け、やがて視線を上げる。


　そこに、誰よりも会いたかったルファがいた。


「ルファ……」


「うん」


　たった一言交かわしただけで、アッシュはルファがずいぶん大変な目に遭あったことを理解した。


「おかえりなさい」


　そっと、ルファが自分の指で目め尻じりを拭ぬぐう。


「あぁ……」


　アッシュはそっけなく返事をしながら、パッフェルの身体をそっと引きはがす。


「むむ……」


　不満げに口を尖とがらせるパッフェルをその場に残し、アッシュはルファの元へ歩いた。


　ルファの元にたどりつくまでの十秒程度。


　アッシュはいろいろなことを考えた。


　ルファはすこしやつれていたし、心なし髪かみにもツヤがない。


　それでも、ぐっと美しくなったとアッシュは思う。


　たった二ヶ月。


　されど二ヶ月。


　会えないことは、こんなにも寂さびしいもので、それゆえ人を成長させる。


「ルファ……」


「アッシュ……」


　ふたりは、自然と抱だき合あっていた。


　ぎゅっと、相手が痛くなるほど自分の身体を押し付け合う。


　お互たがいがお互いの温ぬくもりを感じ、生きている鼓こ動どうを欲ほつしていた。


　言葉なんてなくても、想いは伝わる。


　アッシュは確かに今、それを感じていた。


　抱き合いながら、ルファはアッシュの耳もとで囁ささやいた。


「ちょっとだけ身長伸のびたわね」


「そうか？」


　自覚はないが、心なしルファの視線が近くなったようにアッシュは思った。


「うん。伸びたよ」


「ルファが言うなら、きっとそうなんだろう」


　ずっと傍そばで自分を見てくれていたルファが言うのだ。


　間ま違ちがいない。


　永遠に続くかと思われた、永遠に続けたかったルファとの想いの確かめ合い。


　それを終えたのは、ルファの方からだった。


「ところでアッシュ」


「うん？」


　背中に回されるルファの指が、アッシュの服をぎゅっと摑つかんだ。


「そこのメディアって女の人と、どうして知り合ったの？」


　地じ獄ごくの底から響いてくるような、ルファの低い声。


　ルファが服を摑んだのは、自分を逃にがさないためだと理解したとき、アッシュの表情が凍こおりついた。


「い、いやメディアは俺の──」


「運命の人、ですわ！」


　命の恩人という言葉をさえぎって、いつの間にか近くにいたメディアが高らかに宣言する。


「ふーん……」


「メディアぁ!?　いて!?　ルファ、痛いって!!」


　ルファはそっけない返事を返しながら、めきめきと指に力を込める。


「へぇ……」


　そして、メディア同様いつの間にか近づいていたパッフェルが、アッシュの横腹にどすどすと何度も拳こぶしを入れる。


「ご、ごふっ!?　パ、パッフェル……お前まで」


　内臓に直接ダメージを与えるようなパッフェルの拳に、アッシュは悲鳴を上げた。


　そんなアッシュの首に、まるでルファたちに見せ付けるようにメディアは横から身体を巻きつける。


「わたくしとアッシュ様は運命で結ばれているのですわ。アッシュ様の愛人かなにかは知りませんが、心の狭せまいおふたりでは敵にすらなりませんわね」


　ルデパールで会ったパステルの影えい響きようを受けたのか、メディアは余よ裕ゆうぶった態度で艶つややかな笑顔を見せた。


　ピシッと周囲の空気に亀き裂れつが入る。


「〝死点の烙印デツド・ホール〟発動」


　ぞっとするほどの無表情でパッフェルが拳を固め。


「其そは稲いな妻ずまを纏まとう、蒼あおき嵐らん竜りゆう……」


　いつの間にか銀ぎん髪ぱつになったルファが虚こ空くうに巨きよ大だいな六ろく芒ぼう星せいを作り出していた。


「だぁー！　もう、落ち着けぇぇぇぇ！」


　魔ガ法ル学テ園ンの中庭に、アッシュの絶ぜつ叫きようが木こ霊だまする。


　騒さわがしい毎日が帰ってきたことを、アッシュは実感していた。


　ただ、今はまったく楽しくなかった。





　アッシュたちが日常を取とり戻したちょうどその頃ころ。


　事態は急速に動き出していた。


　バランの王城、そこの一室には十人ほどの人間たちがいた。


　その男たちは皆みな、銀色に輝かがやく甲かつ冑ちゆうに身を包み、アルデ＝バラン王国の騎き士しの証である杖つえの紋章エンブレムを胸に刻んでいる。


　上座の壁かべには、紋章エンブレムと同じ国旗が広げられていた。


　右目を眼帯で覆おおった精せい悍かんな男性がひとり、目の前の机に広げられたバラン周辺の地図を見ながら、静かに座っている。


　部屋の中にはぴりぴりとした空気が漂ただよっており、誰しも息を詰つまらせていた。


　ここは、バラン騎士団の詰め所であり作戦司令室だ。


「伝令！」


　突とつ然ぜん、甲冑をがしゃがしゃいわせ、一人の若い男が詰め所の中に飛び込んできた。


「騒そう々ぞうしい」


　眼帯の男が若い騎士を睨にらみつける。


「申し訳ありません！」


　甲冑を鳴らし、若い騎士はぐっと背筋を伸ばした。


「いい。報告を」


「六芒星の先から突とつ如じよ精せい霊れいが出現、バランに向かって進行中であります！」


　ざわっとなる騎士たちを、眼帯の男は残った左目だけで黙だまらせる。


「どの、六芒星だ？」


「すべてであります！」


　ぐっと息を[image: ]のんだ音が詰め所に響ひびく。


「調査隊は？」


「いまだ、帰き還かんしておりません」


「全ぜん滅めつしたか……」


　嘆たん息そくし、眼帯の男はかぶりを振ふった。


　男は立ち上がり、詰め所の騎士たちの顔をひとりひとり見ていく。


「王に報告を急げ」


「た、隊長殿どの」


「まだあるのか？」


「はい。つい先ほど魔ガ法ル学テ園ンの上空に巨大な手が出現し、それに向かって怪かい鳥ちようが飛んで行ったとの報告があります」


「またあそこか。このようなときに……」


　頭痛を堪こらえるように、眼帯の男は右手で額を覆う。


　いつもいざこざが絶えない魔ガ法ル学テ園ンだが、こんなときぐらい自重しろと眼帯の男は思った。


　いや、こんなときだからこそか。


　まだ心も身体からだも成長しきっていない子供たちが集まる場所だからこそ、大人の不安は伝わるものだ。


「手と怪鳥は？」


「ものの数分で消え去ったとのことです」


「そうか。ならば、事情聴ちよう取しゆに向かえ。それとついでに徴ちよう兵へいした教師たちと志願兵をつれて来い」


　王の命令書を送って、一日も経たっていない。


　だが、非常事態なのだ。しかたがない。


「本気でありますか？」


　若い騎士は挑いどむような目で、眼帯の男を睨む。


「どういう意味だ？」


「あそこは、確かに優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいを多く抱かかえています！　ですが、所しよ詮せんは我々と違ちがい、訓練されていない者たちばかりであります！　そのような輩やからを兵として組み込んだとしても、足手まといにしか!?」


「王の勅ちよく令れいだ。拒きよ否ひする権利は我々にはない」


　無む駄だな時間をとったとばかりに、眼帯の男は周りの騎士たちに指示を飛ばす。


「ですが!?」


「黙れ！」


　なおも食い下がる騎士の頰ほおを殴なぐりつける。


　甲冑を着込んでいるというのに若い騎士は壁かべ際ぎわまで吹ふき飛とばされ、強したたかに背中を打ちつけた。


　眼帯の男は思った。


　確かに、魔ガ法ル学テ園ンに住む者たちは、教師も生徒も騎士である自分たちとは違う。


　国を家とし、それを守る騎士たちが親であるのなら、魔ガ法ル学テ園ンの住人たちはまるで子供だ。


　わがままで騒がしく、家の中を駆かけずり回まわって親に迷めい惑わくをかける。


　空に出現したという手、巨大な怪鳥。


　そのどちらも、たぶん子供のいたずらのようなものだ。


　そう考えつつ、眼帯の男はぽつりと漏もらした。


「だが家を守りたいのは、子も同じはずだ」


　結局、騎士も魔ガ法ル学テ園ンの住人もバランという街に住んでいる。


　だったら、心は一つだろう。


　同じ家に住む、家族なのだから。


「え……？」


　殴られた箇か所しよを押さえ、わけもわからず若い騎士は目をしばたたかせた。


　眼帯の男は詰め所の出口に急ぐ。


　部屋を出るときに、出口で控ひかえていた騎士から兜かぶとを渡わたされる。


　それをかぶりながら、眼帯の男は告げた。


「戦争が始まる……」




第三章　星を継つぎし者たち




　ルファと再会してから一日後。


　アッシュたちは、ジェイナスの研究室に押し込まれていた。


　まだ朝早く、本来なら授業が行われている時間だ。


　椅い子すに座ったまま、げんなりした顔でアッシュは視線を動かす。


「ん？　どうした？」


　まず、窓際にレムが腕うでを組んで立っていた。


「不景気そうな面つらだぜ」


「アッシュはいいよねぇ」


　その横に、にやにやしているベルモンドとクラフト。


「アッシュさんは、女の敵だと思います」


　アッシュの左ひだり隣どなりで、なぜかはわからないがパッフェルが目を細めており。


「ふん、だ」


　そしてアッシュの右隣には、昨日からずっとむくれたままのルファがいる。


「多すぎじゃないか？」


　今は学園長にあいさつをしに行っているメディアも含ふくめれば、かなりの人数がいる。


「我が慢まんしてください」


　アッシュは眉まゆを寄せ、苦笑するジェイナスに文句を言った。


　そのジェイナスの肩かたに乗ったバンクが、退たい屈くつそうに欠伸あくびをしている。


「さて、今日お集まりいただいたのは他でもありません。朝礼での話についてです」


　全員、ジェイナスに集められた理由について見当はついていた。


　つい二時間ほど前、魔ガ法ル学テ園ンでは全生徒を集めた朝礼が緊きん急きゆうに行われた。


　三さん角かく塔とうの前の壇だん上じように立った学園長は、苦々しい表情で告げた。


　昨日の昼過ぎ、アッシュたちが魔ガ法ル学テ園ンに到とう着ちやくしたすぐ後。バランを暗黒領域化した原因と思われる四つの六ろく芒ぼう星せいから、精せい霊れいが出現しバランへと侵しん攻こうをはじめた。


　その数は膨ぼう大だいで、バランの騎き士し団だんと魔ま法ほう騎士団が迎むかえ撃うった。


　当初、バランは精霊たちを圧あつ倒とうしていた。


　ところが、精霊たちは際限なく六芒星の先から現れ続けたのだという。


　それは夜間も変わらず、バランは一日中戦いを続けていた。


「現状、バランはまだ戦力を温存しています。東と南と西の城門をそれぞれいくつかの部隊で守りつつ、全体の兵士の半分を休ませています」


「つまり、半分が休んでいる間に、もう半分の兵士が戦っている状態だ」


　ジェイナスの説明をレムが補足する。


「それなら、なんの問題もないんじゃないか？」


　アッシュが疑問をはさむと、意外なことにパッフェルが首を横に振った。


「ダメですよ。戦う以上、前線の兵士さんたちはどうしたって怪け我がをしてしまいます。それに……」


　一いつ瞬しゆん言いい淀よどんだパッフェルの言葉の続きを、ベルモンドが引ひき継ついだ。


「怪我だけならまだいいぜ。当たり前だが、死ぬやつだって出てくる」


　パッフェルもベルモンドも、魔ガ法ル学テ園ンにくる前は傭よう兵へいとして戦場を駆け巡めぐっていた。


　ゆえに、現実を知っている。


　ジェイナスが真しん剣けんな表情になり、言葉を続ける。


「怪我であれば変質魔法で治ち療りようすることもできます。残ざん酷こくな言い方ですが、死んだ兵士はどうしようもありません。バランの兵士の数は確実に減っていっています」


「つまり、今はいいけど、いつか絶対に兵士が足りなくなるって言いたいんだな」


　アッシュの問いに、ジェイナスが頷うなずいた。


「そこで、今日の学園長の話になるわけか……」


　アッシュはがじがじと頭を搔かく。


　学園長は言った。


　魔ガ法ル学テ園ンの教師を兵士として前線に送り、望む者がいれば生徒であっても軍の一部に組み込んでもらえると。


　重苦しい空気が、部屋の中を満たす。


「それで、ジェイナス先生は何が言いたいんだ？」


「本題に入る前に、まずは報告を」


　ジェイナスは苦笑を浮うかべて、頰を指で搔く。


「僕は、兵士としてバランの軍に加わることになりました」


「なっ……!?」


　事情を知っていたレム以外の人物が、驚きよう愕がくに顔を硬こう直ちよくさせた。


「なんで……!!」


「学園長の取り計らい、とでも言いましょうか。本来なら牢ろうに入らなければならない僕の罪を、これで不問にしてくださるそうです」


「でもそれは──」


　死んでこいというメッセージに聞こえる。


　そう言葉を続けようとして、アッシュは声が出ないことに気がついた。


「アッシュ君、違いますよ。学園長は僕の意思を汲くんでくださったのです。学園長の命令がなくとも、僕は戦場に赴おもむいたでしょう」


　きっとその考えはバランに住む生徒を守るためのものだと、アッシュは正しく理解していた。


　この人は優しすぎると、アッシュは唇くちびるを嚙かんだ。


「レム、先生は？」


　恐おそる恐おそるといった様子で、パッフェルがレムに問う。


　不安げなその表情は、きっとレムの答えを予測していたから。


「わたしも行く。教師になってからというもの、まともに暴れていないからな。こんなチャンスはめったにない」


「やっぱり、なんですね」


　しゅんとうつむき、パッフェルは掠かすれる声で呟つぶやいた。


「僕とレムは明日あしたから学園を離はなれます。ですから、最後に教師としてお願いがあります」


「…………」


　誰だれもが無言で、ただジェイナスの言葉に耳を傾かたむけた。


「きっと、この後みなさんは学園長から呼び出しを受けます。内容は、兵士に志願しないか、というものです」


「それは、もう決まっているのか？」


「おそらく、ですが。正直なところ、もし僕がバランの司令官であったのなら、みなさんの力は非常に魅み力りよく的てきです」


　ジェイナスはまずベルモンドへと身体からだを向ける。


「ベルモンド君は傭兵経験があり、戦い慣れています。初めて戦場に立つ他の生徒よりも、頼たよりになります」


　次にパッフェル。


「パッフェル君も同様です。しかも、キミは烙らく印いん魔ま法ほう科の首席ですから、喉のどから手が出るほどの戦力ですよ」


　次はクラフト。


「クラフト君には、誰も持っていない力があります。公こう爵しやく家の長男と戦場をともにできれば、兵士たちは奮ふん起きし、武ぶ勲くんを立てようとがんばるでしょう」


　そして、ルファ。


「ルファ君の力は言わずもがな。しかもあなたは伝説の七しち星せい魔ま導どう師しの血を引く者です。希望となり、切り札ふだになりえます」


　最後に、アッシュ。


「アッシュ君の持つ元素の黒曜剣ブラツク・ソードは、別名精霊殺し。かの七星烙印魔導師が使い、精霊王すら封ふう印いんせしめた絶対の力です。使用者に死をもたらす剣とわかっていても、欲しい」


　ジェイナスは生徒たちの顔を、まるで心に焼き付けるようにしてひとりひとり見ていく。


「だから、お願いです。そんな皆みなさんだからこそ、戦争には参加しないでいてほしいのです」


　どういうことだろうと、アッシュは思った。


　自分たちが戦力になるというのなら、普ふ通つうは兵士になれと言われるのではないだろうか。


「このままの状じよう況きようが続けば、バランが陥かん落らくするのは時間の問題です。王と騎き士したちは城を守るために、最後まで勇ゆう敢かんに戦うでしょう。そうなったとき、戦う力を持たない民たみを守り、道しるべとなれるのはきっと皆さんのような人たちだと、僕は思うのです」


　ジェイナスは確信を抱いだいているかのように、自分の胸にそっと手を当てた。


「いずれは暗黒領域の出口も発見されるでしょう。皆さんはそこから逃にげ出して、生きてください。若い命を無む駄だにしないでください。これが、僕の教師としての最後のお願いです」


「ジェイナス、先生……でも！」


　がたりと椅子を鳴らして、アッシュは勢いよく立ち上がる。


「すまない。こいつの気持ちを汲んでやってくれ」


　それをレムに制されて、アッシュは何度か口を開いては閉じて、舌打ちしながらもう一度座った。


　試験であれ、生徒が暗黒領域に近づくことをいやがった。


〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉では、ルファを助けるためにひとりで死地に向かおうとした。


　魔ガ法ル学テ園ンでは、自分の身を顧かえりみずルファとパッフェルを助けるためにひと悶もん着ちやくを起こした。


　そんなジェイナスだから、生徒を大切に想う気持ちが痛いほど伝わってくる。


　身を切るような沈ちん黙もくが降りていた。


　やがて、レムが沈黙を破った。


「だが、わたしの願いは少し違ちがう」


「レム……？」


　意外そうな声を出したのは、ジェイナスだった。


「なんでもかんでも決め付けて、それが正しいと思い込む。ジェイナス、おまえの悪いくせだ」


「どういう、ことですか？」


「わたしは、好きにすればいいと思う。こいつらが自分で考え、答えを出し、その結果が兵士になることだったとしても、わたしはかまわない」


「……なっ!?」


　驚愕はジェイナスのもの。


「なにを言っているんですか!?　誰しもがあなたのように強いわけではありません！　命のやり取りを子供がしていいはずがないでしょう!?」


「こいつらはもう子供ではない。大切なものを持ち、それを守りたいと願うわたしたちと変わらない、ちゃんとした大人だ」


　だからと、レムは言葉を続ける。


「今日一日、自分たちの最良を考えてほしい。自分がなにをしたいのか。なにを守りたいのか。それをじっくり考えて、逃げるか残るか答えを出してくれ。わたしの願いはそれだ」


　ふたりの教師の異なる願い。


　それを受けて、アッシュたちはとっさに声を出すことができなかった。


　やがて、部屋の扉とびらがノックされ、メディアが姿を現す。


「失礼いたしますわ……っと、みなさん、どうしたのですか？」
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「なんでもない」


　魔ガ法ル学テ園ンと直接かかわりのないメディアに、今の話はするべきではないとアッシュは首を振ふった。


「アッシュ様がそうおっしゃるのでしたら、そうなのでしょう。ところで、みなさん。学園長様がお呼びですわよ？」





　学園長にはひとりひとり呼ばれて行った。


　アッシュは最後に呼ばれた。


　そこでアリアオロのことや、幽ゆう霊れい船せんの出来事、メディアとの関係を聞かれた後。「軍に入らないか？」と誘さそわれた。


「どうしたらいいんだろうな……」


　アッシュはひとり、学園の中庭の中央にある三さん角かく塔とうの前に座り込んでいる。ぼろぼろの黒曜剣ブラツク・ソードと腰こしの剣は脇わきに置いていた。


　学園長の話が長くなったため、時刻はすでに夕暮れになっていた。


　西の空は赤く、東の空はすでに瑠る璃り色いろの気配を漂ただよわせている。


　その、赤と青のちょうど中間に当たる空の下で、アッシュは黄昏たそがれていた。


　ふと、自分の隣となりに人が立つ気配があった。


「ルファか」


　視線を向けずに、アッシュは気配だけで相手を判別した。


「うん」と答える声は、間ま違ちがいなくルファのものだ。


「こんなところにいたんだ」


　ルファはそう言いながら、アッシュの隣に腰を下ろす。


　肩かたと肩が触ふれあうほど近くで、アッシュの鼓こ動どうが少しだけ速くなった。


「学園長から、誘われた？」


「あぁ……ルファもか？」


「うん……」


　ふたりは、お互たがいの返事がわかりきっていた。


『考えさせてほしい』


　きっとルファはそう言って、アッシュもそう答えていた。


「どうしよっか」


　不安げなルファの声。


「……そうだな」


　アッシュは両手を枕まくら代わりにし、後ろへごろんと寝ね転がった。


　自分はなにを迷っているのだろう、とアッシュは思う。


「レム先生の言葉、覚えている？」


　アッシュの心の内を読んだのか、ルファがそう切り出した。


「自分がなにをしたいのか。なにを守りたいのかを考えろ……か」


「うん」


　ねぇ、とルファは寝ころんだアッシュを振り返かえる。


　その瞳ひとみは、不安に揺ゆれていた。


「アッシュにとって、大切なことはなに？」


「俺にとって大切なこと……」


　問われて、アッシュは言葉に詰まった。


　自分が魔ガ法ル学テ園ンに入園した目的を思い出す。


　復ふく讐しゆう、だったはずだ。


　故こ郷きようと家族と友を焼いた精せい霊れい王おう。


　それに復讐するためだけに、十年という月つき日ひを剣に捧ささげた。


　六芒星の向こう側には精霊世界が広がっているらしい。


　精霊世界は精霊王が封じられている場所である。


　復讐が大切なら、今すぐにでも向かうべきだ。


　だけど、わからなくなった。


　義ち父ちであるガルークル。


　自分に剣と暗あん器きを教え、ずっと育ててくれたガルークルの裏切りが頭に引っかかっていた。


　幽ゆう霊れい船せんで出会ったとき、目的のためにジェイナスを襲ったとガルークルは言った。


　ならば、自分が黒曜剣ブラツク・ソードを渡されたのも、魔ガ法ル学テ園ンに入園させられたのも、すべてその目的のためなのかもしれない。


　いや、そもそもガルークルが自分を育てたのすら……。


　そう考えて、目ま蓋ぶたを閉じる。


　大切だと思っていたことが、まるで他人から与えられたもののように思えた。


　だから、アッシュはルファの問いに答えられない。


「アッシュにとって、守りたいことってなに？」


「俺の守りたいこと……」


　自分はなにを守りたいのだろう、とアッシュは思った。


　例えばバラン。


　多くの人が住み、魔法の発展に欠かせない国だ。


　例えば魔ガ法ル学テ園ン。


　一年も経っていないのに、まるで自分の家のように思える居い心地ごこちのいい場所。


　例えば仲間。


　教師や生徒を全部ひっくるめて、魔ガ法ル学テ園ンの生活を彩いろどってくれる、頼たよれる人たち。彼らがいなければ、きっとなにも楽しくはない。


「俺は、きっと全部守りたいんだ。バランも、魔ガ法ル学テ園ンも、ここに住む人たちも。誰だれにも死んでほしくないし、悲しんでほしくない」


「うん」


　ルファは静かにアッシュの言葉を聞いてくれる。


「でも、全部を守る自信がないんだ」


　あれ、っとアッシュは思った。


　魔ガ法ル学テ園ンに入園してから、いや、それ以前から。


　誰にも吐はかないようにしていた弱音が、なんの抵てい抗こうもなく出てきた。


　幼少時代にルファの腕うでの中で泣いてから、ずっと溜ため続けてきたもの。


　それが堰せきを切って溢あふれ出す。


「俺はきっと、何も守れない」


　アッシュの目蓋の裏に、燃える故郷が蘇よみがえる。


　あの日の自分は、本当に無力で。


　肉を灰に変え、崩くずれていく両親を救えなかった。


　ぼろぼろと壊こわれていく自分の家を、ただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。


「俺はきっと、何もできない」


　自分の声が震ふるえていることに気づき、アッシュは目元を手ての甲こうで隠かくした。


　ルファは一度立ち上がり、寝ねころんだままのアッシュの頭の真上に正座した。


　そっとアッシュの頭を持ち上げ、ルファは空いた空間に自分の膝ひざを差し込む。


　それから、自身の膝の上にアッシュの頭をそっとのせた。


　後頭部にやわらかいルファのふとももの感かん触しよく。


「な、なにやってんだ」


　アッシュは驚おどろいて、思わず目を覆おおう手を外した。


「なにって、膝ひざ枕まくらよ？」


　赤と青の境界の空の下、ルファが優しく笑っている。


「なんでだよ!?」


　泣き顔をルファに見られるのと、今の状じよう況きようを恥はずかしく思い、アッシュは慌あわてて身を起こそうとした。


　それをルファが優しく制す。


「私がしたいの。いいから、おとなしくしなさい」


　有無を言わせぬルファの口調。


　アッシュはどうしたものかと迷い、結局おとなしくなった。


「本当はね。うれしかったの。アッシュが私に甘えてくれて。だって私は──」


　アッシュの頭を、柔やわらかくなでながらルファは言う。


「お姉ちゃん、だからか？」


　ルファの言葉の先を予想して、アッシュはふてくされたように横を向く。


「違うわよ……バカ」


　予想外にルファがむっとした表情になり、アッシュは少し焦あせった。


「はぁ……まぁ、いいわ」


　そんなことより、とルファは言葉を続ける。


「アッシュが誰も守れない。そんなことは絶対にないわ」


「え……？」


「だって、私はアッシュに守ってもらったもの。〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉で、幽霊船の上で、アッシュは私を守ってくれた」


「でも、俺は黒曜剣ブラツク・ソードに頼らないとなにもできない」


〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉のことも、幽霊船の出来事も。


　黒曜剣ブラツク・ソードがなければ、なにもできなかった。


　アッシュは脇に置いたぼろぼろの黒曜剣ブラツク・ソードに触れ、持ち上げた。


　眼前に黒曜剣ブラツク・ソードをかざした。


「この剣は、たぶん俺なんかが使っちゃいけない物なんだ」


「どうして、そう思うの？」


「アリアオロで聞いたんだ。黒曜剣ブラツク・ソードを作り出した七しち星せい烙らく印いん魔ま導どう師しの話を」


「そっか……聞いちゃったんだ」


　寂さびしげなルファの言葉に、アッシュは目を白黒させた。


「知っていたのか？」


「少しだけ。前にね、七星召しよう喚かん術師の魂たましいを呼び出したときに、記き憶おくが流れ込んできたの」


「そう、だったのか」


　なぜ話さなかったのか、わざわざ問いただそうとは思わなかった。


　ルファが話さない方がいいと判断したのなら、きっとそうなのだろう。


「アッシュがどんな風に七星魔導師の話を聞いたのか、私にはわからないわ。でも、私はアッシュが黒曜剣ブラツク・ソードを持つのにふさわしいと思う」


「なぜ……？」


「なぜって……アッシュ、本当に七星魔導師の話をちゃんと聞いたの？」


「あ、あぁ」


　アッシュはうなずいた。


「確認するわよ。七星魔導師……じゃ、わかりにくいわね。アーニャさんとリオンさんは、いったいなにと戦ったの？」


「そりゃ、精霊王と」


「違ちがうわ。その後よ」


「後……」


　言われて、アッシュはセシリーとのアリアオロでの会話を思い出した。


　メディアの乱入で一時中断となったが、あの後セシリーは驚くべきことを教えてくれた。


　知られざる七星魔導師の物語。


　精霊王を封じ込こめた彼らの、新たな敵の話だ。


　アッシュはそれを思い出しながら、ぽつぽつと語り始める。


「リオンさんは、精霊王を倒すため黒曜剣ブラツク・ソードを半ばまで抜ぬいて……」


「そのときは黒曜剣ブラツク・ソードじゃなくて、黒こつ剣けんだったけどね」


　ルファの指し摘てきに、アッシュはうなずき、言い直す。


「黒剣を抜いて、左手と左足を失った」


　黒曜剣ブラツク・ソードを解放したときに発生する黒い瘴しよう気き。


　直じかに触れたアッシュもルファも理解していた。


　あれは人を浸しん食しよくする魔の元素で、リオンはそれに喰くわれたのだ。


「それで、どうなったの？」


「……リオンさんは元々黒剣を使いすぎていて、身体からだが魔に近しい属性になっていた。喰われた身体の一部と魔の元素がそれで融ゆう合ごうして……悪魔デーモンが生まれたんだ」


　悪魔デーモン。


　魔の元素に近しい、邪じや悪あくで狡こう猾かつな魔ま物ものたちだ。


　上位のものであれば、ドラゴンすら上回る力を持っているともいう。


　世界共通の敵であり、恐おそれられている存在。


「悪魔デーモンはリオンさんの意志を強く引ひき継ついで生まれた」


　それは精霊王を殺すという想いであったと、セシリーは語っていた。


　まるで狂きよう信しん者のように、悪魔デーモンはその想いにつき動かされた。


　ゆえに、復讐の悪魔デーモンアリオクと呼ばれたのだという。


「精霊王を倒すため、悪魔デーモン……アリオクはリオンさんたちから黒剣を奪うばった。当時の黒剣では精霊王を倒せないから、それを強化しようとしたんだ」


　アッシュは黒曜剣ブラツク・ソードの鞘さやを撫なでた。


「リオンさんたちはアリオクを追い、黒剣を奪い返した。でも……」


　ルファがアッシュの言葉の続きを言う。


「遅おそかった。リオンさんたちがアリオクを追いつめたとき。アリオクは別の悪魔デーモンを呼び出し、黒剣の中に封じ込めた後だった。アッシュが黒曜剣ブラツク・ソードを抜いたときに現れる黒い手は、アリオクが封じた悪魔デーモンのものなの」


「らしいな。リオンさんたちは悪魔デーモンが封じられた黒剣に、さらに封ふう印いんを施ほどこした。封じられた悪魔デーモンが勝手に解放されないよう、特定の烙らく印いんを刻んで、正しい心を持つ者以外、使えなくした」


　アッシュは自身の両手を見下ろした。


　精霊と対たい峙じしたとき、黒曜剣ブラツク・ソードを使うとき、この両手はまるで心臓になったかのように脈動する。


　それが、烙印が刻まれている証あかしなのだとセシリーは言った。


「こうして黒剣は生まれ変わり、黒曜剣ブラツク・ソードとなった……」


「そうね」


　確認を終え、ルファはアッシュが頭の中を整理するのを待ってから、口を開いた。


「アッシュは、リオンさんがどんな気持ちで黒曜剣ブラツク・ソードを作ったか、知っている？」


　たった一本の剣に振ふり回されたリオン。


　人一倍死を恐れ、誰よりも死に近かった男だったらしい。


　そのリオンが、どんな想いで黒剣を扱あつかい、黒曜剣ブラツク・ソードを生み出したのかは誰も知らないこと。


　セシリーはそう語った。


「わからないけど……やっぱり、怖こわかったんじゃないか。悪魔デーモンを封じた剣なんて、持っているだけでも呪のろわれそうだし」


「半分、正解。半分、外れ」


　すべてをわかっているかのように、ルファはアッシュの言葉を肯こう定ていし、否定した。


「ただ悪魔デーモンが封じられているのが怖かったのなら、その場で黒曜剣ブラツク・ソードは破は壊かいされていたわ。リオンさんが本当に怖かったのは、精霊王が再び復活すること。そして、そのとき黒曜剣ブラツク・ソードがなくなってしまっていることよ」


　精霊に絶対の力を持つ黒曜剣ブラツク・ソード。


　確かに、それが失われてしまっていたなら、精霊王が復活したとき人類に対たい抗こうする術すべがない。


「誰だれかが黒曜剣ブラツク・ソードの力に目をつけ、悪魔デーモンを使って悪事を働いたなら、黒曜剣ブラツク・ソードは破壊されてしまうかもしれないでしょ？　だから正しい心を持っていないと、黒曜剣ブラツク・ソードは抜けない。鍵かぎとなる烙印が発動しないから」


「なんで、そんなことがルファにわかるんだ？」


「私は、リオンさんの戦いを一番近くで見ていた人の記憶を覗のぞいたから……」


　そうか、とアッシュは思う。


　ルファが呼び出した七星召喚術師とはアーニャのことだ。


　ならば、セシリーよりもリオンに詳くわしいのは当たり前。


　だって、アーニャとリオンは黒曜剣ブラツク・ソードを作った後、ふたりで辺境へと移り住み、千年続く血脈を残したのだ。


「正しい心って、なんだと思う？」


「正しい、心……？」


　ルファの問いに、アッシュは困った。


　セシリーに教えられたときは、漠ばく然ぜんとしすぎて疑問にも思わなかった。


　そういうものなのだろうと、聞き流した。


　でも、正しい心とは一体なんだろう。


　それがきっとリオンが残した想いで、自分には足りないもの。


「なんなんだ!?　教えてくれ!?」


　アッシュはがばっと膝ひざ立ちになり、正面からルファの両りよう肩かたを摑つかんだ。


　必死なアッシュの様子に、ルファはくすくすと笑顔を見せる。


「アッシュはね。もう、リオンさんの想いをちゃんと受うけ継いでいるわ」


「なんだよそれ!?　黒曜剣ブラツク・ソードを使えたからか!?　あのときは必死で、よくわからなくて……だから、ちゃんと教えてくれ!?」


　やれやれと、ルファは肩をすくめて見せる。


「それはね。大切ななにかを、守りたいと強く願うことなの。だからアッシュには黒曜剣ブラツク・ソードを使う資格は十分すぎるでしょ？」


「なん、だよそれ……」


　教えられたアッシュは、がっくりとうなだれた。


　守りたいから迷っているのに。


　迷いの答えがあると思ったのに。


　だけど、よくよく考えれば千年前の人物が、今の自分の悩なやみなど知るわけもない。


　ただの八つ当たりだと思い、アッシュは心の中でリオンに謝罪した。


「ねぇアッシュ。リオンさんは迷わなかったと思う？」


「え？」


　突とつ然ぜんの問いに、アッシュは聞き返すことしかできなかった。


　伝説の英えい雄ゆうが迷うはずなどない。


　そう思う。


「違うわ。どんな英雄たちも、英雄である前にひとりの人間なのよ。アーニャさんの記憶の中のリオンさんなんてひどいもんよ。魔物が出てきたら、常に悲鳴を上げて、逃にげ回っていたみたい」


「そんな、ばかな……」


　信じられないものを見る目で、アッシュはルファを見返した。


　だが、アーニャの魂たましいを宿したルファが言うのならそうなのだろう。


『英雄とは、他の誰かがそう思うから英雄になるのですよ』


　アリアオロで聞いた、セシリーの言葉が思い出される。


　多くの英雄は、英雄になろうと思って行動したのではないかもしれない。


　自分が正しいと思った道を進み、その結果を見て、他人が勝手に祭り上げる。


　そう、自分がそうだったではないか。


　仲間のためにと幽ゆう霊れい船せんを沈しずめた。


　その結果、いつの間にか海の英雄と讃たたえられていた。


「あ……」


　アッシュの中で、何かが弾はじけた。


「はっ、ははは」


　思わず、笑いが込み上げる。


　なにを考えていたのだろう。


「アッシュ？」


　突然様子の変わったアッシュに、ルファは怪け訝げんな目を向けた。


「わかった……わかったんだ」


　気づいてみれば簡単なことだ。


　なにを勘かん違ちがいしていたのか。


　英雄英雄と言われ、見失っていたこと。


　違ちがうと否定しながらも、心のどこかで喜んでいた自分の浅ましさに笑う。


　自分はいったい何者で。


　誰を守ると、〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉で誓ちかい。


　誰を支えたいと幽霊船の上で心に刻んだのか。


「俺が本当に守りたいものは──」


　それを思い出し、アッシュは目の前にいる少女をまっすぐ見つめる。


　黒曜剣ブラツク・ソードが抜けるとき、常に心の中にいた少女を。


「──ルファだ」


　バランも魔ガ法ル学テ園ンもそこに住む人たちも、かけがえのない大切なもの。


　だけど、自分は少しばかり剣が使えるだけの、ただの人間で。


　黒曜剣ブラツク・ソードがなければ魔法一つろくに使えない烙らく印いん魔法科の落ちこぼれ。


　全部を一度に守ろうとするから、迷ってしまう。


　違うのだ。


　きっと今のバランの惨さん状じようを作り出したのはガルークルで、ルファは父を止めたいと思っている。


　なら、ルファのためにガルークルを止めればいい。


　ルファを守ることが、すべてを守ることに繫つながる。


　そう確信して、アッシュの迷いは消え去った。


「へ？」


　一いつ瞬しゆん、ルファは何を言われたのかわからない様子だったが。


「あ、あぅ……」


　すぐに顔を真まっ赤かに染めて、うつむいた。


「も、もぅ……いきなり言うなんてずるいわ」


　照れて、視線をさまよわせるルファがあまりにも愛いとしくて、アッシュは自然とルファの唇くちびるに吸い寄せられていた。


「んむっ!?」


　メディアに無理やりされたときには、ただ戸と惑まどい、恥はずかしかっただけの行こう為い。


　でも、ルファとなら気恥ずかしさなんてぶっ飛んだ。


　ただいつまでもこうしていたいと、アッシュは思う。


　ルファは一度赤い顔のまま唇を離し。


「バカ……」


　アッシュの背に手を回して、自分から強く唇を押し付けてきた。


　その頃ころにはもう、太陽は完全に沈んでいる。


　北の空に輝かがやく七つ星が、アッシュたちを見下ろしていた。





　十分後。


「アッシュのバカァァァァ!!」


　という、くすぐったくなるような先ほどまでの「バカ」とはうって変わり、明らかなルファの怒ど声せいに送られて、アッシュは魔ガ法ル学テ園ンの中を走り回っていた。


　仕方ないのだ。


　今日中にやらなければならないことが、山ほどある。


　アッシュはとあることをルファに頼たのみ、拗すねられながらも許可をもらった。


　続いてパッフェルにも同じお願いをするために、姿を探していた。


　そして、パッフェルを学食で発見する。


　山盛りの肉料理をがっついていたパッフェルは、アッシュの顔を見るなり顔を輝かせた。


「あたしに会いにきてくれたんですか!?」


「あぁ」


　肯こう定ていを示すと、パッフェルは心からうれしそうに顔を綻ほころばせ、


「あ、あの、こ、これは違うんですよ？　腹が減っては戦いくさができないというか……」


　少し恥ずかしそうにしながら、山盛りの肉料理を身体からだで隠かくそうとした。


　パッフェルの行動に首をひねりつつも、アッシュはルファにしたのと同じお願いをする。


　すると、パッフェルはぽかんと口を半開きにしたまま固まった。


「ま、まさか、そんなことを聞くために、あたしを探していたんですか？」


「そうだけど……どうなんだ？」


　ぷちっと、アッシュはパッフェルの頭の血管が切れる音が聞こえた気がした。


　拳こぶしを強く握にぎり締しめ、怒いかりの形相を浮うかべるパッフェルだったが、すぐに大きく息をついた。


「まったく、どーかしてますよ」


　脱だつ力りよくし、拳を解いたパッフェルは「好きにしてください。あたしはやけ食いをします」と再び肉料理に向かった。


「じゃあな。また明日」


　アッシュはそう言い残し、目的の場所へと急ぐ。


　向かった場所は、懲ちよう罰ばつ室しつだった。


　中へと入り、左右を鉄てつ格ごう子しに囲まれた通路を奥の奥へと進んでいく。


　懲罰室の中は静まり返っており、アッシュの靴くつが鳴らす音がよく響ひびいた。


　程なくして、一番奥の部屋にたどり着く。


「わたしを笑いにきたのかね？」


「違うよ、ライル先せん輩ぱい」


　そこに、ライルが閉じ込められていた。


　鉄格子の向こう側にいるライルは、なにもかもどうでもよさそうに脱力し、ベッドに腰こし掛かけている。


「では、殺しにきたのかね？」


　ライルは皮肉げに口元を歪ゆがめ、アッシュを見る。


「それも違う。あんたと話がしたくてきたんだ」


　アッシュはそう言い、鉄格子の前に座りこんだ。


「わたしと話？　ふん、話すことなどなにもない」


「いいやある。少なくとも、俺には」


「…………」


　ライルは無言でアッシュから視線を外した。


　むっとするが、仕方がない。


　アッシュはライルに話を聞いてもらうため、どうするかを考えて数秒で思考を放ほう棄きする。


　もともと、まどろっこしいのは嫌きらいだ。


「単刀直入に言う。あんたをここから出してやる」


　別にアッシュにライルの処しよ罰ばつをどうこうする権限はない。


　だからアッシュはルファとパッフェルにお願いをした。


　すべては、ライルと話をするために。


「……キミはなにを言っているのかね？」


　無視を決め込む気だったライルだが、思わず声を発してしまった。


　ライルは一気に顔を怪け訝げんそうに歪める。


　それはそうだろう。


　幽霊船でアッシュたちを襲おそい、一いつ時ときとはいえ魔ガ法ル学テ園ンの敵に仕立てあげたのだ。


　そんな人物を懲罰室から出そうなど、どうかしているとしか思えない。


「その代わり、条件が二つある」


「聞くだけ聞こう」


　ライルはアッシュの言葉を聞く態勢になった。


「まずは一つ目。義と父うさんの目的を教えてほしい」


「なるほど、ガルークルの目的か……もう一つはなにかね？」


「それは……」


　アッシュは真しん剣けんな目でライルの目を見る。


「明日、俺たちは義父さんを止めるために精せい霊れい世界へ向かおうと思う。ライル先輩にも協力してほしいんだ」


「……なに？」


　驚きよう愕がくに目を見開き、ライルは低い声を出した。


「どういう意味かね？」


「言った通りだ。つまり、一いつ緒しよに戦ってほしい」


「バカにしているのかね。いや、これはもはや侮ぶ辱じよくだ」


　明らかな怒りを露あらわにし、ライルは顎あごだけで懲罰室の出口を示す。


「帰りたまえ。そして、二度と顔を見せないでもらいたい」


　ここが勝負どころだと、アッシュは思う。


　ライルを仲間に加えるため、アッシュはルファとパッフェルに頼み込んだ。


　ライルを許すように。


　ふたりは呆あきれ、パッフェルに至っては『どーかと思う』と疑問視した。


　それでも、アッシュはこれからの戦いに必要な人材だと確信していた。


　アッシュはじっくり考え、言葉を選んで喋しやべり出す。


「俺は、あんたのことを冷たい人間だと思っていた」


「…………」


　否定も肯定もせず、ライルは黙だまっていた。


　こちらの話を聞いているのかどうかもわからない。


　それでも、アッシュは言葉を続ける。


「でも、今回のことでわからなくなった」


　思えば、ライルの行動には不思議なことが多々あった。


「あんたは、ジェイナス先生を学園から遠ざけて、ルファとパッフェルをここにぶち込んだ。なぜ、そんなことをしたんだ？」


「決まっているだろう。保身のためだ」


　ライルは冷静な声で、アッシュの疑問に答える。


　ちゃんと聞いてくれていたと、アッシュは胸をなで下ろした。


「俺が聞きたいのはそういうことじゃない。あんたが本当に保身しか考えていなかったのなら、なぜ三人を殺さなかった？」


　これが、アッシュがライルの認識を改めたきっかけ。


「俺がわかるんだから、頭のいいあんたがわからないはずはない」


「……簡単に言ってくれる。あの三人を殺すなど、容易なことでは」


「ルファたちだって人間だ。何日か食事ができなければ衰すい弱じやくする。なのにあんたは毎日ベルモンドに食事を届けさせた」


　ルファは自分の意志で三日間食事をとらず、かなり衰弱していたと聞く。そのような状態で、ライルとまともに戦えるはずもない。


「ジェイナス先生だってそう。魔ガ法ル学テ園ンの教師のほとんどを懐かい柔じゆうしていたあんたのことだ。やろうと思えば、その教師たちを使ってなんとでもできただろう」


「…………」


「疑問はまだあるぞ！　よくよく考えれば、幽ゆう霊れい船せんのあんたもおかしかった。あんたはなぜビートさんの船を破は壊かいしなかった!?」


　幽霊船が漂ただよっていた海域は、港から一ヶ月の距きよ離り。


　唯ゆい一いつの足であるビートの船を破壊されていたら、ルファたちが無事に魔ガ法ル学テ園ンに帰ることはなかったはずだ。


「それは……」


「忘れていたとは言わせない。あんたは甲かん板ぱんの上で、船首に逃にげる俺たちに言ったよな、『そちらに行っても逃げ場は無い』って。ビートさんの船がある船せん尾びを背にしながら!!」


　一気に喋り、アッシュは肩かたで息いきをした。


「ふん……よく覚えているな」


　観念したように、ライルは鼻から大きく息を吐はいた。


「あんたは確かにいきすぎた思考の持ち主だ。魔ガ法ル学テ園ンさえ無事なら、ほかはどうなってもいいと考えているのがよくわかる」


　でも、とアッシュは言葉を続ける。


「あんたはいつも決定的な瞬しゆん間かんを遠ざけていた。殺すと言いながらも、誰だれも殺さなかった。そんなライル先輩だから、俺は信じられる」


「…………」


　ライルは腕うでを組み、黙もつ考こうしていた。


　数分ほどの沈ちん黙もくの後、ライルはゆっくりと顔を上げる。


「だが、ルファさんたちは……」


「ルファたちにはもう許可をもらっている。同じ話をして、納得してもらった」


「外そと堀ぼりはすでに埋うめられていたわけか……恐おそれ入いる」


　ライルは大きく息を吐き、やがて口元に笑みを浮うかべた。


「負けたよ。キミの力ちから技わざには感服した」


「俺は烙らく印いん魔ま導どう師しだからな。勢いだけなら、ほかの魔ま法ほう使つかいなんて目じゃない」


「そう、だな」


　ライルはアッシュから視線を外し、天てん井じようを見上げた。


「ただ、妙みような気分だ。負けを実感しているはずなのに、妙にすがすがしい」


　肩の荷にが下りたような表情で、ライルは言う。


　だが、ライルはふと思い立ったように表情を引き締めて、アッシュを見た。


「だが、どうやってわたしをここから出す？」


「被ひ害がい者しやがいなければ事件にならない。ジェイナス先生が使った手だろ？」


　そのために、ルファとパッフェルを説得したのだ。


「それでも、わたしにはまだ別の罪がある。学園を私的な理由で騒さわがせたあげく、エドガー先生を脅おどした」


「まぁ、そこらへんのことは、ジェイナス先生に任せる」


「呆れたものだね。最後は他人頼だのみかい？」


「足りない部分を補おぎないあうのが、仲間だろ？」


「ふっ、違ちがいない」


　アッシュは初めてライルの笑う顔を見て、うれしくなった。


「それじゃあ、ジェイナス先生に頼んでくる」


「あぁ、アッシュ君」


「ん？」


「わたしをここから出すのは、明日にしてくれたまえ」


「どうしたんだ？」


「いや、今日はひとりで考えごとをしたい気分でね。お願いするよ」


「わかった」


　アッシュは立ち上がりかけた腰こしを、もう一度おろす。


「最後に聞かせてくれ」


　ライルは頷うなずいた。


「ガルークルの目的だね。わたしも詳くわしくは知らないが……」


　顎に手をやり、ライルは言った。


「奴やつは、精霊王の復活を望んでいる。それも、ただ復活させるだけじゃない。なにか、とてつもないことをしようとしている」


　そしてライルはアッシュをまっすぐ見つめた。


「ガルークルの目的の鍵かぎとなるのは、アッシュ君。キミとルファさんだと言っていたよ」





　ライルと別れて、アッシュはジェイナスの研究室を訪たずねた。


　そろそろ夜も更ふけてきた時間帯。


　アッシュはジェイナス研究室と書かれたプレートのある部屋の扉とびらをノックする。


　返事を待って、中に入った。


「おや、アッシュ君」


「ん？　アッシュか」


　研究室の中には、ジェイナスとレムがいて、ふたり仲良く紅茶をすすっていたところのようだった。


「アッシュ様！　寂さびしかったですわ!?」


　そして、なぜかメディアもお茶会に参加しており、アッシュの姿を見るなり胸に飛びついてきた。


「っと、あぶないな」


「むぎゅ……」


　アッシュは胸に飛び込んできたメディアの頭を押さえこんだ。


　すると、レムがにやりと口くちの端はを持ち上げた。


「ほぅ……たった数時間の内に、アッシュも成長したようだな」


「はは、身体からだだけではなく、心も成長期なのでしょう」


　ジェイナスも楽しそうに笑っていた。


「…………」


　なんだかよくわからないが、からかわれていることだけはアッシュにもわかった。


　憮ぶ然ぜんとするアッシュに、ジェイナスは苦笑を浮うかべた。


「申し訳ないです。今アッシュ君の分も淹いれますので、座っていてください」


「いや、そんな」


「ちょうどおかわりを淹れようと思っていたところなんです。気にしないでください」


　言うが早いか、ジェイナスはさっそく準備に取り掛かかっていた。


「ありがとう」


　アッシュはそう言いながら、肩から黒曜剣ブラツク・ソードを外し、研究室の中央に置かれた机の椅い子すに腰こし掛かける。


「んふふー、アッシュ様ぁ～」


　アッシュの隣となりに、メディアが楽しそうにちょこんと座る。


　ちょうど四人が、丸型の机に対して四角形のような形で座る配置だ。


　机の上には三人分のカップと、お茶ちや請うけのクッキー。


　そして、お気に入りの寝ね床どこ用の布にじゃれつくバンクがいた。


「それで、ジェイナスになんの用だ？」


　レムが紅茶のカップを持ち上げて、それに口をつけた。


「ジェイナス先生に、義と父うさんのことを聞こうと思って」


「ガルークル、のことですか……」


　紅茶を淹れる手を止め、ジェイナスはぽつりと呟つぶやいた。


「あぁ。今回の、バランの暗黒領域化や、六ろく芒ぼう星せいの出現。それは全部、義父さんが仕組んだことかもしれない」


「なんだと……？」


　レムが意外そうな声を出し、ジェイナスは顎あごに手をやって考える。


「なぜ、アッシュ君は今回の事件にガルークルが関わっていると思ったのですか？」


「バランの四方に浮かぶ巨きよ大だいな六芒星を、義父さんが幽霊船で作り出したのを見たんだ。あの六芒星は、精せい霊れいの世界とつながっているらしい」


「ふむ。確かにその通りです。僕も魔ガ法ル学テ園ンを離はなれている間に、暗黒領域と並行して六芒星の調査をし、中を見ました。あれは、間ま違ちがいなく精霊世界とつながっています」


　クラフト君も同じものを見て、しかも土の精霊アース・エレメンタルに襲おそわれたのだから幻げん覚かくではないだろうと、ジェイナスは告げる。


　アッシュは頷いた。


「俺には、なぜ義父さんがこんなことをするのかわからないんだ。昔、義父さんと一いつ緒しよに冒ぼう険けんをしていたジェイナス先生なら、なにか知っているかと思って」


「うーん。それは僕もずっと考えていました。なぜガルークルは僕を襲い、封ふう印いんの書をうばったのか。今も考えていますが、僕にもその理由がわからないのです」


　ジェイナスはガルークルに襲われたときのことを思い出しながら言う。


　ガルークルは精霊王の分身であるフレイム・カーネルを呼び出すために、封印の書が必要だと語った。


　なるほど、確かに精霊の〈真の名〉が書かれている封印の書を利用し、精霊世界へと通じる異界への門を作り出すことはできるだろう。


　目的のための手段はわかる。


　だが、そもそもなぜ精霊世界へと続く門が必要なのか。その真意は全く見えない。


　ジェイナスはレムへと視線を向ける。


「レムはどうですか？」


　レムもまた、ジェイナスと共にガルークルと冒険をしていた人物だ。


　問われたレムは腕を組み、眉まゆを寄せる。


「わたしに聞くな。考えるのが苦手なことぐらい、知っているだろう」


　だが、とレムは言葉を続ける。


「やつの行動には違い和わ感かんが付きまとう。そもそもやつは、なぜジェイナスを背後から刺さした……？」


　そのレムの問いに、ジェイナスは頷き、逆にアッシュは首をひねった。


「もともとジェイナス先生を殺してでも封印の書を手に入れるつもりだったのなら、油断してるところを襲うのが一番効率がいいからに決まっているだろ？」


「む？　確かにその通りだが、やつはガルークルだ。無口で不器用だったが、召しよう喚かん術じゆつ師したるゆえんか、愚ぐ鈍どんなまでに誠実な男だった。そんなやつが、そもそもジェイナスを襲うとはわたしには考えにくい」


「えぇ。確かに言われてみればその通りです。現に、彼は自分の身を犠ぎ牲せいにして僕たちを何度も助けてくれました」


「うむ。やつの剣には何度助けられたことか……」


　その点で納得しているふたりを見て、アッシュはますますわけがわからなくなった。


　アッシュの中のガルークルは、無口で強い男。


　目的のためなら冷れい酷こくになり、効率を考える。そんな人物だった。


（俺と先生たちとで、義父さんの印象が違う？）


　アッシュはそう思い、ますます首をひねった。


　まるで、ガルークルという人物がふたりいるような、奇き妙みような感かん触しよくを覚えた。


「とはいえ、人間などうつろうものだ。娘むすめを育て、義理の息子むすこを持ったことでやつも変わったのかもな」


　考えても無む駄だだとばかりに、レムは肩かたをすくめた。


　アッシュもまた同様に考え、話を切きり替かえる。


「そういや、ジェイナス先生。頼みがあるんだ」


「はい？　なんでしょうか？」


　ジェイナスはくるりと顔だけでアッシュを振ふり返かえる。


　アッシュはジェイナスに見せ付けるように、黒曜剣ブラツク・ソードを差し出した。


「これを直してくれ」


「いっ!?　っ、あちち」


　アッシュの突とつ然ぜんの頼みに驚おどろき、ジェイナスは誤ってお湯を自分の手にかけてしまう。


　ジェイナスは慌あわててバケツの中に水を錬成し、自身の手をつけ込んだ。


「無茶を言わないでください。それは、誰だれが作ったのかもわからない魔ま法ほうの剣ですよ。おいそれと修理できるはずが……」


「そんなことはありませんわ。材料と優ゆう秀しゆうな錬れん金きん魔ま導どう師しの方がそろえば、すぐにでも修復できますわ。だって、もともと黒曜剣ブラツク・ソードは錬金魔法で生まれた剣ですもの。セシリー様からそう聞いていますわ」


「いや、ですがメディア姫ひめ。その材料というのが、僕にはさっぱりで……」


「嘆なげきの石が材料だって聞いた」


　アッシュはセシリーからそう聞いていたし、幽ゆう霊れい船せんに乗り込む前にマーマンたちも近いことを言っていた。


「うぐ……」


　ジェイナスはどうしたものかと困った表情で、頰ほおを搔かく。


「おまえの負けだ」


　にやにやと、レムが意地の悪い笑みでジェイナスを見ていた。


「ですが、それを直すということは……」


　やはり、ジェイナスはすごい人だとアッシュは思った。


　なぜ、今になって自分が黒曜剣ブラツク・ソードを直したいと言いにきたのか。それを正しく感じ取っている。


「頼たのむよ、先生」


　明日あしたの戦いに備えるため、アッシュは黒曜剣ブラツク・ソードを直しにきた。


　それを引き受けるということは、アッシュが戦場に赴おもむくことを肯こう定ていすることになる。


　ふと、レムが真しん剣けんな表情でジェイナスに言う。


「おまえは、いつまで経っても迷ってばかりだな」


「レム……」


　過去、ともに冒険をしていたふたりだ。


　アッシュやメディアでは計り知れない共有の時間が、ふたりにはあるのだろう。


「ジェイナス、信じてやれ。おまえがわたしを信じるように、わたしがおまえを信じるように、アッシュのことを信じてやれ」


「……わかり、ました」


　ジェイナスは紅茶の準備をすませ、アッシュへとカップを手て渡わたした。


「嘆きの石は今学園長が管理しているので、後でお借りしてきます」


　そして、アッシュの差し出す黒曜剣ブラツク・ソードを受け取った。


「学園長のところに行くのなら、ついでに頼まれてほしいことがある」


「なんですか？」


「ライル先せん輩ぱいを懲ちよう罰ばつ室しつから出してくれ。あの人も明日、俺と一緒に行くことになった」


「……は？」


　ぽかんと、ジェイナスは目を白黒させて固まった。


「くっ、くくく!!　アッシュ、おまえ……」


　レムがお腹を抱かかえて身体を折るところなど、アッシュは初めて見た。


　机の上のバンクは、そんなレムの様子に驚き、毛を逆立てて警けい戒かいしていた。


　レムは息も絶たえ絶だえといった様子で、口を開く。


「……おまえは、本当に面白い生徒だ。いつも、わたしの予想の斜ななめ上を走り去る」


「それ、褒ほめているのか？」


「もちろんだ。いや、実は先ほどまで、メディア殿どのからおまえの活かつ躍やくを聞かされていてな。海の英えい雄ゆうとは大きく出たものだと思ったが、噓うそではなさそうだ」


　くくと、また楽しそうにレムは笑う。


「アッシュ様。ライルという人は、昨日アッシュ様へ杖つえを向けた、あの白い方ですか？」


「ん？　そうだけど……」


「信用できませんわ！」


　ばん、と机を叩たたいてメディアは立ち上がった。


「あのような下げ賤せんな輩やからに、アッシュ様の背後を預けるなどわたくしが認めませんわ！」


「って、言われてもな……」


　アッシュはどうしたものかと思い、先ほどのレムの言葉を思い出す。


「そうだ。俺が英雄って言うのなら、ライル先輩もそうだぞ？　いや、嘆きの石を海から持ち出したのはライル先輩個人だから、俺よりよっぽど英雄じゃないか？」


「……それは、まことですの？」


「あぁ」


　メディアは難しい表情で、自分の頰に人差し指を置いた。


「それでもやっぱり信用できませんわ。仕方がありません。やはり、明日はわたくしもアッシュ様と共に参りますわ」


「──メディアさん!?」


　いよいよジェイナスが悲鳴に近い声を出した。


「何度も止めたでしょう！　あなたはアリアオロの姫ひめ君ぎみです！　なにがあったとしても、こちらは責任を取ることが……」


「結構ですわ。わたくしは、アリアオロの姫である前に、アッシュ様と運命を共にする者ですわ。七星魔導師の戦いを間近で見ていたセシリー様なら、きっとわかってくださいます」


「ジェイナスの負けだな」


　子供たちの持つ無限の力に、ジェイナスはついに涙なみだをうかべた。


「あぁ、俺たちを置いて行こうなんてバカなことを考えるからだ」


　でも、その涙は悲しみとか戸と惑まどいのものではなく。


　喜びの混じったものだった。





　翌日。


　日の出と共に、アッシュは自分の部屋を出た。


　アッシュは昨日の夜のうちにクラフトにも頼みごとをした。そして、部屋を出て行ったクラフトの帰りを待っていたのだが、結局朝になっても帰ってこなかった。


　仕方ないと思いつつ、アッシュは正門に向かう。


　正門には、朝早くだというのに、人だかりができていた。


　教師が約二十名、生徒が約五十名、色とりどりの制服に身を包み、一様に厳きびしい表情をしていた。


　生徒の中にはちらほら見かけていた顔も多く、学ア園イのア盾スのメンバーも沢たく山さんいるようだ。


「あっ、アッシュさーん！　こっちですよー！」


　アッシュの姿を見かけ、パッフェルが小さな身体からだを精せい一いつ杯ぱい振ふって居場所を示す。


「えへへ、やっぱりまた明日、でした！」


「あぁ」


　食堂で会ったパッフェルと最後に交かわした再会の言葉は、やはり間ま違ちがいではなかった。


「それにしても、みなさん遅おそいですね」


　他の仲間がこないなど、微み塵じんも思っていない口調にアッシュは笑みを浮うかべた。


「準備に手間取っているんだろ。みんな、お前と違ちがって飯だけ持ってりゃ大だい丈じよう夫ぶ、ってわけにもいかないんだから」


「むー！　ちゃんと着き替がえだって持ってますよ！　あたしだって女の子ですから!?」


「はいはい……にしても、珍めずらしいな。遅ち刻こく常習犯のパッフェルがこんなに早くにいるなんて」


「な、流しましたね……まぁ、いいです。戦いの前なんで、興奮してあんまり眠ねむれませんでした！」


　パッフェルは早く戦いたくてうずうずしているように、両手で拳こぶしを握にぎった。


　誕生日を明日に控ひかえた子供か、とアッシュの心に浮かんできたが怒おこられそうなので黙だまっておく。


「これは、志願して兵士になられる方たちばかりですの？」


　ふと、そんな声が聞こえてきて、アッシュは後ろを振り返った。


「メディア」


「あっ!?　アッシュ様！」


　顔を輝かがやかせ、アッシュの胸に飛び込もうとしたメディア。


「させません！」


　だが、その行く手をパッフェルに阻はばまれる。


「お退どきなさい！」


「いやですー！」


　ぎりぎりとにらみ合うメディアとパッフェルを、原因となったアッシュは怪け訝げんそうな表情で見ていた。


「……なにやってんだか」


「なにやってんだかは、こっちのセリフよ」


　突然横から伸のびてきた手に、アッシュは右頰をつままれ、力いっぱい引っ張られた。


「いて、いてて！」


「昨日あんな感じになって、ちょっとドキドキしながら部屋で待っていたのに……迎むかえにもこないってどういうこと？」


「痛い！　痛いって、ルファ！」


　朝っぱらから不ふ機き嫌げんそうな顔全開で、ルファはアッシュの頰を引っ張っていた。


「はぁ……まぁ、どうせアッシュのことだから、今日のためにいろいろ準備していたんだろうけど」


　ぱっと頰から手を離はなし、ルファは溜ため息いきをついた。


「わかっているなら、やらないでくれよ」


　アッシュは赤くなった頰をさすりながら、ぶつぶつと文句を言う。


「わかっているからやったの。怒ってもらえるだけ、ありがたく思いなさい」


「あ、あぁ、そうだな」


　アッシュは少しだけ頰を赤く染めて、そっぽを向いた。


「……メディアさん、なんだかあのふたり、近くないですか？」


「……肩かたが触ふれ合うほどの距きよ離り。あれは、付き合い始めのカップルの領域ですわ」


「まずく、ないですか？」


「まずい、ですわね」


　パッフェルとメディアはひそひそと言葉を交わし、うなずき合って、がっと手を結んだ。


「いつも通り、騒さわがしい連中だぜ」


「ははは、彼ららしいじゃないですか」


「違いない」


　ベルモンドとジェイナスとレムが連れ立ってやってきた。


　レムは、右手に槍を持ち、左腰に長剣をまきつけていた。


　そして、その後ろの全身真っ白な人物を見て、アッシュは顔かおを綻ほころばせた。


「ライル先輩、きてくれたな」


「これでも元は学ア園イのア盾スの代表だったのでね。あのように泣きつかれては断りきれんよ」


　皮肉げにお互たがい口元をゆがめて、ふたりは視線をそらした。
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　ライルを見て、ルファもパッフェルも一いつ瞬しゆんだけ微び妙みような顔をしたが、結局笑いあっていた。


「アッシュ、テメー！　ライル先輩のこと、最初に教えときやがれってんだ！」


　ベルモンドがアッシュの首に腕を回し、体重をかけた。


「わ、悪い。ここで教えたほうがいいと思ったんだ」


「ま、いいけどよ。って、そういやクラフトは──」


　言いかけて、ベルモンドは口をつぐんだ。


　頭を振ふって、ベルモンドはアッシュから手を離した。


「アッシュ君」


　ジェイナスに名を呼ばれ、アッシュは振り返かえった。


　差し出されたのは、すっかり元の姿に戻もどった元素の黒曜剣ブラツク・ソード。


　アッシュはそれを受け取って、背中にまわす。


　羽根のように軽く、重さなどまったく感じない奇き妙みような大剣だが、妙みようにしっくりアッシュの背中に納まった。


　ドクンと、両の掌てのひらが脈動したように思えた。


　それはまるで、主の下もとに帰れたのを黒曜剣ブラツク・ソードが喜んでいるようだった。


「じゃあ、みんな。そろそろ行くか」


　アッシュはそう言いながら、後ろを振り返った。


　するとアッシュたちのやり取りを見て、正門に集つどった全員が笑っていた。


　気き恥はずかしくはあったが、ここにいる全員が仲間だ。


「必ず、帰ってこよう」


　アッシュの言葉に全員が頷うなずきを返そうとしたとき。


　蹄てい鉄てつをつけた馬が石いし畳だたみを駆かけるけたたましい音が聞こえてきた。


　白馬にまたがった、黄金の鎧よろいを身に着けた騎き士しがアッシュたちの目の前で止まる。


　急停止したため、馬は前足を上げ、天を仰あおいだ。


「先生！　みんな！」


　がしゃんとフルフェイスの兜かぶとの前を上げて、出てきた騎士の顔はクラフトのものだった。


「クラフト、お前、趣しゆ味み悪いぜ」


　ベルモンドが冗じよう談だん交じりに、クラフトの黄金の鎧を指差した。


　失笑が漏もれる。


「こ、これは我が家の戦いくさ鎧よろいで……ってそんな場合じゃないよ！」


　クラフトは恥ずかしそうにした後、すぐに焦あせった表情を浮かべた。


「大変なんだ！」


「どうしたのですか？」


　焦ったクラフトにただならぬ気配を感じたのだろう、ジェイナスが一歩前に出ながら問う。


「四つの六ろく芒ぼう星せいから、今までとは比べ物にならない数の精せい霊れいが出てきた！　それだけじゃない、触さわっただけで気持ち悪くなる、あの色のついた風も一いつ緒しよに出てきたんだ！」


「色のついた風……？」


　アッシュが疑問を口にする横で、ライルが苦にが々にがしげに唇くちびるを嚙かんでいた。


「まずいことになった。〝元素の風〟か」


「ライル君、それはまさか」


　呆ぼう然ぜんとしたジェイナスの口調に、ライルは確信を持って頷く。


「精霊王が纏まとう、崩ほう壊かいを告げる風だ。精霊世界から漏れ出てきたということは、ついに、王が動き出したか」


　精霊王の復活を望み、世界を崩壊させようとしたライルだからこそわかる。


「四色の風は混ざりあい、やがて嵐あらしになる……嵐が来るぞ。〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟が」





　一時間後。


　アッシュたちは、バランの南門の前に立っていた。


「チッ」


　アッシュは鼻を覆おおい、目の前の光景から目をそらしたくなった。


　肉の焦こげた嫌いやな臭においと、鉄錆さびくさい血の香かおり。


　既すでに精霊と騎士団との戦いは始まっており、目の前には幼少の頃ころに見た地じ獄ごくが広がっている。


　いつか〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉で見た火の精霊フアイア・エレメンタルが、あの日と同じく視界を埋うめ尽つくしている。


　一面の草原だったのはもはや過去のこと。


　身体が炎ほのおで構成された火の精霊フアイア・エレメンタルが一歩前に進めば、そこは一瞬にして焼け野原となる。


　すっかり土のむき出しになった平原の先に、巨大な六芒星が浮かんでいた。


　距離にすれば約一キロメートルほど先だ。


　バランと六芒星の中間ぐらいの場所で、火の精霊フアイア・エレメンタルとバランの騎士たちが戦っていた。


　正確な数は把は握あくできないほどの騎士たちが前線に投入されているが、火の精霊フアイア・エレメンタルの数はそれ以上だ。


　盾を構えた小隊が壁となって火の精霊フアイア・エレメンタルを押さえ込み、後ろに控えた魔法使いたちが一気に魔法を叩き込む。


　破壊に特化した物理魔法が雷を起こし火の精霊フアイア・エレメンタルを吹き飛ばす。


　この作戦を繰り返し行い、騎士たちはどうにか前線を保っていた。


　騎士たちは奮戦していた。


　だが、そこに一いち陣じんの風が吹いた。


　南の虚こ空くうに浮かぶ六芒星から出てきた赤い風。


　それは純じゆん粋すいな火の元素の塊かたまりで、触れた者を焼き尽くす。


「光の盾シヤイニング・シールド！」


　ライルがとっさに幻げん影えい魔法を使った。


　光が収束し、赤い風から身を守る盾となる。


　アッシュたちはその盾の中で、前線の騎士たちの苦く悶もんの声を聞いた。


　赤い風が通り抜ぬけたとき、前線の騎士団は半はん壊かいしていた。もちろん、ライルのようにとっさに魔法で身を守った者も多くいる。だが、反応できなくて灰になった者も少なからずいた。


　無事だった騎士たちも、無傷なままの火の精霊フアイア・エレメンタルたちの攻こう撃げきにより、次々と負傷していった。


「ひどい……」


　ルファの痛ましげな声に、アッシュは砕くだけるほどの力で奥歯を嚙んだ。


　同じだ。


　故郷が焼かれたあの日とまったく同じ光景だ。


　アッシュは湧わき上がる復ふく讐しゆう心を抑おさえるため、ルファの手に触れ、ギュッと摑つかんだ。


「アッシュ……」


　ルファもまた、アッシュへとすがるように強く握にぎり返してくる。


「アッシュ、ボクたちは遊ゆう撃げき部隊だ。キミの望んだように、ある程度自由に動ける権利を叔お父じ上うえから……国王からもらったよ」


　馬にまたがったまま、クラフトは言う。


　昨夜クラフトに頼たのんだこと。


　それは、六芒星の中へと突とつ入にゆうできるようにしてほしいというものだった。


　クラフトを指揮官とし、アッシュ、ルファ、パッフェル、ジェイナス、メディア、ベルモンド、レム、ライルの合計九人の遊撃部隊。


「でも、六芒星まではとてもじゃないけどたどり着けないよ……」


　そう言っている間にも、六芒星からは次々と火の精霊フアイア・エレメンタルが現れてくる。


　陸路は不可能。


「なら、空を行くだけだ。ルファ」


「えぇ……こんなこと、早く終わらせないといけないわ！」


　両目に怒いかりを宿し、ルファは歌う。


　精神を集中するルファを背後にかばい、アッシュは黒曜剣ブラツク・ソードを両手に持った。


「待ってください。アッシュ君は力を温存しておくべきです」


「だけど！」


　目の前の光景を、火の精霊フアイア・エレメンタルに蹂じゆう躙りんされる騎士たちを助けられる力を、アッシュは持っている。


　だが、それは同時にアッシュの命を削けずってしまう。


「この六芒星の先に、ガルークルがいるとはかぎりません」


「いや、必ずいる」


　アッシュの中に確信があった。


　ガルークルはきっと自分を待っている。


　復讐に囚とらわれていたら、間ま違ちがいなく自分は火の精霊フアイア・エレメンタル世界へ向かっただろう。


　だったら、ガルークルは前に見える六芒星の先にいる。


「だとしてもです。赤い〝元素の風〟が吹いている以上、火の精霊フアイア・エレメンタル王はすでに活動を始めている。アッシュ君しか勝てない相手なのです。ここは、こらえてください」


「──チッ!!」


　アッシュは盛大に舌打ちし、八つ当たりで地面を踏ふみつける。


　そんなアッシュを見て、レムが一歩前に進んだ。


「ここは、わたしに任せてもらおう。アッシュたちは先に行け」


「レム、先生？　ど、どうしてですか？」


　パッフェルが意外そうな声をあげ、驚おどろいた表情になる。


「帰る場所を守る人間は必要だろう。前線の騎士団はすでに半壊状態だ。加勢がいるだろう」


「なら、オレも残るぜ」


「べ、ベルモンドさんまで!?」


　ベルモンドは両りよう肩かたをすくめてから、自分の頰ほおの烙らく印いんを指差した。


「オレの〝毒雲の烙印クラウド・キル〟は多人数を相手にすることで力を発揮する。なんでまぁ、精霊王なんておっかないヤツは任せたぜ」


　ぽんとアッシュの肩を叩き、ベルモンドは腕うでを回した。


　そして、白馬にまたがったままのクラフトも。


「ボクはついていっても足手まといだからね。レム先生たちと一緒に、みんなの帰りを待っているよ」


「クラフトさん……」


　仲間たちと別れるのが不安なのか、パッフェルはしゅんと肩を落とす。


　そんなパッフェルに。


「別れたとしても心はひとつだよ」とクラフトが。


「オレたちで、バランを守ろうぜ！」とベルモンドが。


「存分に暴れて来い」とレムが声をかけた。


　アッシュはパッフェルの頭に手をおき、返事を促うながす。


「……はい!!」


　パッフェルは精せい一いつ杯ぱい元気よく大声を出した。





　一方その頃。


　ルファの意識は六芒世界でもなく精霊世界でもない、別の場所へと飛んでいた。


　現世と前世を繫つなぐ、時の概がい念ねんを忘れた白夢の空間。


　そこでルファは先祖の魂たましいと交信する。


　一糸纏まとわぬルファの目の前には、どことなくルファに似た女性が宙に浮うかんでいた。


『アーニャさん』


　ルファは女性の名を呼んだ。


　かつて精霊王と戦い、そして七しち星せい召しよう還かん術じゆつ師しと呼ばれた者の魂。


『私たちは今から、精霊王と、そして実の父と戦ってきます』


　声のない世界で、ルファはただ強大な力に自分の想いをぶつけていく。


『もう、協力してとは言いません。勝手な事だってことはわかっています。でも、私はあなたを超こえなくてはならないから』


　それがきっと、アーニャと共に戦ったリオンの意志を継つぐアッシュの隣となりに立つ条件だ。


　アーニャの魂はそっと微笑ほほえみ、ルファへと手を伸のばす。


　今まで以上の緊きん張ちようが、ルファを襲おそった。


　アーニャに意識があるのかはわからない。


　もしあったのなら、最悪身体からだを乗っ取られるのかもしれない。


　ルファは一度両目を閉じて、空気もないのに大きく深呼吸をした。


『よっし！』


　心の中に大切な人を描えがきながら、ルファはアーニャの手をがっしり摑む。


　瞬しゆん間かん、ルファは自分の身体が弾はじけ飛とんだかと思った。


『あぐっ!?』


　アーニャのすべてが、ルファへと流れ込んでくる。


　魔ま力りよくが、記き憶おくが、そして想いが。


　精霊王との戦いも、その後の復讐の悪魔デーモンとの戦いも。


　アーニャはたったひとりのために戦っていた。


『アーニャさんの、戦った……理由』


　リオンがそうであったように、英えい雄ゆうだって所しよ詮せんは人間で。


　愛する人のためだけに戦っていたのだとルファは知る。


『それなら……その想いなら、私は負けない』


　ぐっと、ルファは流れ込んでくる魔力で吹き飛ばされそうになる身体を押さえ込む。


　ルファを守ると言ったアッシュの声が。


　一番守りたいものはルファだと言ったときのアッシュの真しん剣けんな目が。


　重ねあった唇くちびるの柔やわらかさが。


　ルファの力となって、アーニャの力を取り込んでいく。


　──うん。


　ふと、アーニャの声が聞こえた気がした。


　──大切な人を守ってあげて。


『アーニャ、さん？』


　気がついたときには、流れ込んでくる力はなくなっていた。


　そして、目の前にいたアーニャの魂もいなくなっていた。


　ただ、アーニャの力はルファの中に残っている。


　ルファは自分の胸に手を当てて、


『ありがとう、ございます』


　自分と一体となったアーニャにお礼を言った。





　いつものように、ビリビリと肌はだを刺し激げきするほどの魔力が、ルファに向かって吹いていった。


　だが、おかしい。


　ルファの姿が一向に変わらないのだ。


　ルファが目を開いたとき、その目は澄すみ渡わたる空のような青色で、髪かみは黄金のままだった。


「失敗、したのか？」


　アッシュは恐おそる恐おそるルファへと尋たずねた。


　ルファは返事代わりに右手を上空に向けた。


　光ひかり輝かがやく巨きよ大だいな六ろく芒ぼう星せいが現れる。


　それは、目の前の精霊世界へと繫がるものと酷こく似じしながらも、どこか違ちがって見えた。


「異界の門を開き、我が前に姿を現せ。其そは稲いな妻ずまを纏まとう、蒼あおき嵐らん竜りゆう……」


　ルファの歌うような詠えい唱しようを受けて、六芒星が輝きを放った。


「シエロきて！」


　まるで自分の召しよう喚かん獣じゆうであることを示すように、ルファがはじめてその名を呼んだ。


　召喚門を縦に割り、飛び出してきたのは青い鱗うろこに包まれたドラゴン。


　長い首に巻かれた真っ赤な布をたなびかせ、巨大な翼つばさを羽ばたかせて、ドラゴンは地上へと降り立った。


　目を白黒させる他の面々を見み渡わたして、ルファは言う。


「さぁ、みんな乗って」


　全員が乗り込んだのを確認すると、ルファはドラゴンの頭を撫なでた。


「シエロ。お願いね」


　ドラゴンは新たな主の誕生を喜ぶように、天に吼ほえ、空へと舞まい上がる。


　速さはそれほどでもないが、ドラゴンの羽ばたきは命に満みち溢あふれていた。


　地上で戦う騎き士したちを見下ろしながら、アッシュたちは精霊世界へ繫がる六芒星へと突つっ込こんだ。


　瞬間、一面の赤い炎ほのおがアッシュたちの視界を埋うめ尽つくす。


「ぐっ!?」


　アッシュたちは目をつぶり、顔をかばった。


　ドラゴンは力強く羽ばたき、一いつ瞬しゆんのうちに炎の壁かべを突き抜ぬける。


　すると、アッシュたちの眼下に奇き妙みような世界が広がっていた。


　まるでアルコールを垂らして火をつけたフライパンの上のような世界。


　地面そのものが炎となっている。


　熱気で汗あせをかくが、高温ですぐに蒸発してしまう。


　その中心に天と地を繫ぐほどの巨大な建物がそびえ立っていた。


　それは、階段のように壇だん状に重ねられた奇妙な神しん殿でんだった。


「あれが、精霊王が封ふうじられている、精霊王の神殿です」


　ジェイナスが神殿を見て、表情を強こわ張ばらせる。


「あそこに、義と父うさんが……」


　アッシュはそう感じ、ぐっと拳こぶしを握にぎった。


　先ほどからずっとドクドクやかましく、身体中の血液が掌てのひらに集まったかのような錯さつ覚かくを覚えていた。


「行くわよ」


　ルファがそう言い、ドラゴンが降下し始めた。





　一方その頃ころ。


「さて、奴やつらは行ったか」


　精霊世界へと繫がる六芒星へと、アッシュたちの乗ったドラゴンが入っていった。


「こちらはこちらの仕事をやるとしよう」


　がしゃんと、レムの腰こしに巻かれた二本の長ちよう剣けんが音を立てる。


「とはいえ、どうするんだ？」


　肩をぐるぐる回しながらベルモンドがレムに問う。


「うむ。先ほどからこちらの攻こう撃げきの手は止まっているが……」


　赤い風によって半はん壊かいした前線。


　盾たてを持った騎き士したちは、陣じん形けいを崩くずされ、ひたすら個人で火の精霊フアイア・エレメンタルの攻撃に耐たえていた。


　後衛である魔ま法ほう騎士団たちは、攻撃の手を止め右往左往している。


「なにがどうなってんだ……」


「指揮系統が乱れているんだ」


　馬上のクラフトが、戦場を見渡し、いち早くそれに気づいた。


「もしかしたら、さっきの赤い風で指揮官がやられたのかもしれないよ」


「って、そんなだけでこんなになるものか？」


　ベルモンドは首をひねっていたが、クラフトは頷うなずく。


「軍は統制で戦うんだ。個ではなく、全。個人の能力よりも、優先されるのは指揮官の命令を忠実に実行し、全体の力を引き上げること。そのための訓練をするし、そう教え込まれている」


　逆に傭よう兵へいたちの多くは違うと、クラフトは言う。


　傭兵は個を高めることで、全を犠ぎ牲せいにする。


　個人個人が一いつ騎き当とう千せんでなければならず、戦場において己の判断で戦える人物でなければ生き残れない。


　ゆえに人数が限られ、全体としての力が下がってしまう。


「優ゆう秀しゆうな指揮官がいれば軍は強いんだよ。それこそ、うまく使えば訓練されていない農民たちですら兵士として利用できる。だからこそ、指揮官がいなくなっちゃえば、なんにもできなくなるんだよ」


「ほぅ……」


　馬の足の高さほどしかない身長のレムは、馬上のクラフトを見上げて感かん嘆たんをもらした。


　クラフトは戦場をよく見ているし、この場の誰だれより知識もある。


「クラフト。おまえが兵士をまとめろ」


「へっ!?」


　素すっ頓とん狂きような声をあげ、クラフトはレムを見下ろした。


「そ、そんな！　無理に決まっているよ!?　だ、だいたい、ボクの言うことなんて……」


「おまえは公こう爵しやく家の長男だ。この場の誰より権力もある。それに、ここで武ぶ勲くんを立てれば、おまえの親父おやじ殿どのも見解を改めるかもしれん」


「父様が？」


　言われて、クラフトは深く考えた。


　そして、自分のかぶっていたフルフェイスの兜かぶとを取る。


「やってみるよ、レム先生」


「それでこそ、わたしの生徒だ」


「で、どうするんだ？」


　準備運動を終えたベルモンドは、クラフトへと問う。


「まずは崩れた陣形を立て直す。一度、門前まで前衛を引かせるのが上策。その後、ボクの指揮下に入るようにみんなを説得しないといけない……」


「どれくらいの時間がかかる？」


「二十分……いや、三十分はほしい」


　ぶつぶつと、怪け我がをした前線の騎士をどうやって運ぶかを考えるクラフト。


「なによりも問題は、敵に背中を向けることだよ。奴らは間ま違ちがいなく追い討ちをかけてくるから、被ひ害がいが広がるだけかもしれない」


「だってよ、先生」


「ふむ。つまり、三十分精霊を食い止めればいいのか？」


「それができたら理想だけど、今の戦力じゃとても……援えん軍ぐんを呼びに行くならもっと時間がかかっちゃうし」


　頭を抱かかえるクラフトに、ベルモンドはなんでもないふうに答える。


「だったら、オレと先生で前線をつくればいいんだろ？」


「非常にわかりやすい。わたし向きだな。三十分なら、学園の一授業よりも短いな。楽な仕事だ」


「そ、そんな無茶だよ!?　防ぼう御ぎよを固めた騎士が五十人体制で、ようやく侵しん攻こうを止めていたんだよ!?」


「クラフト」


　決して大きくはないはずなのに、有無を言わせぬレムの声。


　そして、ベルモンドはにやりと口元を歪ゆがめた。


「オレたちを誰だと思ってんだ」


「先生、ベルモンド……」


　クラフトは大きく頷く。


「わかったよ。三十分だけ前線を維い持じして。身を守ることだけを考えて」


　ベルモンドはくるりと背を向けて、戦場へと歩きながらクラフトに言う。


「おいおい、オレたちにそんな器用なことができるかよ」


　レムは右手に持つ槍を、ぐるんと頭上で振り回した。


「そうだな。我々ができるのは、殲せん滅めつ戦だけだ。よし、ベルモンド、実戦授業をしてやろう」


「おう！　楽しみだぜ！」


　ふたりはそう言い合いながら、火の精霊フアイア・エレメンタルに向かって走り出した。


「いきなり指示を無視された……自信なくすなぁ……」


　クラフトは馬上でがっくりとうなだれる。


「でも、そんな兵士も使いこなせてこその指揮官だよね……ボクも、ボクのできることをしよう」


　白馬に鞭むちを入れ、クラフトはレムたちとは逆方向に駆かけた。








　精霊王の神殿の入り口は、建物に見合った大きさだった。


　翼を畳たためば、ドラゴンでさえ潜くぐることができる。


　その巨大な入り口の扉とびらは開き戸で、しかも半開きになっていた。


　ルファの指示を受けてドラゴンは、半開きになった扉をくわえ、羽ばたくことでこじ開ける。


　中は、広く巨大な一部屋になっていた。


　外から見た階段のような壇組みは何の意味もなく、中がくりぬかれた建物。


　長方体の石を積み重ねて、中身をまるごとくりぬいたようになっていた。


　部屋の中は赤い風が渦うず巻まいており、ライルの光の盾シヤイニング・シールドを受けてようやく地面に降りられた。


　あまりに巨大な部屋の上座に当たる位置に、赤い渦が存在している。


　渦の中には、直立した人間の影かげが見える。


　アッシュたちから見れば巨きよ人じんとしか形容できない、筋骨隆りゆう々りゆうの男の姿。


「これが、精霊王の本体……ッ!!」


　一目見て、アッシュは確信した。


　存在しているだけで他を圧あつ倒とうする威い圧あつ感かん。


　それを体現したかのような、精霊王の周りを渦巻く赤い風。


　化け物、という単語がアッシュたちの脳のう裏りに浮うかび上がり、それすらも精霊王を表すには不十分だった。


　火の精霊フアイア・エレメンタル王、フレイム・タイラント。


「迎むかえに行こうと思ったが、父の帰りが待てなかったか？」


　ふと、アッシュにとって懐なつかしい声が聞こえてきた。


　精霊王に気をとられ、その足元にいた男に今まで気づいていなかった。


「義父さん……」


「お父さん……」


「ガルークル」


　アッシュとルファとジェイナスが、その男を呼んだ。


　無精ひげの浮いた顎あご、白髪しらがの混じった髪かみを無造作に後ろへと撫なで付つけた髪かみ型がた。


　ガルークルが手に持っているのは、ジェイナスを刺さした銀ぎん刃じんの剣けんと、封ふう印いんの書だ。


　二ヶ月前となんら変わらぬ姿で、ガルークルは義む息す子こたちとの再会を喜んだ。


「黒曜剣ブラツク・ソードは直してたようだな。よくやった、アッシュ、それと……」


　ガルークルはアッシュを見た後、ルファに視線を送った。


　すると、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


「その魂たましい……まさか、アーニャの……ふ、ふふ、ちょうどいい」


　小声でそう呟つぶやいた声は、誰にも届かなかった。


　アッシュは自分の内から湧わき出る感情を抑おさえるため、胸元を強く握にぎった。


　ガルークルは剣の師であり、幼い頃命を救ってくれた恩人だ。


　だけど、敵なんだとアッシュは奥歯を嚙かんだ。


「なんで……」


　アッシュの震ふるえる声は、怒いかりと悲しみを内包していた。


「なんでバランを！　義父さんがやったんだろ!?」


　暗黒領域と六ろく芒ぼう星せいを作り出したこと、戦争を引き起こしたこと。


　それを全部否定してほしかった。


　だけど、現実はどうしようもないほど残ざん酷こくだ。


「バランは、アッシュとルファの家だからな。だから壊こわそうと思った」


「え……？」


「あそこが危機になれば、お前たちは必ず動く。それも、精霊王が原因と知れば、お前たちは動かざるを得ない」


「そ、そんなことのために」


　ルファの驚きよう愕がくはアッシュも同様に感じていた。


「義父さんは、俺たちを殺したかったのか……そんなに、嫌きらわれていたのか」


「違ちがうなアッシュ。私ほど、お前たちを愛している者はいない」


　ガルークルの真意がわからず、アッシュもルファもただ言葉を待った。


「アッシュ。お前が魔ガ法ル学テ園ンに行く前に、私が言ったことを覚えているか？　私が、旅立った理由だ」


「義父さんの夢のため……昔は叶かなえられなかった夢を叶えるため」


「そうだ。私の夢を実現させるには、お前たちが必要なのだ」


「なんだよそれ!?　俺やルファやバランより大切な夢ってなんなんだよ!?」


　血を吐はくように叫さけぶアッシュに、ガルークルは悪あく魔まのような笑みを浮うかべる。


「アッシュ、お前と一いつ緒しよだ。私は、精霊王をこの世から消し去りたい」


「え……？」


　意味がわからず、アッシュは言葉を失った。


「私はそのために存在し、お前たちを育てた！　黒曜剣ブラツク・ソードを使うには、生きた人間が必要で、そいつには守るべき大切ななにかが不可欠だったからな！」


　ガルークルは愛いとしい者に向ける目で、アッシュを見た。


「あぁ、アッシュ。お前は私の理想だ。お前を拾ったあの日から、こうなるように仕向けて教育してきたとはいえ……もはや私の生き写しと言ってもいい」


　ぞくりと、アッシュの背筋に冷たいものが走る。


「お父さん……いや、あなたは誰？」


　アッシュをかばうように、ルファが一歩前に出る。


「私か？　アーニャと魂を共有したお前ならわかるのではないか？」


　ルファは薄うす々うす感づいていた。


　自分ではなく、一体となったアーニャの記き憶おくに心当たりがあった。


　狂くるった言動。


　異常なまでの執しゆう着ちやく心しん。


　そして、今のガルークルの言葉で確信した。


「……復ふく讐しゆうの悪魔デーモン」


　優ゆう秀しゆうな娘むすめを、ガルークルは喜んだ。


「そう、我が名はアリオク！　七しち星せい烙らく印いん魔ま導どう師したるリオンの半身にして、精霊王を討つために生まれし者だ!!」


「なっ!?　どういうことだ!?」


　アッシュは驚愕に目を見開き、アリオクと名乗ったガルークルを見た。


　アリオクはまさに、悪魔のように笑っており、アッシュたちを見下ろしていた。


　ルファの真しん剣けんな声が響ひびく。


「おそらく、だけど。たぶん、お父さんはリオンさんの魂を宿そうとしたことがあったのよ……それで、身体からだを乗っ取られた」


　死者とはいえ、先祖の魂の制せい御ぎよを誤れば意識を乗っ取られてしまう。
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　アーニャの魂に触ふれ、自身も体験したからこそ分かる。


「正解だ。私の娘」


　心から楽しんでいるかのように、アリオクはルファを見つめる。


「お前らはこの身体の主、ガルークルは凄すご腕うでの剣の使い手だったと思っているようだが、それは違う。こいつの剣は、召しよう喚かん術じゆつで先祖の剣けん士しの魂を呼び出して、その戦いの記憶を引き出しているだけのものだった」


「──っ!?　召喚術に、そんな使い方が!?」


　今まで誰だれも考え付かなかったガルークルの召喚術の使い方に、ジェイナスは驚おどろきの声を上げた。


　いや、そもそも考えてみれば、召喚術師の魂しか呼び出せないというほうがおかしい話なのかもしれない。


「ガルークルはある日、どうしても勝てない敵を倒たおすため、リオンを呼び出そうとした。だが、こいつが呼び出したのは、リオンと魂を分けた私だった。乗っ取るのは簡単だった」


　くくく、とアリオクは喉のどを鳴らして笑った。


「もういいだろう。さぁ、アッシュ。我らの夢の始まりだ。精せい霊れい王おうを、殺せ！」


　高らかに宣言しながら、アリオクと名乗ったガルークルは封印の書を開く。


　すると、まるでアリオクの声に呼応するかのように、直立不動だった精霊王が一歩前に踏ふみ出した。


『千年の時を超こえ、我今こそ契けい約やくを果たさん』


　重く響く精霊王の声は、人とは違った音質でアッシュたちの耳に届けられる。


『世界に破は壊かいと混こん沌とんを……』


　風が吹ふいた。


　精霊王の身じろぎ一つで、赤い風が神しん殿でんの中に吹き荒あれる。


　精霊王は大きく足を振ふり上げ、赤い風を身に纏まとわせながらアッシュたちを蹴けりつけようとする。


「ぬっ、いかん！」


　ライルの焦あせった声。


　アッシュたちを守る光の盾シヤイニング・シールドが、明めい滅めつしていた。


　ジェイナスがとっさに腰こしのポーチから、木片を人数分取り出す。


「物質の再構成！　木は布に。布は鋼はがねに。無敵の鎧よろいとなれ！」


　ジェイナスが投げた木片は、各自の服に張り付き、同化した。


　すると、アッシュたちの服は繊せん維い一本一本が鋼となり、鎖くさり帷子かたびらのようになる。


　鋼の塗装アイアン・コーテイングの魔法が完成するのと同時に、ライルの光の盾シヤイニング・シールドが消え去った。


　瞬しゆん間かん、前に立っていたアッシュとルファを精霊王の足が襲おそう。


　視界一いつ杯ぱいに広がる精霊王の足は、とてもかわせるものではない。


「くっ、ルファ!?」


　アッシュはとっさにルファをかばった。


　ルファを腕うでに抱だきながら、アッシュは蹴り飛ばされる。


　立っていた場所から入り口横の壁かべまで約二十メートルほど。


　そこまで一気に蹴り飛ばされて、アッシュは壁に激げき突とつした。


　ジェイナスの魔法のおかげで、致ち命めい傷しようだけは避さけられたが、手足は早くもがたがたになっていた。


「ぐっ」


　両脚はあらぬ方向へと捻ねじ曲まがり、千ち切ぎれていないのが不思議でしょうがない。


　肋ろつ骨こつも砕くだけ、内臓のいたるところを傷つけているだろう。


「アッシュ!?」


　反面、ルファはほとんど無傷だった。


「どいてくださいまし！」


　ルファを押しのけて、メディアがアッシュの胸に手を当てる。


「仮かり初そめの〈真の名〉を与あたえる。汝なんじの血は再生を司つかさどる」


　メディアは九頭竜の血ヒドラ・ブラツドという変質魔法を行使して、アッシュに癒いやしを与える。


　アッシュの傷口は瞬しゆん時じに塞ふさがり、砕けた骨も一いつ瞬しゆんにして再生する。


「どうしたアッシュ？　なぜ殺さない？　殺さなければ、殺されるぞ」


　ガルークルの姿でアリオクは笑う。


　精霊王は無言のまま、アッシュから視線を外さない。


　いや、アッシュの持つ黒曜剣ブラツク・ソードに視線を注いでいた。


　アッシュから精霊王まで二十メートルは優にある。


　だが、そんな距きよ離り、精霊王にとっては手を伸のばせばすぐの場所だ。


　精霊王は腕を振りかぶり、アッシュに振り下ろそうとする。


「させません！　〝恐テ怖ラのー手・のハ烙ン印ド〟発動──!!」


　パッフェルが叫び、左手が渦うず巻まく赤い風の中に溶とけた。


　一度霧む散さんしたパッフェルの左手が虚こ空くうで形を成し、精霊王の拳こぶしを受け止める。


「シエロ!!」


　ルファは後ろで待機していたドラゴンに指示を出す。


　押し返されそうになるパッフェルの左手を、ドラゴンが後ろから支える。


　それでも受け止めきれず、パッフェルはとっさに精霊王の拳の軌き道どうをずらした。


　精霊王の拳はアッシュではなく、神殿の壁を破壊する。


　ガゴンッと、分厚い石の壁が一瞬にして砕け散ちった。


「かはは。そうだ、アッシュを守れ。でなければ、全員死ぬぞ」


　アリオクは愉ゆ快かいそうに笑う。


　神殿の壁を破壊した手を戻もどし、精霊王は巨きよ大だいな炎ほのおの球体を作り出した。


「させんよ！　魔法反射の光プリズム・ブレイク!!」


　ライルが白い樫かしの杖つえを振るい、その魔法を破壊した。


　残念そうな様子も、焦った気配も精霊王にはまったくなかった。


　無む駄だな抵てい抗こうと受け取られたのか。


　いや違う。


　精霊王にとって、黒曜剣ブラツク・ソード以外の存在など無に等しいのだ。


「これが、精霊王か……」


　傷を癒してもらい、アッシュは立ち上がりながら愕がく然ぜんとする。


　全員が全員最適の動きをして、ようやく命を繫つないでいる。


　世界を崩ほう壊かいさせる、精霊の王。


　アッシュたちは茹ゆだるような熱気の中で、それを痛感させられていた。





　バランの南門。


　撤てつ退たいしていった騎き士したちと入れ替わり、レムたちは平原の真ん中に立っていた。


　レムは大きく槍を振り回し、目の前の火の精霊フアイア・エレメンタルを三体まとめて打ち据え、背中を預けるベルモンドに声をかけた。


「何分経った？」


　ベルモンドもまた、前にいる火の精霊フアイア・エレメンタルの顔面らしき場所に拳を叩たたき込む。本来、火の精霊フアイヤ・エレメンタルは実体を持っていないため、普ふ通つうの拳ではなんの効果もない。


　ベルモンドは自身の魔ま力りよくで拳を覆おおい、それを叩きつけていた。


　魔法とも呼べない陳ちん腐ぷなものだが、効果はある。


「わかんねぇ！」


　レムとベルモンドは、火の精霊フアイア・エレメンタルたちに囲まれていた。


　ざっと見み渡わたしただけでも百はくだらない。


　撤退する騎士たちを逃にがすため、レムたちは派手に暴れ回り、火の精霊フアイア・エレメンタルたちの注意を引いた。


　結果がこれで、もはや逃げ場ばなどどこにもなかった。


「まぁ、元から逃げるつもりもなかったがな」


「ってか、先生、なんで息も上がってねぇんだよ！」


　どんなになれた人物でも、戦いは神経をすり減らす。


　ベルモンドですら肩かたで息いきをしているというのに、それよりも多くの敵を倒しているレムは涼すずしい顔をしていた。


「わたしは、時が止まっているからな」


「……は？」


「ん？　不思議に思わなかったか？　わたしは見ての通りの容姿だぞ」


　レムはそう言いながら、右手に持つ槍の先を地面に向けた。


「地ち霊れいの加か護ごを」


　すると、大地から花か粉ふんのような光の粒りゆう子しが舞い上がってきた。


　粒子は槍の先に纏まとわりつき、輝いた。


「な、なんだそれ？」


　ベルモンドは驚きながら、疑ぎ問もんを口にする。


「これは精せい霊れいの槍だ。目に見えない大地の精から加護をもらい、力に変えることができる。精霊と戦うのなら、やはり精霊かと思ってな」


　見ていろ、とレムは輝く槍を無む造ぞう作さに目の前に向かって突き出した。


　すると、驚くべきことが起こった。


　槍に押し出されるように、粒子が螺ら旋せんを描いて前方へと飛んでいく。


　螺旋は火の精霊フアイア・エレメンタルの身体を穿うがち、さらに後ろへと突き進む。


　ただの一撃で、数十体の火の精霊フアイア・エレメンタルに穴を開けた。


「ス、スゲェ」


　思わず、ベルモンドは感かん嘆たんをもらす。


　だが、レムは面白くなさそうに鼻を鳴らした。


「ふむ。きりがないな」


「いや、先生、時が止まっているってどういうことなんだ？」


「む？　なんだ、興味があるのか？」


「そりゃ、まぁ」


　何気ない会話をしながらも、レムたちは次々と火の精霊フアイア・エレメンタルを切きり伏ふせ、殴なぐり倒していく。


「自分でも、もう覚えていないが、わたしはすでに何百年という時を生きている。それは、この身体からだに刻まれた烙らく印いんが原因だ」


「烙印が……？」


「あぁ。まだ烙印魔ま法ほうが形態として成り立っていなかった頃ころの話だ。行き過ぎた研究者がわたしの身体を使って、さまざまな烙印の研究をした。その際に刻まれた内の一つが、わたしから時間を奪うばい、さらに死ねない身体にしたのだ」


「ん、んなことありなのかよ……!!」


　ベルモンドは憤いきどおりを感じ、八つ当たり気味に火の精霊フアイア・エレメンタルをぶん殴る。


「なに、別に不自由はしていない。長く生きれば、その分楽しみも増えるというものだ。例えば二十年先。わたしは今と変わらずに、おまえたちの子供に魔法を教えてやれるかもしれん。そう考えれば悪くない人生だ……っと、また客だな」


　レムは不意に精霊世界に繫がる六ろく芒ぼう星せいを見た。


　レムたちは知らないことだが、ちょうどそのとき精霊世界では精霊王が封ふう印いんを解とかれていた。


　精霊王が復活したことで、精霊世界に〝元素の風〟が吹き荒れ、それに押し出されるように新たな火の精霊フアイア・エレメンタルたちが姿を現したのだ。


　もはや、数を数えるのがバカらしくなるくらい。


　どんなものであれ、ひしめき合うのを見れば吐はき気けを催もよおす。


　それほどの数。


　それでもベルモンドたちは戦い続ける。


「早く帰ってきやがれ、バカヤロウ！」


　仲間たちが帰るのを今か今かと待ちながら。





　ふと、アッシュにはベルモンドの声が聞こえた気がした。


　アッシュは立ち上がり、黒曜剣ブラツク・ソードに手をかけた。


　抜ぬけば死ぬと言われる魔剣。


　精霊殺しの異い名みようをとる剣でなければ、精霊王には対せない。


「リオンさん、力を貸してくれ」


　仲間を守り、大切な人を守るため。


　アッシュの掌てのひらの烙印が輝かがやきを放つ。


　バチバチバチと、黒曜剣ブラツク・ソードを封じるベルトが弾はじけ飛んだ。


「アッシュ!?」


　ルファの声が聞こえてくる。


　だからこそアッシュは、迷いなく鞘さやを外す。


　漆しつ黒こくの刀身がさらされ、神しん殿でんに突とつ然ぜんの闇やみが襲い掛かかる。


　刀身からにじみ出た瘴しよう気きが、世界を塗ぬり替かえているのだ。


　ずるりと、闇の中から銀の甲かつ冑ちゆうを思わせる人外の手が這はい出てきた。


　ライルが魔ガ法ル学テ園ンの中庭で使った魔ま神じんの手のようだが、違ちがう。


　これは、アリオクが黒曜剣ブラツク・ソードに封じ込こめた悪魔デーモンの手で、そこに血のように紅あかく大きな剣が握にぎられている。


『グ……』


　はじめて、精せい霊れい王おうが感情らしいものを見せる。


　漆黒の瘴気は元素を喰くらう。


　純じゆん粋すいな元素で身体を構成されている精霊にとって、それは凶きよう器きだ。


　だが、それは使っている本人も同じこと。


　六芒世界の森しん羅ら万ばん象しようは、元をたどれば元素に行き着く。


　アッシュもまた、瘴気に巻かれ、その身を喰われていた。


　できるだけ呼吸を止め、アッシュはさらに刀身を引ひき抜いていく。


　それに連動するように、悪魔デーモンが闇の中から現れ出いでる。


　黒曜剣ブラツク・ソードを半分ほどまで抜いたとき、悪魔デーモンの上半身がはじめてさらされた。


　髑どく髏ろの面をつけた、背中に蝙蝠こうもりのような羽根のある悪魔デーモン。


「死の運び手デス・ブリンガー、まさか、そんな……」


　呆ぼう然ぜんとしたジェイナスの声。


　精霊王に匹ひつ敵てきする上位の悪魔デーモンが、黒曜剣ブラツク・ソードには封じられていた。


　死の運び手デス・ブリンガーは暗黒の風をともなって、解放を望むように闇の中から這い出そうとしていた。


「かはははは！　そうだ、それでいい！　アッシュ、殺せ！　殺せぇ！」


　ガルークルの声で、アリオクが叫さけんでいた。


　耳みみ障ざわりなその声を無視し、アッシュは黒曜剣ブラツク・ソードを振ふりかぶる。


　アッシュの動きに連動するように、死の運び手デス・ブリンガーもまた手に持つ紅い剣を振りかぶった。


「おぉぉぉぉ！」


　叫び、吼ほえ、アッシュは黒曜剣ブラツク・ソードを振り下ろす。


　だが。


　精霊王は、振り下ろされた紅い剣を両手で挟はさみこむようにして受け止める。


「なっ!?」


　驚きよう愕がくは、その場にいる全員のもの。


『手下を使い、我は力を蓄たくわえた』


　紅い剣を受け止めた両手は瘴気に喰われていくが、そのようなことは精霊王にとっては微び々びたるもの。


『貴様は役に立った』


　精霊王の視線はアリオクへ。


　精霊王の手下といえば、最初に思おもい浮うかぶのは〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉で見た、精霊王の分身フレイム・カーネル。


　そいつが他者を喰らえば喰らうほど、精霊王は力を蓄える。


　精霊王が紅い剣に抗あらがっているその力には、自分の故郷を焼いたときのものも含ふくまれているはずだ。


　アッシュの中に怒いかりが生まれた。


　だが、今の状態では精霊王には刃やいばは届かない。


　精霊王が瘴気に喰い尽つくされるまで、アッシュの身が持たないだろう。


　だったら。


　アッシュは黒曜剣ブラツク・ソードの鞘に、もう一度手をかけた。


　一気に引き抜き。


　アッシュは鞘を地面に突つき刺さす。


「全部でいくぜ、精霊王──〝世界結合の烙印アース・コンセント〟!!」


　鞘に刻まれた蜘く蛛もの巣すを思わせる烙印が、ドクンと脈打ち、その触しよく手しゆを神殿全域に駆かけ巡めぐらせる。


　触手はまるで血管のように、アッシュへと地形の魔力を運んできた。


　その魔力をすべて、力に変える。


　アッシュがそうしている間に、死の運び手デス・ブリンガーに変化が生まれた。


　闇の呪じゆ縛ばくから完全に解放され、死の運び手デス・ブリンガーは地を蹴けり、羽ばたく。


『ヌゥゥゥゥ!!』


　ギリギリで保っていた精霊王の両手と紅い剣との均きん衡こうが、ついに破られた。


「消えろ！」


　アッシュは叫び、完全に刀身のさらされた黒曜剣ブラツク・ソードを力いっぱい振りきった。


『オォォォォォッッ!!』


　精霊王の口から断だん末まつ魔まの悲鳴が上がる。


　頭から股ももまでを一刀の下もとに斬り伏せられ、精霊王の身体は紅い剣から滲にじむ瘴気に喰われていく。


　ぼろぼろと神殿が崩ほう壊かいしていく中。


　ふと、アッシュはバランスを失い、地面に倒たおれこむ。


　手をつこうとして、無理なことに気がついた。


　漆黒の瘴気は身体の末まつ端たんから、その身を喰らう。


　両手はすでになく、両足もなくなったのならもう倒れるしかない。


　アッシュは閉じそうになる目ま蓋ぶたを、必死でこじ開ける。


　終わりではない。


　まだなにも終わっていないのだ。


　精霊王は火の塊かたまりとなって、消え去った。


　だが、解放を喜ぶ死の運び手デス・ブリンガーが天を仰あおぎ。


　アリオクもまた、その死の運び手デス・ブリンガーの足元で笑っているのだから。





　視界を埋うめ尽くす火の精霊フアイア・エレメンタルに、ベルモンドはついに膝ひざを折る。


「グフッ!?」


　もはや、体力は底をつき、意識を保つのがやっとだった。


「ベルモンド！」


　珍めずらしくレムが叫び、ベルモンドへと伸のびてきた火の精霊フアイア・エレメンタルの手を、槍の柄えで弾き飛ばす。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　レムはしゃがみこみ、ベルモンドの右みぎ脇わきに身体を入れた。


　槍を持った手を背に回し、ベルモンドを立ち上がらせる。


「すま、ねぇ……」


　息も絶え絶えに、ベルモンドは汗あせを拭ぬぐおうとした。


　だが、思ったとおりに手が動かず、ベルモンドは歯は嚙がみした。


「いや、よく頑がん張ばった。そろそろ頃ころ合あいだろう。役目は十じゆう分ぶん果たした」


　レムはそう言って、空を見上げる。


　太陽はほんの少しだけ西に動いており、二十分以上の時間が経っていることがわかる。


「この包ほう囲い網もうを抜ける……ベルモンド、おまえは〝毒雲の烙印クラウド・キル〟を使ったことがあるか？」


「お、おう」


　ベルモンドの左頰ほおに刻まれている、二本の縦線に斜ななめの橋がかかっているような文様の烙印。


　ベルモンドは返事をし、人生で一度だけ〝毒雲の烙印クラウド・キル〟を使った日のことを思い出した。


　自分には〝血染めのベルモンド〟以外にも通り名がある。


　それは、〝仲間殺しのベルモンド〟。


　ただ強さだけを追い求め、己のためだけに〝毒雲の烙印クラウド・キル〟を刻んだあの日。


　北にあった、名前もないような小さな村が領主の悪政に我が慢まんできず、決起した。当時傭よう兵へいだったベルモンドは村に雇やとわれ、仲間と共に人間同士の戦いに赴おもむいた。


　そこで、ベルモンドは〝毒雲の烙印クラウド・キル〟を使った。


　ただ、己の力を誇こ示じするためだけに。


　無差別に命を狩かるこの魔ま法ほうをひとたび発動すれば、敵も味方も関係なかった。


　自分の隣となりで、昨日まで足手まといだと思っていた仲間が断末魔の悲鳴を上げていた。


　自分の隣で、領主の館やかたへと踏ふみ入った男たちが家族の名前を叫んでいた。


　もともと相性が良かったのか。


　はたまた、〝毒雲の烙印クラウド・キル〟を刻んだ際に身体からだがそう変わってしまったのか。


　すべてが終わったとき、息をしていたのはベルモンドだけだった。


　何かが違うと、あのときベルモンドは思った。


　足手まといだと思っていた仲間が死んだというのに、涙なみだが止まらなかった。


　村で夫の帰りを待つ女に、自分が殺したと報告したら烙印を刻んだ頰を叩たたかれた。


　今まで戦場で受けたどんな傷よりも、ただ痛かった。


　だから、ベルモンドは魔ガ法ル学テ園ンに入園した。


〝毒雲の烙印クラウド・キル〟を使わなくても戦えるようになりたいと願って……。


「む？　どうした？」


　突とつ然ぜん黙だまり込んだベルモンドに、レムは怪け訝げんな目を向ける。


「な、なんでもねぇぜ」


「そうか。ならばいい。〝毒雲の烙印クラウド・キル〟を使ったことがあるのなら、この一いち撃げきも耐たえられるだろう。すまないが、我慢してくれ」


　レムはそう言いながら、左手を自身の腰に回した。


　そこに、一本の長ちよう剣けんが巻きつけられている。


　柄つかを握り、すらりと引き抜く。


　黒い棘とげが絡まってできたような、奇妙な形の長剣を頭上に掲かかげる。


「クラウソラス。魔ま力りよくを誘ゆう導どうし、魂こん魄ぱくとなれ」


　レムが言葉を発した瞬しゆん間かん、ベルモンドの身体を激痛が襲おそった。


「グッ!?」


　魔力を根こそぎ抜ぬき取られる感覚の後、ベルモンドは目を疑った。


　自身の胸元から、人ひと魂だまのような白い靄もやがゆらゆらと揺ゆらめきながら飛び出してきたのだ。


「な、んだこれ」


　戸と惑まどうベルモンドは、火の精霊フアイア・エレメンタルたちからも同様の靄もやが出ていることに気づく。


　無数の靄が空中を彷徨さまよい、まるで導かれるようにしてレムの掲げる長剣へと集められた。


　長剣の先に靄が殺さつ到とうし、巨きよ大だいな白い塊が出来上がる。


　魔ま剣けんクラウソラス。


　他者の魔力を霊れい魂こんに変え、それを破は裂れつさせることで死を与あたえる魔剣だ。


「逃にげる時間ぐらいは稼かせげるだろう」


　レムがそう言いながら、剣を振り下ろそうとした。


　すると、火の精霊フアイア・エレメンタルたちが先に爆発した。


　空中に散ちり散ぢりになった火の精霊フアイア・エレメンタルたちの身体は、合わさりあい渦うずを巻まきながら、レムたちを取り囲む。


　初めは小さかった渦も、多くの火の精霊フアイア・エレメンタルたちの身体が合わさりあい、やがて巨大な火柱となった。


「むっ!?　炎の渦フアイア・ストリームか!?」


　レムが焦あせりの表情を浮かべる。


　炎の渦フアイア・ストリームは使い手が多ければ多いほど威い力りよくを増す、物理魔法だ。


　レムたちの周囲を取り囲む炎の渦フアイア・ストリームは、その熱をまさに爆ばく発はつ的てきに上げていく。


　触ふれてもいないのに、レムたちの肌はだが焼やけ爛ただれた。


「しかも、焼失バーン・アウトつきときている。魂たましいすら消しよう滅めつさせる気か……」


　ベルモンドは初めて、レムの力のない声を聞いた。


　小さい身体で必死にベルモンドを支えながら、レムが自じ嘲ちよう気味に笑う。


「せん、せぇ。焼失バーン・アウトって……？」


「物理魔法の一種だ。炎そのものの性質を変化させ、形のないものすら焼き尽くす。魂すらもな。いくら死なない身体とはいえ、魂を失っては、わたしも消えるしかないだろう」


　諦あきらめてしまったようなレムの言葉。


「すまないな。どうやら、わたしではおまえを守れなかったようだ……教師失格だな」


　そうやって目を閉じるレムの身体を、今度はベルモンドが支えた。


「諦めるなよ」


「む？」


「オレたちには、まだやらなきゃいけないことがあるんだぜ！」


　ベルモンドは、バランがあるであろう方角を見た。


　炎の渦フアイア・ストリームに囲まれて、近くにあるはずの城じよう壁へきすら見えない。


　だけど、そこを守らなければ、前に進んだ仲間が帰ってこられなくなる。


　ベルモンドは両足に力を込め、自らの力で立ち上がった。


「今度はオレだ。先生、すまねぇけど、ちょっと我慢してくれよ！」


　グイッと、ベルモンドは左の頰を制服の肩かた口ぐちで拭う。


　そこにあるのは、無差別に命を破は壊かいする禁断の烙印。


「〝毒雲の烙印クラウド・キル〟解放ッッ!!」


　瞬間、ベルモンドの頰の烙印から、紫むらさき色いろの雲が溢あふれた。


　毒を含ふくむ、奇き怪かいな雲が炎の渦フアイア・ストリームへと流れ込む。


　元素の崩壊を誘ゆう発はつさせる紫の雲が辿たどった軌き跡せき。


　それは、炎の渦フアイア・ストリームに空白を作りだし、そこからバランの姿が垣かい間ま見みえた。


「むぐ……」


　ベルモンドに支えられるレムが、苦く悶もんの表情を浮うかべた。


　気が狂くるうほどの激痛が、レムの身体の外と中から襲ってくる。


　命を無差別に襲うのが〝毒雲の烙印クラウド・キル〟だ。


　死なないとはいえ、レムもまた例外ではない。


　むしろ、死なないからこそ痛みは永遠のように続いてしまう。


「先生、すまねぇ……」


　身体に耐たい性せいができてしまっているベルモンドは、紫の雲に巻かれながらも息苦しさすら感じない。


　だが、レムの痛みがなにより心に痛かった。


　申し訳なさそうにするベルモンドに、レムはにやりと口元をゆがめてみせる。


「ふ、ふん。生徒が教師の心配をするな。わたしは、大丈夫、だ」


　発はつ狂きようしたくなるほどの激痛の中、生徒の前だからこそ、耐えられるとレムは思った。


　やがて、一いち陣じんの風が吹ふき抜ける。


　紫の雲は風の中に溶とけていき、やがて、ベルモンドとレムを残してすべてを消し去っていった。


「ベルモンド！　レム先生」


　雲が晴れた後、白馬にまたがったクラフトが駆かけてきた。


「ありがとう！　もう大丈夫だよ！」


　陣じん形けいを整え、ようやく指揮系統も統一できたとクラフトは自じ慢まんげに語る。


　約束の三十分よりも、五分も早かったのも、クラフトが喜ぶ原因の一つだ。


「ベルモンドたちは、後ろに下がって休んでいて。ここからは、僕がなんとかするよ」


　クラフトは精霊世界へつながる六ろく芒ぼう星せいを睨にらみ付けた。


　そこから、再び火の精霊フアイア・エレメンタルたちが無数にあふれ出てきている。


　クラフトは後ろに控ひかえる騎き士したちに向かって手を上げた。


「魔ま法ほう騎士団一番から五番隊まで一いつ斉せい攻こう撃げき！　その後で、守備隊は六芒星の前に防ぼう御ぎよ陣を！　入り口で敵を迎むかえ撃うつよ！」


　クラフトの指示を受けて、騎士たちが雄お叫たけびを上げた。





　ガルークルの姿をしたアリオクは、さも悲しそうに地面に転がるアッシュを見た。


「まさかアッシュが死ぬとはな……」


　アリオクは肩かたをすくめてみせる。


「また、別の黒曜剣ブラツク・ソードの使い手を探さがさなければ」


「勝手に、殺さないで！」


　ルファはそう言いながら、怒いかりに燃える目でアリオクを見た。


　アリオクはルファを一いち瞥べつし、続いてメディアへと視線を向けた。


「四し肢しがなくなったというのにか？　先に、そこの女が使っていた九頭竜の血ヒドラ・ブラツドでも再生する前に死ぬだろうに」


　そして、つまらなさそうに言う。


「それにルファ。実の父に、その目はないだろう？」


「違ちがう！　あんたなんか、お父さんじゃない！」


　きっぱりと言い切り、ルファはドラゴンに指示を飛ばす。


「シエロ、穿うがて！」


　ドラゴンの口が大きく開かれた。


　身体中から放電し、その雷いかずちを口内に集める。


　皆みなの視界がホワイトアウトし、遅おくれて轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。


　白く霞かすむ視界の中、轟音よりも早く稲いな妻ずまのブレスがアリオクの身体を貫つらぬく。


　かに思えた。


「危ないな」


　ドラゴンの口から放たれた稲妻は、死の運び手デス・ブリンガーの紅い剣によって阻はばまれる。


「死の運び手デス・ブリンガーを使役しているのか」


　ライルが奥歯を嚙かみ締しめて言った。


「こいつはもともと私が呼び出したものだ。黒曜剣ブラツク・ソードの封ふう印いんから解放された今、主の下に戻もどるのは当然だろう？」


　ドラゴンのブレスを、いとも簡単に受け流す技量。


　それだけでも、死の運び手デス・ブリンガーが精霊王に優まさるとも劣おとらない力を持つ悪魔デーモンだとわかる。


「まずい、ですね」


　それが敵に回ったのだ。


　ジェイナスでなくとも、状じよう況きようが絶望的であることは明白。


「さて、お前たちを生かす理由は特にない」


　アリオクは淡たん々たんと告げた。


「死んでもらおうか」


　アリオクは死の運び手デス・ブリンガーへと指示を出し、その剣を振ふりかぶらせる。


　紅い剣がまっすぐ、ルファに向かって振り下ろされる。


「死ぬのは、あなたよ」


　それを気き丈じように睨みつけ、ルファは叫さけんだ。


「ライル先せん輩ぱい！」


「うむ。その光、太陽のごとく……力の光パワー・シヤイン!!」


　ライルが太陽のように輝かがやく光球を作り出し、一いつ瞬しゆんだけ死の運び手デス・ブリンガーの動きを止める。


「パッフェル！」


「はい！　行きますよ、〝恐テ怖ラのー手・のハ烙ン印ド〟!!」


　精霊王の拳こぶしを受け止めてから出現させっぱなしだった漆しつ黒こくの左手が、死の運び手デス・ブリンガーの頭を鷲わし摑づかみにした。


「ジェイナス先生！」


「えぇ。物質の再構成！　骨は鋼はがねに。鋼は柵さくに。何者をも閉じ込める檻おりとなれ！」


　ジェイナスが動物の骨を無数に死の運び手デス・ブリンガーの足元に投げた。


　それらの骨は輝きを放ち、鋼の檻へと変わって、死の運び手デス・ブリンガーを閉じ込める。


「ほぅ。死の運び手デス・ブリンガーを止めるか。だが、所しよ詮せんは人の魔ま法ほう。すぐに出てくるぞ」


「わかっているわ」


　ルファはそう言いながら、ゆっくりとアリオクの元へ向かう。


「あんたの正体は知っていた。いえ、可能性を考こう慮りよしていたって言ったほうが正しいわね」


　ルファは不敵に笑い、アリオクの前に立った。


「私たちが狙ねらっていたのは今の状況。精せい霊れい王おうがいなくなり、死の運び手デス・ブリンガーの動きが止まって、あんたが孤こ立りつしているこの状況よ」


「なにを、言っている？」


「わからない？　本当に？　なぜ私がアーニャさんの魂と融ゆう合ごうしたのかも、わからないの？」


　ルファはアリオクを指差し、言った。


「あんたは悪魔デーモン。人から生まれただけの、ただの魔ま物ものよ。私がアーニャさんの魂と融合したのは召しよう喚かん術じゆつを使うため。過去の魔物じゃない、今を生きる魔物を使役する召喚術を使うためにね！」


「バカな!?」


　アリオクが表情を歪ゆがめ、吼ほえた。


「〈真の名〉を唱えれば、あんたは私に逆らえない。死の運び手デス・ブリンガーを元の世界に戻して、私のお父さんの身体からだから出て行ってもらうわよ！」


「やめろ！」


　アリオクは銀ぎん刃じんの剣を抜き放ち、ルファへと突き出そうとする。


　パッフェルもジェイナスも、ライルも死の運び手デス・ブリンガーを押さえるので手一杯だ。


　それに、身しん体たい能力で劣るルファが、アリオクの刃やいばを避けられるわけもない。


　アリオクは勝利を確信していた。


「うぐっ……」


　刃が胸に突き刺さる。


「な、ぜ……」


　呆ぼう然ぜんとした声は、アリオクのもの。


　アリオクは、視線を下げた。


　そこに、炎の明かりと血の色で赤く染まった刃がある。


　わざと心臓を避けた、迷いのない背中からの一撃。


　わけもわからず、アリオクは振り返った。


「悪いな。でも、お前に教えてもらった剣だ。義と父うさん」


　アリオクの背後に、愛用の細身の剣を両手で握ったアッシュがいた。


「なぜ、お前がそこにいる。いや、なぜ無傷で……」


　アリオクは血を吐はきながら視線を彷徨さまよわせ、メディアの姿を見つけた。


「そうか……変質魔法で」


　あぁ、とアッシュはうなずく。


「無傷の状態に変身させてもらった。本当に治ったわけじゃないけど、あんたを倒たおすぐらいはできる」


　所詮は一時しのぎに過ぎない治ち療りよう法ほうだが、今動ければそれで十じゆう分ぶん。


　本格的な治療は魔ガ法ル学テ園ンに帰ってからでいい。


「ルファ」


「うん」


　ルファはアリオクの頭に手を置いた。


「やめろ……」


　精神の糸を伸のばし、アリオクの精神と繫つながる。


　そうすることで己をさらし、相手をさらす。


　アリオクの魂たましいに触ふれることで、その〈真の名〉を摑つかもうとした。


「うっ!?」


　すると、ルファの脳内にアリオクの心が入り込んできた。


『ヤメロヤメロヤメロ、殺ス殺ス殺ス──』


　恐怖と狂きよう気きが入り交まじる、ドロドロとした、まるでコールタールのような濁にごった感情。


　ルファは精神の糸を、これ以上先に伸ばすことを躊ちゆう躇ちよした。


　触れるだけで発狂してしまいそうな、嫌けん悪おを抱いだくそのアリオクの心に、己を入り込ませることになる。


　アリオクの感情に自分の心が喰くわれ、逆に取り込まれてしまうかもしれない。


　悪魔デーモンに心を取り込まれる。


　ぶるっと、ルファの背筋が震ふるえた。


　そのとき、ルファはふと左手に温ぬくもりを感じた。


　目を開けなくても分かる、世界で最も触れてほしい人の温かさ。


　それが、精神の糸で繫がってもいないのに、ルファの心に染み込んでくる。


　だったら、何を怖こわがる必要があるのだろう、とルファは思った。


　意を決し、ルファはアリオクの心の中に入っていった。


　自分の本当の父を救うために、アリオクの〈真の名〉に触れる。


「やめろぉぉぉ!!」


　精霊世界に、アリオクの悲鳴が木こ霊だまする。


　その叫びが消えたとき、ようやく戦いが終わった。





　ちょうどそのとき。


　黄金の鎧よろいに身を包んだクラフトは、馬上から大声をあげていた。


「魔法騎士団、六番から八番隊の中で念心魔法が使える者は風を。敵の進軍を食い止めて！　同じ部隊で変質魔法が使える者は前衛の援えん護ごに！　前衛は死ぬ気で前線を維い持じして!!」


　クラフトの指示を受けて、騎士たちがめまぐるしく動いている。


　火の精霊フアイア・エレメンタルを精霊世界へと繫がる六芒星近くで迎え撃つ作戦は、功を奏していた。


　六芒星が圧あつ倒とう的てきに大きいため、一度に出てくる精霊の数は多い。


　それでも、押し寄せてくる数は限定される。


　いつまでも耐たえ続けることはできないかもしれないが、広い草原で戦うよりは有利に戦局を進めていた。


「待たせたな」


　ふと、クラフトは背後から声をかけられ振ふり返った。


「いつでもいけるぜ！」


　そこに、治療を終えたレムとベルモンドが立っている。


　クラフトは力強くうなずいてみせる。


　このふたりがいれば、前衛に余よ裕ゆうが生まれるだろう。


　一いつ騎き当とう千せんの兵が隣となりで戦ってくれれば、兵士たちの士気もあがる。


　クラフトはふたりに指示を伝えようと口を開いた。


　そのとき、ふと、レムが南の空を指差した。


「六芒星が、消えていく」


「え？」


「ほ、本当だ！」


　ここから見える範はん囲い。東と西の六芒星も、見えなくなっていた。


　それはつまり、アッシュたちがガルークルを倒した証しよう拠こ。


　この好機、逃のがす手はないとクラフトは思った。


　白馬を大きく嘶いななかせ、クラフトは喉のどよ裂さけよとばかりに大声を上げる。


「全軍に通達!!　全力で、敵を押し返せ!!」


　クラフトの鬨ときの声こえに騎き士したちが「応おうッ!!」と雄お叫たけびをあげた。


「ベルモンドもレム先生も、前線に参加して！」


　自身もまた、馬を操り前線へと向かいながら、クラフトは言う。


　クラフトの後を追いかけ、ベルモンドとレムも前線に加わった。


「テメーの世界に帰りやがれ！　ここは、オレたちの世界だ！」


　ベルモンドが走ってきた勢いそのままに、火の精霊フアイア・エレメンタルを殴なぐりつける。


「ふん。わたしには押し返すのは難しい。倒させてもらうぞ」


　レムが二刀を操って、次々と精霊たちを斬きり伏ふせていった。


　騎士たちは全員盾たてを構え、そのまま壁かべとなって精霊たちへと歩み寄っていく。


　そのはるか後方から、念心魔法の風が力強い追い風となって吹ふいてくる。


　やがて、精霊世界へと繫がる六芒星が夢だったかのように消えたころ。


　すっかり焼け野原となっていた草原から、火の精霊フアイア・エレメンタルはいなくなっており、バランを覆おおっていた暗黒領域も、同時になくなっていた。


「全員、よく戦ってくれた！　みんな、ありがとう!!」


　それが、戦いを勝利へと導いたクラフトの凱がい歌か。


　満まん身しん創そう痍いの騎士たちは、泥どろと灰と煤すすで汚きたなくなった鎧のまま、それでも晴れやかな笑顔を浮うかべて、各々の武器を天に掲かかげた。


　レムは「やれやれ」とクラウソラスを鞘さやに戻もどしながら微笑ほほえむ。


　ベルモンドはひとりで不安げな表情をしていた。


　それに気づき、クラフトは馬上からベルモンドに声をかける。


「どうしたの？」


「あいつらはどこだ……？」


　ベルモンドの呟つぶやきに、クラフトが顔を青くする。


　いくらあたりを見み渡わたしてみても、アッシュたちの姿はない。


「本当だよ!?　どうしよう、アッシュたちが帰ってきていないのに、六出芒　星口がなくなっちゃった！」


　ようやく、いつものバランが帰ってきた。


　でも、そこにアッシュたちの姿はない。


「アッシュ……」


　クラフトは馬から降りて、南の空を見上げていた。


「くそっ!!」


　ベルモンドは、八つ当たり気味に地面を蹴けり、


「まぁ、いつか帰ってくるだろう。あいつらの家は、ここなんだからな」


　レムの呟きが風に溶とけていった。




　エピローグ







　あれから、すでに二年のときが流れていた。


「卒業生代表あいさつ」


　そう、念ねん心しん魔ま法ほう科の教師が風を操あやつって、声を拡声器を使ったように広こう範はん囲いに届けた。


　クラフトは、その教師の頷うなずきを得て、三さん角かく塔とうの前にある一段高くなった壇だん上じようへと上がった。


　そこから見える景色は、壮そう観かんであった。


　学科ごとに色分けされた制服。


　それを着る卒業生が、椅い子すに座ってクラフトを見上げている。


　卒業生の後ろには四百を超こえる在校生もいて、そのまわりには魔ガ法ル学テ園ンの教師たちが立っている。さらに、後方には子供の晴れ姿を見ようと、父兄も詰め掛けている。


　クラフトは一度深呼吸をした後、口を開いた。


「あの戦いを、第二次精せい霊れい王おう戦争を体験したのは、ボクたちの代が最後です」


　二年前を思い出すように、クラフトはゆっくりと喋しやべる。


「あの戦いでは、多くの命が失われました」


　バランの騎き士したち、魔ガ法ル学テ園ンの教師、そして生徒から多くの死者が出た。


　クラフトは壇上から、ゆっくりと卒業生の席を、自分のクラスを眺ながめた。


　退たい屈くつそうなベルモンドと目が合う。


　ベルモンドは慌あわてて欠伸あくびを嚙かみ殺ころし、こっそり手を振ふってきた。


　その隣となり。


　本来ならアッシュとパッフェルが座るであろう場所は、空席だった。


　あの日、精霊世界へと向かった六人の姿は、今ここにはない。


「ボクたちはあの戦いを忘れてはいけない。繰くり返かえさないためにも、いなくなった友のためにも……ボクはそう思います」


　各々思うことがあるのだろう。卒業生も在園生も、クラフトの言葉に耳を傾かたむけていた。


　クラフトもまた、自分の言葉だというのに考えさせられる。


　この二年で、さまざまなことが変わってしまった。


　クラフトは元々、父親から勘かん当どう同然に魔ガ法ル学テ園ンへと入園させられた。


　それは、魔法の適正がわずかしかなかったからだ。


　魔法帝国と名高いバランの公こう爵しやく家の長男であるがゆえ、それは致命的だった。


　そんな自分が、まさか成績の優秀な生徒が行う卒業生のあいさつをすることになろうとは、誰も思っていなかっただろう。


　とはいえ、自分にこの役割が回ってきたのも、ベルモンドが「柄じゃない」と、辞退したからなのだが……。


　クラフトは苦笑し、ベルモンドを壇上から見下ろした。


　すると、ベルモンドは腕を組んだまま両目を閉じ、船を漕こいでいた。


　クラフトは思わず噴き出しそうになる。


　卒業後、バランの騎士団から入隊の誘いがあったにも拘かかわらず、傭よう兵へいに戻ると言ったベルモンド。


「堅苦しいのは苦手なんだよ」


　と、言っていたのはどうやら噓ではないようだ。


　クラフトは思う。


　自分は逆にバランの騎士団に入ることになった。


　第二次精霊王戦争で混乱する軍をまとめた功績が認められ、将軍として迎えられることになっていた。もちろん、公爵家の長男という肩書きが手伝ってのことだ。


　こうなるとクラフトの家族も、認めざるを得ない。


　皮肉なことに、あの戦いがクラフトに多くのものを取り戻させた。


　ふと、物思いにふけっていると、生徒たちが騒がしくなった。


　黙ってしまったクラフトをいぶかしんでいるようだ。


　咳払いし、クラフトは慌てて言葉を続ける。


「簡単ではありますが、卒業生代表のあいさつとさせていただきます」


　そう締しめくくった後、クラフトは表情を和やわらげた。


「ところで皆みなさん。今日の主役がいつまで経っても現れないんですが……どう思う？」


　どっと、卒業式の会場に笑いが起こった。


　この後の式の準備もあるというのに、いったいやつらは何をしているのかと、クラフトは嘆たん息そくした。


　すると、その想いが天に届いたのか、太陽の光がさえぎられた。


　皆みなが上を向く。


　そこに、一対の翼つばさを広げた青い鱗うろこのドラゴンがいた。


　ドラゴンは大きく嘶いななき、首に巻いた赤い布をはためかせて、地上へ降りてくる。


「あぁ、ようやく到とう着ちやくのようだね」


　クラフトの呟きに呼応するように、ドラゴンの背から赤い髪かみの女の子が元気よく降りてきた。


「た、ただいま戻りました！」


　まだまだ幼さの残るパッフェルが、黒い制服姿で大声を上げた。


　生徒だけではなく、教師たちからも失笑が漏れる。


　父兄の席で肩を竦すくめるパステルは、八つ当たり気味に隣にいるビートの頭をはたいていた。


　パッフェルに続いて、全身真っ白のライルが、ドラゴンの背からゆっくりと降りてくる。


「やれやれ……まさか自分の卒業式を忘れるとはね。キミたちには恐おそれ入いる」


　肩かたを竦ませながら皮肉を口にするライルは制服姿ではなく、私服姿。


　それは、ライルがすでに魔ガ法ル学テ園ンの生徒ではなくなっていることを意味している。


「いやいや、こうして間に合ったのですから、よかったじゃないですか」


　苦笑を浮うかべて降りてきたのは、黄色い制服に魔ガ法ル学テ園ンの教師の証あかしである杖つえの紋章エンブレムをつけたジェイナスだった。


「そうですわよ。ライルさんは相変わらず意地悪ですのね」


　青い変質魔法科の制服に身を包んだ、桃もも色いろ髪がみにティアラをのせたメディアが口を尖とがらせていた。


　あの戦いの後、「アリアオロを継つぐ者として見けん聞ぶんを広げなければなりませんわ！」と、メディアは魔ガ法ル学テ園ンへと入園した。


　そして今日、卒業式を迎むかえる。


「アッシュがいけないのよ!?　調子に乗って、誰だれも入ったことがない暗黒領域なんかいきたがるから、ぎりぎりになったじゃない!?」


　文句を言いながら降りてきたのは、黄金の髪のルファ。


　一年前に先に卒業していたルファもまた、魔ガ法ル学テ園ンの制服ではない。だが、緑色の少しだけ制服に似た服を好んで着ていた。


「だから、悪かったって言っているだろ!?」


　悲鳴のような声をあげたのは、黒い髪の背中に大たい剣けんを背負う少年だった。いや、少年だったのはもう二年も前のこと。少年はすでに青年へと風ふう貌ぼうを変えており、すでにルファの身長を越えていた。


　二年前に精霊世界に閉じ込められたアッシュたち。


　アリオクに乗っ取られていたガルークルは正気を取とり戻し、まずアッシュたちに頭を下げた。


　どうやら、アリオクに乗っ取られていた間の記き憶おくが残っていたらしい。


　地に頭をつける勢いで謝罪するガルークルを、アッシュもルファも笑顔で許した。


　それからアッシュたちはガルークルも含ふくめて、七人で精霊世界を駆かけ回った。


　そして、精霊世界でアッシュたちはアリアオロの王、セシリーと出会った。


　セシリーは海洋三さん銃じゆう士しから報告を受け、バランの援えん軍ぐんとして戦いに参加しようとした。だが、アリアオロからバランまでは、どんなに急いでも一ヶ月以上かかる。


　セシリーたちが到着した頃ころには、すでに戦いは終わっていた。それならば、とセシリーは精霊世界にアッシュたちを迎えに来てくれたのだ。


　こうして、アッシュたちは半年ほどでバランへと帰き還かんしていた。


　四し肢しを失ったアッシュは、その後半年ほどの間、メディアから離はなれられない生活が続いた。ある意味、それが一番大変だったかもしれないと、アッシュは思っていた。


「おまえたち……」


　レムがそんな騒さわがしいアッシュたちに声をかける。


「早く席につけ。最後ぐらい、遅ち刻こくをするな」


　うっと言葉に詰つまったのはパッフェルとアッシュ。


　魔ガ法ル学テ園ンの中庭を笑い声が満たしていた。


「それと、アッシュ、ルファ」


「なんだよ」


「はい？」


「おまえたちには別の準備がある」


　レムがそう告げると、アッシュとルファは教師たちに囲まれた。


「な、なんだ!?」


「え？　あの、ちょっと!?」


　わけもわからず、ふたりは挙きよ動どう不ふ審しんになる。


　すると、いつの間にか背後に移動していたベルモンドが、アッシュを羽は交がい絞じめにした。


「なっ!?　ベルモンド？」


「手間かけさせるんじゃないぜ。オレはこのために面倒な卒業式に出席したんだからな！」


　くくっと喉を鳴らして、ベルモンドはアッシュを引きずるようにして、学び舎やへと連れて行く。


　ルファもまた、女性教師や女生徒に連行されていった。


　その様子を眺め、パッフェルとメディアが首をかしげた。


「なんでしょうか？」


「……いやな予感がしますわね」


　言い合うふたりの後ろを、レムがこっそりと横切っていく。


　向かう場所は来らい賓ひん席。


「これで、よかったのだろう？」


　そして、ひっそりと来賓席の後ろで気配を殺して座っている男へと話しかけた。


「あぁ。ありがとう、レム」


　男はガルークルだった。


　白髪混まじりの金髪をきちんとオールバックに整え、無精ひげを剃っている。


「おまえの発案とはいえ……少々強引だな」


　悪戯いたずらをする前の子供のような表情でレムが告げる。


「父親として、あの子たちにできる最良の贈り物のつもりだ」


　子を慈いつくしむ父の顔でガルークルは言う。


　二年前にアリオクから解放され、ガルークルは必死にアッシュたちの父親であろうとしてきた。


　だからこそ、今から起こるイベントをレムに提案した。


「そうだな」


　レムは一度うなずき、ガルークルへと問う。


「で、ふたりには顔を見せてやらないのか？」


「やめておこう。ここにいるのがばれたら、あの子たちに怒られてしまう」


「怒られる？　なぜだ？」


　きょとんとしたレムに、ガルークルは笑みを見せる。


　アリオクから解放されたガルークルは冒険者に戻ろうとした。


　すると、アッシュとルファに烈火のごとく怒られてしまった。


「実家の留守番を任されている。私がふらっとどこかに出かけて、いなくなると思っているらしい」


　そんな気はまったくないが、ふたりは不安なのだろう。


　子に心配をさせないため、ガルークルは実家の近くに畑を作り、今は自給自足の生活を送っている。


　レムはそんなガルークルの言葉を、真っ向から切り捨てた。


「ふん。本当はおまえに勇気がないだけだろう？」


「違いない……」


　ガルークルはまいったとばかりに、頭を搔いた。


　解放されて二年にもなるが、ガルークルはまだアッシュたちとの距離を測りかねている。


　今顔を出して、ふたりに嫌な顔をされるのがたまらなく怖こわいのだ。


　だからこそ、気配を殺して、密ひそかに息子たちを眺めようとしていた。


　レムはそんなガルークルに、ふっと笑みを浮かべた。


「少しずつでいい。あの子たちの真の父親になれ。おまえたちには、これから沢山時間があるのだからな」


　そう言うレムに、ガルークルは頷きを一つ。


「あぁ。今日の計画は、そのための第一歩だ」


　そして三十分後。


「なんだ、これ……？」


　髪を整えられ、きっちりとした服装に着き替がえさせられたアッシュは、三角塔の前に引っ張り出された。


　そんなときだというのに、背中から黒曜剣ブラツク・ソードを外さないのは実にアッシュらしい。


「うむ。あちらの準備もできたようだな」


　ちらりとレムは学び舎に視線を送った。


　そして、念心魔法科の教師に頼み、風を操って自身の声をこの場にいる全員に届けさせて、高らかに宣言する。


「ただ今より、卒業式改め、アッシュとルファの結けつ婚こん式しきを執とり行おこなう」


「……は!?」


　わけもわからず、アッシュは素すっ頓とん狂きような声をあげた。


「なんだ、いやなのか？」


「いやとかそんなんじゃないだろ!?　なんでまた急に……」


「まぁ、いい加減覚かく悟ごを決めろということですよ」


　アッシュの肩をぽんっと叩き、ジェイナスが朗ほがらかに笑っていた。


「いや、だって……」


　しどろもどろになるアッシュは、逃げ場を求めて視線をさまよわせた。


　すると、学び舎から歩いてくる人物が目に入った。


　真っ白な花嫁衣裳に身を包み、黄金の髪をたなびかせている。


　見慣れたルファの、あまりに見慣れない姿にアッシュは言葉を失った。


「アッシュ……」


　目の前に立ち、気恥ずかしそうにしたルファにアッシュは見み惚とれた。


「ルファ先輩、すっごく綺麗です……」


　アッシュの今の気持ちを代弁するかのように、パッフェルは呟いた。


「く、くやしいですけど、認めざる得ませんわね……アッシュ様の幸せこそ、わたくしの望みですもの」


　事実上の敗北をメディアは受け入れる。


　そんなメディアの横で、ライルは静かに笑って「おめでとう」とふたりに祝福の言葉を贈った。


　視線をそらしあっていたアッシュとルファ。


　やがて、ルファが照れた笑みを浮かべた。


「こ、困っちゃうわね。も、もぅ、みんな冗談が過ぎるわ」


　自分の目の前で、そう言うルファがあまりに綺麗で。


　もう、なんだかなにもかもがどうでもよくなった。


　アッシュはルファに向かって歩き、力強く両肩を摑んだ。


「え……？」


　驚いて身をすくませたルファの目をまっすぐ見つめる。




[image: ]


　すると。


「ルファ。結婚、しよう」


　いつの間にかそうルファに言っていた。


　求婚の前に式の準備が始まり、花はな嫁よめ姿すがたを見て求婚した。


　何もかもがちぐはぐだったけど。


「うん！」


　ルファはこれ以上ないほどの笑顔を、アッシュに贈ってくれた。







〈了〉







　あとがき







　この本を書いているとき、世界はワールドカップのまっただ中でした。


　原稿の合間にニュースサイトを開けば、サッカーの話題ばかりです。


　そんなニュースサイトのトップに、僕の目をひくものがありました。


『アルゼンチンの監督、メディアに激怒』


　パソコンの前で爆笑しました。


　ベロチューのせいか！　ベロチューがあかんかったんか!?


　どうも、お久しぶりです。大おお井い雄ゆう紀きです。





　お待たせしました！　『烙印ゼミナール（以下・烙ゼミ）』の３巻をお届けします！


　すでに本編を読まれた方は、おわかりになるかと思いますが。本書は烙ゼミシリーズの最終巻です。まだ読んでいない人は、アッシュたちがどんなエンディングを迎むかえたか、本編で確認してくださいね。





　いやー、終わりました！





　彼らと駆かけ抜けた時間は、長かったような、短かったような……微妙な感じです（笑）。


　烙ゼミを書き始めたのが去年（２００９年）の夏ぐらいでして、だいたいアッシュたちとは一年ほどのつきあいになります。


　一巻だけではなく、２巻３巻と長編で連続した物語を書いたのは烙ゼミが初めてで、いろいろ戸と惑まどうことがありました。


僕「うごっ!?　このイベント１巻でやった!!」


僕「この敵、２巻のアッシュたちじゃ勝てなくない？」


　など、頭を抱かかえて布団の上をのたうち回りました。


僕「ヒッ、ヒッ、フゥー！」


　そして悩みをラマーズ法で乗りこえ、何とかいつも物語を完成させました。


　キャラクターたちが壁にぶつかり、悩みながらも立ち向かう姿。


　それを見守る僕の目は、まるで父親のようになっていたでしょう。


　できあがった烙ゼミはもはや僕の子供のようなものです。


　……まぁ、悩ませるような壁を用意しているのは僕なんですが。


　獅し子しは我が子を千せん尋じんの谷にたたき落とす、と言いますしね！


　アッシュたちが物語の中で成長したように、僕もまた成長できていたらいいなーと思っています。





　さて、アッシュたちの物語はひとまず終わりです。


　とはいえ、彼らは広い広い六ろく芒ぼう世界の中のどこかで、ちゃんと生きています。


　また世界の危機が訪れれば、立ち上がることもあるでしょう。


　気が向いてふらりと冒険に出かけることだってあるでしょう。


　アッシュにいたっては、人生の墓場ともいわれる場所に落ち着いてしまったのです。


　もしかすると、これまで以上の難題が待っているかもしれませんね（笑）。





　では、最後にごあいさつを。


　原案者である我らが安田社長。烙ゼミを書き上げられたのは、間違いなく安田社長のお力添えのおかげです。本当にありがとうございました。


　イラストレーターの７０１０なおと様。いつもステキなイラストをありがとうございます！　７０１０さんのイラストのおかげで生まれた設定が、たくさんあります。具体的にはラフで密ひそかに描えがかれていた、ルファのニーソに仕込まれている召しよう喚かん札ふだ！　ステキです。あと、嫁よめルファのカラーイラスト最高ッス！　また一いつ緒しよにお仕事できればうれしく思います！


　編集様方。初めての長編シリーズで、いろいろご迷めい惑わくをおかけしてしまいました。それでも、陰かげながら僕を支ささえ続けてくださったおかげで、烙ゼミを完結させることができました。本当にありがとうございます！　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。


　それと、烙ゼミを手にとってくださった皆様。最初から最後まで全力疾走で駆け抜けた烙ゼミですが、いかがだったでしょうか。皆さんの心の中に、なにかを残せたのなら、これに勝まさる喜びはありません。





　烙ゼミは終わりましたが、世界観を共有する「モンスター・コレクションＴＣＧ」の展開は続きますし、皆様の応援次第で新しいノベルシリーズもお届けできると思いますので、これからもモンコレ作品をよろしくお願いいたします。





　また、作品へのご意見、ご感想などお待ちしておりますので、どしどしお送りいただければ幸いです。お送りいただける際は、グループＳＮＥのホームページ（URL：http://www.groupsne.co.jp/）までお願いいたします。


　それでは、また近いうちにお会いできることを信じて。







平成二十二年八月　大井雄紀





モンスター・コレクション


烙らく印いんゼミナール３





原案──安やす田だ　均ひとし


著者──大おお井い雄ゆう紀き
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